


















































暗殺拳はチートに含まれますか？２




～彼女と目指す最強ゲーマー～








渡葉たびびと





富士見ファンタジア文庫









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　CONTENTS









プロローグ「あなたを見ていた」




Round.１　戦場のアイドル、ＡＫＡＲＩ登場

Round.２　開幕！　チャレンジトーナメント

Round.３　頂点を目指すものたち、あと安田

Round.４　会いにくるアイドル（自分から）

Round.５　様々なる強者たち

Round.６　俺たちに敵なんていない

Round.７　ぶつけ合おう、「イマ」の本気

Round.８　頂点に立つもの




エピローグ「あなたを見ていたい」







　あとがき



















口絵・本文イラスト／きただりょうま





[image: プロローグ「あなたを見ていた」]







　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　Ａ１］




　その覚醒者アウエイクは「絶対」だった。

　あらゆる攻こう撃げきを見切り、回かい避ひし、あるいは狂くるわせ──先に「一いち撃げき」を決める。

　彼より先に攻撃を決められる覚醒者アウエイクは唯ただ一人ひとりとして存在せず、彼が先に攻撃を受けることは一度たりともありえない。




　誰だれにも「先」を取らせない覚醒者アウエイク。その名は、「Ａ１」。




　初撃。その一点を、完全に彼は極きわめていた。

　サドンデス・ルールという枠わくの中ではあるが──彼は常に完かん璧ぺきで、完全だった。

　そう。Ａ１は……間ま違ちがいなく、「絶対的存在」だった。

「凄すごい……。この人、本当に、一度も……！」

　だから、少女は彼に惹ひかれたのだろう。

　彼女──天あま野のアカリの目指すものも、「絶対的な存在」だったから。

　アカリは彼について調べた。

　Ａ１。サドンデス・ルールの現王者。両手を引いた独特な構えと〈フラッシュ〉のスキルが特とく徴ちよう。

　サドンデスのランキング戦に挑いどみ始めてから、かなりの短期間で王者になっている。

　デュエル・ルールのＡランク七位「ゴールドラッシュ」からも初撃を奪うばった経験を持つ。

　プレイヤーが高校生プロゲーマーであることも話題になった。王者になってすぐの頃ころは、よく取材なども受けていたようだ。

　アカリはその記事も読んだことがある。「サドンデス王者Ａ１、『レベル上げ』の心得」と題された特集で、彼はこのように答えていた。

　──「すぐチャンピオンになったみたいに言われるけど、違うんですよ！」

　──「それまで一人で、ずーっと特訓してたんです。ＲＰＧのレベル上げるみたいにさ」

　──「つまんなくは、なかったですよ。強くなるの好きだし。できるようになるまで、やった。ホント、それだけなんです」

　その言葉は、彼女にとって大きな希望になった。

　彼のように特訓を重ねて、重ねて、重ねれば。なれるかもしれないのだ。

　自分も──「絶対」の存在に！

　アカリは未来に向けた努力を始めることにした。

　あらゆることを、少しずつ。目指すもののために。

　その時、頭の片かた隅すみには……いつも、ストイックな「サドンデスの王者」の言葉があった。




　　　　　　　＊＊＊




　──なので、その日の放送は彼女にとって大きな衝しよう撃げきだった。

「……うェ!?　マジで？」

　アカリは思わず声を出し、目の前のディスプレイに顔を近づけた。

　可愛かわいらしい小物で飾かざられた室内で、栗くり色いろの髪かみが跳はねる。

「わ、私の知ってるＡ１さんと違くない……？」

　彼女は眉まゆをひそめて呟つぶやく。

　知っている、と言っても、知り合いでも何でもない。彼の試合動画を見たり、インタビュー記事を読んだ程度ではあるが。

　アカリの見ているディスプレイに映されているのは、ＶＲ格かく闘とうゲーム「プラネット」の試合を伝える生放送。タッグマッチの試合で、有名配信者「百もも道ち」率いるペアを、新しん鋭えいの覚醒者アウエイクである「Ａ１」「アオイ」のペアが下したところだった。

　圧あつ倒とう的実力者である百道を、この二人が倒たおしたことは驚おどろくべき事実ではある。

　Ａ１は「サドンデス」では絶対的王者であるものの、通常ルールである「デュエル・ルール」ではまだ実績がないはずだった。

　しかし彼は、その鍛きたえた技わざで百道とも渡わたり合ってみせた。以前と比ひ較かくしても確実な成長がみられる。流石さすがと言って良いだろう。

　が……アカリが着目したのは。思わず「マジで？」と声が出たのは、そこではない。

　試合を終え、生放送はアフタートークに移っていた。

「勝負だけど、遊びだ。楽しい楽しい、遊びだよ。それを思い出したんだ」

　Ａ１はそう言って笑っている。少し意外な言葉だったが、これも最大の問題ではない。

　問題はＡ１の腰こし元もとだった。そこには、Ａ１に両手でべったりと抱だき着いている少女がいた。

「……葵あおいも、楽しかったか？」

「うんっ」

　猫ねこ耳みみ少女のアバターは、Ａ１に頭を撫なでられて目を細める。

　おかしい。どう考えてもおかしい。

　インタビューでも言っていたはずだ。「一人で、ずーっと特訓していた」。ストイックに己おのれを磨みがき続ける求きゆう道どう者しや、それがＡ１のイメージだ。

　なのに。それなのに。

「そのＡ１さんが、何で……女の子とベタベタしてんの!?」

　それこそが……最もアカリの目を引いた部分だった！

「な、納なつ得とくいかなーい……」

　言葉を空中に投げ、アカリはベッドに背中を落とした。毎日丁てい寧ねいに、地道に手入れしている綺き麗れいな髪が布ふ団とんに広がる。

「誰なんだろ……あの子」

　当然の疑問が浮うかぶ。

　あの猫耳の少女は何者なのか？　なぜＡ１と親しくしているのか？

「まさか彼女……ってやつ？　いやいやまさか。あのストイックなＡ１さんが？」

　どうにも答えはわからない。アカリの胸の中には疑問が渦うず巻まき、そして……ほのかな熱が生じ始めていた。

「ていうか、アリなの？　Ａ１さん的に女の子と付き合うってさあ。もし……もし、アリだってんなら……！」

　彼女は少し、きゅっと唇くちびるを結び考える。

　でもやっぱりその言葉は、我が慢まんすることにした。

「……いや。いけないいけない」

　アカリは目を伏ふせて、首を横に振ふる。

　自分にも、目指すものがあるのだから。

「私はアイドル。みんなのアイドル。今日も……ほら！　こんなにかわいい！」

　彼女は手鏡を手に取って自分の顔を映してみる。

　目をギラギラさせた、戦意たっぷりの少女ファイターの顔がそこにはあった。

「──おわぁ!?　違う違う！」

　目をキラキラさせた、愛あい嬌きようたっぷりの少女アイドルの顔に慌あわてて切り替かえる。

　こんなことではいけない！

「あーもう、調子狂うなあ！」

　アカリは手鏡を投げ出した。うつぶせになって枕まくらに顔をうずめ、ベッドの上で足をバタつかせる。

「一人でいいんだ、私は。もっと『レベル』上げなきゃ。他人のことなんか気にしてる場合じゃないよ」

　自分に言い聞かせるように繰くり返す。

「私はＡＫＡＲＩ。私は、『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』に──なるんだから」

　そうして、少女の夜は更ふけていった。
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　プロゲーマー・平ひら田た鋭えい一いちの朝は早くない。

　というか遅おそい。休日は特に。

　理由は簡単だ。寝ねるのが遅いからである。ゲームの特訓、ランキング戦への挑ちよう戦せん、有名覚醒者アウエイクの生放送や実じつ況きよう動画のチェック、コミュニティでの交流……やることは多い。

　自宅用のＶＲ設備を購こう入にゆうしてからは、深夜までゲームするのも簡単になった。

　だから、土曜は昼に起きる。

　そしてずっとゲームしている。至福の時間だ。平日はこうはいかない。鋭一はプロゲーマーである一方で、高校生でもあるからだ。

　食事はゲームのきりの良いタイミングで取る。ゲーマーとしての収入で一人暮らしをしているので、外食が多くなりがちだ。

　自じ炊すいは一度挑戦したこともあるが、惨さん憺たんたる結果に終わった。それ以来、二度と挑戦しないと決めている。勝算の薄うすい勝負は避さけるのが彼のプロとしての信条だ。

　結果として、食事の時間だけ外に出ることになる。もちろん帰れば即そく、ゲームの続きだ。

「さーて、今日は何ポイント稼かせげっかな……」

　満腹で帰宅し、呟きつつドアを閉める。彼の住むワンルームは視界におさまる程度の狭せまい部屋だ。鋭一はさっそくディスプレイのほうに向かおうとし……ふと気が付いて窓に目を留めた。

「あれ？　窓なんか開けたっけ」

　まったく覚えはないが、風が吹ふき込んでカーテンがわずかになびいていた。おかしいな、と思いつつ窓を閉めようと部屋の奥へ。サッシに手を伸のばす。その真横で、ベッドの布団がもこっ、と盛り上がる。

「──鋭一！」

「……ん？　うおわあああ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を出して鋭一はたじろいだ。いないはずの存在がそこにいた。

　布団の中から現れたのは、鋭一と同じ学校に通う女子生徒、一いつ色しき葵あおいだった。

「あ……葵!?　あれ？」

「よかった。鋭一、いた」

　葵は安あん堵どしたようにベッドの上にぺたんと座り込んだ。

　勝手に安心しているようだが、鋭一は彼女に聞きたいことが山のようにある。

「な……何でいるの？」

「鋭一と、遊びたかった」

「ここ、俺んちだよね……？」

「鋭一、家にいると思った。合ってた」

「そりゃいるけどさ！　家とか、そんな簡単に来ちゃうもんなの!?」

「むー？」

　鋭一の問いに、葵は首を斜ななめに傾かたむけた。「疑問」のサインだ。

「おかしくないと思う。だって……」

　彼女は当たり前のように続けた。

「わたし、鋭一の、こいびとだよ……？」

「そ……うだけど！」

　そうなのだ。

　この葵は、鋭一と「付き合っている」。正しよう真しん正しよう銘めいの恋こい人びと。「彼女」なのである。

「漫まん画がにかいてあった。こいびとの家、行くの、ぜんぜん変じゃない」

「えっ、これ、俺がおかしい流れなの……？」

　いやいや、と鋭一はかぶりを振った。仮に恋人が、突とつ然ぜん現れるのが変でなかったとしても。このシチュエーションには、どうしてもおかしな点がひとつあった。

「いや、でもさあ……ちょっとこれだけ確かく認にんしたいんだけど」

「む」

　鋭一は、それを指し摘てきせずにはいられなかった。




「ここ、四階だよね……？」




　ビュウ、と、窓から吹き込む風が音を立てた。

　ドアは施せ錠じようしてあった。窓が開いている。信じたくないが……葵の侵しん入にゆう経路は、ひとつしかない。

「そ……そっから入ったの？」

「大だい丈じよう夫ぶ。このくらい、らくしょう」

　葵は安心しろ、とばかりに平然とピースサインした。鋭一は苦笑いした。

　すっかり慣れたつもりでいたが、やはり恐おそろしいものだ。アパートの四階に、窓から侵入するのが、らくしょう。葵はそういう存在だ。彼女は珍めずらしく得意げに言った。

「暗殺者は、ターゲットの家に侵入することもあるから」

　暗殺者。それが、一色葵の肩かた書がきだ。古来より受け継つがれた暗殺拳けん「墨ぼく式しき」。彼女は幼い頃ころからその技わざを学び、異常な身体能力を身に着けた女子高生なのだ。

「鋭一、遊ぼ」

「──うおわ!?」

　が、その暗殺者は、じゃれつく子こ猫ねこのように鋭一の胴どう体たいに抱き着いた。

　故ゆえあって墨ぼく式しきの継けい承しようは途と絶だえ、今の葵はただの女子高生であり、駆かけ出しのゲーマーであり、鋭一の「彼女」。それだけだ。

　急に密着されて鋭一はたじろぐ。

　自宅の！　一人暮らしの！　ベッドで！

　彼女に！　抱き着かれる！

　ここに住み始めた頃は想像すらできなかったとんでもないシチュエーション。

　脇わき腹ばらに感じるやわらかい温かさ。腕うでの下あたりの位置にある小さな頭。さらりとした黒くろ髪かみから、ふわりと甘い匂におい。上うわ目め遣づかいのあどけない表情。あらゆる要素が理性をザクザク刺さしてくる。このままでは何らかの間ま違ちがいが起こりかねない！

「わ……かったよ！　わかったからいったん離はなれて……あと今度から来る時は、先に連れん絡らくくれると嬉うれしいな!?」
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　鋭一は大おお慌あわてで葵を引きはがした。葵は少し不満そうに「むう」と唸うなったが、ベッドに落ちているＶＲゴーグルに気が付くと、嬉き々きとしてそれを手に取った。

「うん。わかったから、はやく遊ぶ」

　わくわくと息を弾はずませてそう言われると、鋭一も弱い。

「ああ……いいよ。遊ぼうぜ」

「今日こそ鋭一の首、折る」

「なっ……よーし、言ったな。絶対折らせねえ」

　葵の物ぶつ騒そうな申し出に、鋭一は強気で答えた。




　　　　　　　＊＊＊




　付き合っている恋人として、一方でゲームでは、ライバルとして。

　二人は日常をいつも一いつ緒しよに過ごしている。

　休日の襲しゆう撃げきには驚おどろいたが、平日ならば鋭一と葵は学校生活を共にしている。

　クラスは別だが、休み時間ともなれば葵は鋭一のもとへやってくる。

　そして、何より大事なのは──放課後。

　学校が終わってからの過ごし方は決まっている。鋭一と葵は、すっかり常連となった駅前のレンタルＶＲルームにやって来ていた。

「あら、鋭一くん。今日も同どう伴はん出勤お疲つかれ様ね」

「同伴ではないし出勤でもないです！　頼たのむから普ふ通つうに受付お願いします」

　鋭一をからかうように、店長のカオリが出で迎むかえてくれた。鋭一もようやく、このやりとりに慣れてきたところだ。

　黙だまっていれば静かで涼すずやかな文系美女であるカオリだが、本人はまったく繕つくろおうとしない。これでも常連の鋭一に対しては好意的で、いつも応おう援えんしてくれてはいるのだが。

「ごめんね。当店の個室はソファはあるのにベッドはないの」

「いらないですよ!?　寝ないですからね！」

「本当？　必要になったら言ってね。はい、５号室」

「大丈夫です。５号室ですね」

　鋭一は会話をそこそこに打ち切って個室に入ろうとした。すると、葵がふと何かに気づいたように、上目遣いで鋭一に聞いてきた。

「ベッド、いらない、かな……？」

「えッ!?　ゲ、ゲームにはいらないんじゃない……？」

　葵の問いに、鋭一はドキリとした。

　潤うるんだ瞳ひとみ、小さな唇くちびる、そわそわと揺ゆれる身体からだ。ま、まさか？　葵に限って、いかがわしいことを考えていたりはしないと思うが……。

「むう」

　葵は考え込むように腕うで組ぐみした。そして、素す直なおに気持ちを吐と露ろした。

「鋭一とお泊とまりするの、たのしそう」

「な、るほど……。いや、でも、ちょっと刺し激げき的すぎるんじゃないかな……！」

　鋭一はなぜかいたたまれなくなり、葵から目をそらした。お泊まりでゲームといえば、ゲーム仲間と是ぜ非ひやってみたいことの一つだ。だが、その相手が彼女となると……？　さすがに、健全なままでいられるか自信はないのだった。




「……さて」

　個室に入った鋭一はカバンを下ろし、ＶＲ設備の電源を入れた。ゴーグルは、装着しない。葵にだけ手て渡わたす。

「今日は、戦う前に……見てもらいたいものがあるんだ」

「うん」

　真しん剣けんな、プロゲーマーの目で語る鋭一に、葵はこくりと頷うなずく。

　二人は、約束をした。ＶＲ格かく闘とうゲーム「プラネット」の頂点、Ａランクでの頂上決戦を、いつかこの二人で戦おうと。そのためには、二人ともがトップを目指さなければならない。

「俺たちは頂点を目指すんだ。だったら──その頂点にどんな奴やつがいるのか、知っておかないとな」

　鋭一がこれから葵に見せようとしているのは、現時点の頂上決戦の動画だ。

　昨シーズン公式戦の最終盤ばん、前年の王者を決定づけた試合である。

　対戦カードは、「Ｚ」対「ｎｏｚｏｍｉ」。

　現在のデュエル・ルール、Ａランクにおいて不動の一位と二位の対戦だ。

「いちばん……強いひと」

　葵は珍しく緊きん張ちようぎみにゴーグルを被かぶる。

　動画再生においても、このゴーグルが生きる。実際に戦った選手の視点で、試合をまさに「体感」できるのだ。

　葵は今、現チャンピオンである「Ｚ」の視界をゴーグルに映していた。本人に成り代わる事が、最も彼の凄すごさを理解できるのだと鋭一は言う。

　準備は整った。鋭一がディスプレイ上の再生ボタンをタップする。

　するとすぐに、画面の中の闘技場に──二人の戦士が降り立った。




　［ＤＵＥＬ　ＲＵＬＥ　１ｏｎ１］

　［ＲＡＮＫ‐Ａ　ＯＦＦＩＣＩＡＬ　ＭＡＴＣＨ］




　プレイヤーランク２位、「ｎｏｚｏｍｉ」。

　黒いレース地のひらひらしたドレスを纏まとった女性アバター。漆しつ黒こくの長い髪かみに、深い闇やみを映す黒々とした瞳。対照的に肌はだは白く、リアルな色しき彩さい感を誇ほこるプラネットの世界において、彼女の姿は完全なモノクロで表されている。

　そして、現王者──「Ｚ」。

　かなりシンプルな、男性武闘家のアバターだ。上半身は裸はだかで、下半身のみ道着を身に着けて黒帯を巻いている。筋肉質な上半身は、両拳こぶしにサラシを巻いてあるだけ。顔立ちは凜り々りしいが、同時に個性に乏とぼしいとも言えた。

　両者は向かい合う。

　Ａランクは、自ら「ランキング戦」にアクセスせずとも運営によってリーグ戦が組まれるようになっている。１シーズンの成績を固定メンバーで争うのだ。つまり、この二人は既すでに飽あき果てるほど顔を合わせている。

　試合開始を前に、ｎｏｚｏｍｉが何やら口を開いた。両者の希望により、この動画は会話音声が非公開となっている。何を話しているのかはわからない。Ｚも短く応こたえたようだった。

　二言、三言。その後も多少の言葉が往復したようだったが、

　［ＲＥＡＤＹ］

　その文字が浮うかぶとともに、二人は会話をやめ構えをとった。

　ｎｏｚｏｍｉが両手を前方へ掲かかげる。

　Ｚは左右の拳を握にぎって胸の前に構えた。

　呼吸を整える。静せい寂じやくの糸が張り詰つめ、短い時間に無限の緊張が満ちる。

　──そして

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　開始を示す合図。

　同時、




　ズ　　オ　　ッ




　ｎｏｚｏｍｉが、全身に闇色の霧きりをまとった。

「…………!!」

　それに反応した葵が、わずかに体をこわばらせる。

　やはり葵でも驚くかと思いつつ、横を見る鋭一も少しの汗あせをかいた。

　ｎｏｚｏｍｉからは黒いオーラのようなものと一緒に、画面越ごしにも伝わるほどの尋じん常じようでない殺気が噴ふき出している。葵は殺気を０から１００へコントロールできるが、ｎｏｚｏｍｉのそれは言うなれば２００に近い。

　人の生理的恐きよう怖ふに訴うつたえるレベルの、「目の前の相手を殺してやる」という圧あつ倒とう的な意志。

　仕組みからいえば、彼女のまとう霧と殺意は無関係である。霧のほうはそのまま〈ミスト〉というスキルだ。単一色の霧を出すことができる、ただそれだけのスキル。だがｎｏｚｏｍｉの凄すさまじい殺気が、ただの霧を威い嚇かくのオーラに変えるのだ。

　殺気などというのは形のないものだ。だがプラネットのリアル極きわまりないＶＲテクノロジーは、プレイヤーの呼吸の速度、視線の動きや目つきなど「雰ふん囲い気き」に近いような微び細さいなニュアンスをも再現する。

　レベルの低い覚醒者アウエイクはｎｏｚｏｍｉのオーラに当てられただけで格の違ちがいを思い知り、降参する事すらあるという。

　無論……ここで相対するＺは不動であるが。

　両者は数秒だけ、じりじりと動いて間合いとタイミングを計った。

　だが膠こう着ちやくは続かなかった。

　ｎｏｚｏｍｉのスタイルは先手。常に自分から動くのが彼女の戦い方だ。

　Ｚ……すなわち葵の眼前で、漆黒のシルエットがゆらめいた。

　次の瞬しゆん間かん、黒いモヤが尾おを引いて視界から消える。地を蹴ける予備動作すらない唐とう突とつな移動。物理的質量をも感じさせる膨ぼう大だいな殺気が消失する。

　……と見せかけて、すぐに再び現れる。Ｚの左斜ななめ後ろ。

　強きよう烈れつな存在感を突とつ然ぜんに背負うことになり、葵はその凄みを肌で感じた。悪お寒かんが走り、背中に汗をかく。だが試合の展開は驚く暇ひますら与あたえてはくれない。

　黒いモヤをまとったｎｏｚｏｍｉの左手がムチのようにしなり、Ｚの左腕を取りにいった。霧は彼女の体の輪りん郭かくをぼやかし、指先がどこにあるか悟さとらせない。ミリ単位での精せい緻ちな攻こう防ぼうにおいては極めて有効だ。

　このまま腕を搦からめとってしまえば、「毒どく蛇へび」と形容されるｎｏｚｏｍｉの腕は瞬時に相手の肘ひじ関かん節せつを壊こわすことができる。悪夢の手が伸のびる。




　が、その手が空を切る。




　Ｚがわずかに振ふり返り、肘ひじを支点に背後への裏うら拳けんを繰くり出していた。手の甲こうがｎｏｚｏｍｉの二の腕を捉とらえている。

　バランスを崩くずされ、ｎｏｚｏｍｉがわずかに後ずさった。

　その時。葵がぎゅっ、と拳を握るのを鋭一は見た。葵はこの一度の交こう錯さくで、全すべて理解できたのだろう。

　Ｚがどれだけ恐おそるべき事をしたのか。

　ｎｏｚｏｍｉが背後に現れても、一いつ切さい動きを乱さずに。

　視界の端はしに映った黒い霧の一部だけを頼たよりに相手の攻こう撃げきを読み。

　振り返りながら、襲おそい来る敵の手ではなく、二の腕を狙ねらって撃退する。

　この恐るべき相手の奇き襲しゆうを前に、ひとつも間違えない的確な回答をしたのだ。

　手を伸ばしてきた敵に咄とつ嗟さに反応すれば、手の先を狙ってしまいそうなものだ。だがそうすれば逆に拳を摑つかまれ、手首を破は壊かいされてしまうだろう。ｎｏｚｏｍｉはそのくらいの事は容易たやすく行う。

　Ｚを王者たらしめるものの一つは、間違いなくこの完成された対応力だ。

　その後、二人は幾いく度どとなく交錯した。

　黒い奔ほん流りゆうが尾を引いて迫せまり、そのたびに撃退された。様々な角度、手段で襲いかかるｎｏｚｏｍｉの攻撃を、Ｚは冷静かつ的確に全て捌さばききる。

　変化があったのは六度目の激突だった。

　黒い霧とともにゆらりと消えたｎｏｚｏｍｉは、直後、Ｚの真正面に現れた。意表をついた移動。顔面に殺意の直撃を受け、現実の葵の身体が僅わずかにのけぞる。

　正面からの相手に対応するには正面から戦うしかない。Ｚは直線的な右ストレート。速度、重さ──単純ながら芸術的なまでの正拳だ。合わせるようにｎｏｚｏｍｉが腕を伸ばす。

　両者の腕はすれ違い──ｎｏｚｏｍｉの腕は、Ｚの腕を搦め捕った。

　蛇のように相手の腕に巻き付き、肘を極きめて、折る。それを一瞬のうちに行う。彼女の必殺の動き。Ｚの腕がメキリと嫌いやな音を立てる、と同時。

　男の膝ひざが突つき上げられ、己おのれの腕もろともｎｏｚｏｍｉの腕を叩たたき砕くだいた。

「…………ッ!!」

　ｎｏｚｏｍｉが目を血走らせ、歯を食いしばる。

　圧倒的に安定した受けを見せるかと思えば、容よう赦しやなく自分の腕を犠ぎ牲せいにする。尋常ならざる判断力。その間も一いつ貫かんして、Ｚの眼めは遠くを見るような冷たさを保っている。

「──鋭一」

　頰ほおに汗を一筋流しつつ、葵が口を開いた。

「この人は……〝裏〟の人……？」

　僅かに、唇くちびるが震ふるえている。

「もしかして、人を、殺したことがある……？」

　よほど、何か感じるところがあったのかもしれない。

　鋭一は苦み走った笑えみを浮かべ、答えた。

「いや、流石さすがにそれは無いだろうけど……この人は。ただ単にそのくらい、強いんだ」

　互たがいに腕を一本失い、しかし崩れたのはｎｏｚｏｍｉの方だけだった。ここで優勢に立ったＺは蹴り技わざ中心の打撃戦にシフトし、そのままＫＯ勝ちする。

　桁けた外はずれの技術、反射神経、そして精神力。果たしてどうすれば、この男を崩せるのか？　答えの遠い疑問に思えた。

　再生を終え、鋭一は「ふう」と一つ深い息を吐はいた。この試合は凄いが、それだけに一度見るだけでも疲つかれる。試合をＶＲ体験した葵などは、さらに疲ひ労ろうしたのではないだろうか？

　そう思い鋭一は横を見る。葵は、まだゴーグルを外していなかった。

「鋭一」

「どした？」

「もう一回、いい」

「えっ」

　流石に驚おどろいた。葵だって観戦中は、汗すら流していただろうに。

「今の、また見たい」

「……わかった」

　葵は一度腰こしを浮かし、ソファに座りなおした。背筋をぴんと伸ばして視界に集中する。

　そうだった。葵は元々、とてつもなく根が素す直なおで真ま面じ目めな性格なのだ。

　目の前にハードルを置かれれば、愚ぐ直ちよくに向き合って越こえようとする。

　親に課題を出され、ひとつひとつ技を身に着ける。一色葵はそういう人生を送ってきた。

　結局葵は都合五回、この動画をループした。

「どうかな。何か……摑めたか？」

　鋭一は葵に尋たずねてみる。葵は目を閉じ、じっと何かを考えた後……顔を上げた。

「わたしが、どのくらい疾はやくならなきゃいけないのかは……なんとなく、わかった」

「よし。今はそれで、十分さ。後は……特訓するだけだからな！」

「うん」

　鋭一は自らもゴーグルを取った。これからはＡランクを見み据すえた、より厳しい練習が必要になるだろう。葵も真しん剣けんな表情で首を縦に振る。

　二人は決意とともにプラネットにログインした。

　そしてそこで……いきなり、ちょっとした予想外に出くわした。




　　　　　　　＊＊＊




　プラネットの広場ロビーには、いつも実にさまざまな覚醒者アウエイクがたむろしている。

　Ａ１がサドンデスの試合後にそうしていたように、戦せん闘とう後の振り返りをする者。

　アバターのカードやスキルの構成について議論を戦わせる者。

　動画を視し聴ちようし、その感想を話し合う者。

　もちろん、複数人で集まってただ雑談に花を咲さかせている者もいる。

　百もも道ちのような配信主が生放送を行っている事も多く、その場合は周囲に人だかりができていたりもする。

　そして今日も、ひとつの人だかりが賑にぎわいを見せていた。

　その中心にいるのは──

「みんな────っ!!　今日は来てくれて、ありがと────!!」

「「「ウオオオオオオオオオオオオオオ!!」」」

「アカリぃ、みんなに会えて、ホンットにハートがドキドキしてるの！」

「「「ウオオオオオオオオオオオオオオ!!」」」

　フリフリのミニスカート衣い装しように身を包んだ女の子アバターが、マイクを持って手を振っている。ツインテールにまとめた栗くり色いろの髪かみがなびき、彼女がウインクするたびに目から星が飛んでいた。

　彼女は両手を握にぎって顎あごの下に添そえ、もじもじしてみせる。その声は若くキラキラした響ひびきを持ちながら、語ご尾びの吐と息いきだけはどこか妖よう艶えんだ。

「みんなのカオ見てるだけで、もうたまらないわ！　ねえ……みんな」

「「「ゴクリ……」」」

「どこ、折られたい……？」

「「「ウオオオオーーーーーーッ!!」」」

「ひ、肘を！」

「私は膝を！」

「足首を！　で、できればアキレス腱けんも」

「もぉ、みんな大だい胆たんなんだから♥　でも、オススメは……」

「「「ゴクリ……」」」

「フ・ル・コー・ス♥」

「「「ウオオオオオオオオオオオオオオ!!」」」

「それじゃあ一曲聴いてって！　『虹にじ色いろSub-Mission』!!」





『虹色Sub-Mission』

　♪放課後　高鳴るムネ　おさえて

　♪キミのもとへ　近づくの

　♪チャイムが鳴ったら　READY FIGHTの合図

　♪驚くキミの　手を取るの

　♪どうしてもキミに触ふれたくて

　♪だから全身で味わうの　それがあたしの二番目の使命サブ・ミツシヨン

　♪腕かな？　脚あしかな？

　♪肩かたかな？　首かな？

　♪キミも全身で味わって　どこがお好みかな

　♪血の赤？　青ざめ？　もしかして真っ白？

　♪ぜんぶ味わってフルコース　終わったキミは何色かな

　♪ごちそうさま★

　♪それで一番の使命は何かって？

　♪言わせないでよ　伝えるのキミに

　♪「ダイスキ」

　♪もう聞こえないかな






「「「ウオオオオオオオオオオオオオオ!!」」」

「アンコール！」「アンコール！」「アンコール！」

　熱ねつ狂きようする聴ちよう衆しゆうに対し、女の子は投げキッスを左右へ飛ばした。

　彼女のアバター名は「ＡＫＡＲＩ」。

　このプラネット内で歌って踊おどる……見た目通りの、アイドルである。

　プラネットにおけるコミュニケーション手段は、ほとんどが音声だ。ＶＲゴーグルに標準装備されたマイクが肉声を拾うため、文字通りアバター同士が「会話」できる。

　では、音声を発することのできるアバターが、その場で歌ったら？

　それはもう、立派な路上ライブだ。

　プラネットのこの性質を利用すれば、仮想空間でアイドルとして活動することすら可能なのだ。アバターの見た目を自由にカスタムできるので、衣装や髪形も自由自在だ。

　格闘ゲームとしての本質からは完全に逸いつ脱だつしているが、そのあたりの懐ふところの深さもプラネットならではと言えるだろう。

　このように、「歌ってみた」「踊ってみた」動画を公開するノリで活動する覚醒者アウエイクも、最近は珍めずらしくなくなってきた。

　その中でも、現在特に注目を集めているのが、このＡＫＡＲＩ。歌、パフォーマンス、さらにはバトルの強さにも定評がある。ライブを行えば、必ず人だかりができるほどだ。




「うおお……そうか、今日はライブの日だったか……」

　そして──そんな彼女のライブを、離はなれた位置から見る影かげが二つ。

「久々に見たけど、やっぱ凄すごいなあ……」

　Ａ１は遠目にライブを眺ながめながらこぼした。

　もちろんこういう状じよう況きように慣れていないだろうアオイは、口を半開きにしてなかば呆ぼう然ぜんとその様子を見ている。

「……鋭一」

　ＡＫＡＲＩの歌が終わったあたりで、アオイはＡ１のバトルスーツの裾すそを摑つかんだ。

　そして遠くを見たまま、呟つぶやくように質問する。

「鋭一は、ああいうのが好き？」

「へっ？」

　意外な質問に、思わず間ま抜ぬけな声が漏もれた。葵からそんな事を聞かれるとは、流石に想定していなかった。

　Ａ１にとってプラネットは戦う場所だったので、ＡＫＡＲＩに対して好き嫌きらいを考えた事はなかった。可愛かわいい格好をした女の子というもの自体は好ましいが……それを「好きだ」と正直に、まして自分の彼女に答えるのはもちろん恥はずかしい。

　だからＡ１はほとんど反射的に、

「いや、そんな事はない……かな」

　と答えていた。

　その返答に対し、アオイはＡ１の服の裾から手を離し、少し俯うつむくように頭を下げる。この反応は鋭一にも見覚えがあった。寂さびしい時や、悲しい時などにする動きだ。

「…………むー」

「どうした？」

「鋭一とは趣しゆ味みがあわない」

　彼女はファンに手を振ふるＡＫＡＲＩから目をそらさずに言った。

「わたしは、かわいいと思う」

　マジか、と鋭一は思った。だがそういえば、葵のアバターは腕うでや脚もむき出しで、胸むな元もとも露ろ出しゆつしている。実はああいうものに対する憧あこがれもあるのかもしれない。

「もっと近くで見たい」

「えっ。そ、そんなにも？」

　アオイはスタスタと、ＡＫＡＲＩのほうへ歩き出した。

　こうなるとＡ１は黙だまって追うことしかできない。




「さー、今日はどうしよっかな？　二曲目？　それとも対戦……イッちゃう？」

「「「オオオオーーッ」」」

　歓かん声せいを上げる人だかりの最さい後こう尾びに、アオイはたどり着いた。

　見様見まねで、おそるおそる拳こぶしを上げてみる。声は出さない。叫さけぶ、という行動が彼女の中にないのだ。

　しかし観衆たちの中には背の高いアバターも多く、隙すき間まを探してもアイドルの姿はよく見えない。アオイはひょこひょこと背せ伸のびして、なんとか見える場所を探した。

　が、そんな事をしていれば目立つものである。

　人ひと混ごみの後方をうろうろしているアオイを最初に見つけたのは、他ほかならぬＡＫＡＲＩであった。

「あれ？　そこ、女の子のファンかな？　ゴメンみんな通してあげてー？　アカリはねぇ、みんなに楽しんでほしいの。歌も、技わざも──」

　そこで周囲のファンも、猫ねこ耳みみをつけた少女アバターの存在に気が付いた。彼らは熱狂する時はするが、マナーは守る。ましてアイドル本人に言われたとなれば。

　だからアオイはこれで何の障害もなく、ＡＫＡＲＩを見に行ける……はずだった。

「あれっ……この見た目」

「もしかして……『ゴースト・キャット』!?」

　そのアオイ本人が有名人でさえなければ。

　ゴースト・キャットといえばここ最近では最もホットな覚醒者アウエイクである。タッグバトルで百道に止とどめを刺さした活かつ躍やくは記き憶おくに新しい。幻まぼろしと言われた「一いち撃げき必殺」を実現したという噂うわさもある。思わぬ人物の登場に周囲は大いにざわついた。

「ほ、本物？　触さわれる？」「一戦いいですか？」「やめとけバカ！　もしかして、アカリちゃんと戦いに……？」「それはちょっと見たいぞ」

　こうなると面おも白しろくないのはＡＫＡＲＩである。彼女のライブは完全に中断させられていた。アオイに目を留めたのを彼女は後こう悔かいした。

　何より……思い出した。ゴースト・キャットといえば、「あの時」タッグバトルをしていた少女ではないか。ということは。彼女と組んでいたのは──！

「……葵!?　何してんだ？」

　ちょうどそこに追いつくように、少年アバターが現れた。白を基調とし、全身にベルトをあしらったバトルスーツ。周囲のざわつきが大きくなる。彼もまた有名人だ。

　ＡＫＡＲＩは思わず声を出した。

「え……ウソ。あれ、もしかして……？」

　サドンデス・ルールの王者、Ａ１。

　公言こそしていないものの、ＡＫＡＲＩがひそかに尊敬していた覚醒者アウエイク。

「わたし、なにもしてない」「そうなの？　周りが勝手に騒さわいでんのか」

　Ａ１はＡＫＡＲＩの視線に気づかず、猫耳少女と会話している。それがなんとなく、ＡＫＡＲＩの対たい抗こう心に火をつけた。

「──ちょっと」

　マイクを手に、ＡＫＡＲＩは喋しやべりだした。あたりが静まり返る。

「私のライブの途と中ちゆうなんですけど！　何騒いでんの？　ツチノコでも出た？　いないでしょゲームん中なんだから。いやツチノコいたってダメですけどね！　ライブ中ですからね！」

　ＡＫＡＲＩは大おお股また開きで片足を前に出しながら演説した。ミニスカートの中がきわどい。彼女にはすぐに我を忘れて素すを出すクセがあった。理想のアイドルになるためには、いつか直さないとなあ……と、本人は思っている。

「ちゃんと私に注目しなさいよ！　それがファンってもんでしょーよ！　わざわざ来たアンタもアンタよ！　何オバケキャットって！」

「オバケじゃなくて、ゴーストだよー」

　観客の一人から、フォローが入る。

「うるさいわね知ってるわよ！　で、何しにきたの？　営業妨ぼう害がい!?」

　ＡＫＡＲＩは勢いよく、アオイを指さした。

　アオイはというと、大きく首を傾かたむけている。困っているようだった。

　見たかったライブが、なぜか中断されているからだ。

「わたしは……見にきた」

　アオイは素直に、ＡＫＡＲＩにまっすぐ視線を送る。

「かわいいから」

「えっ」

　ＡＫＡＲＩが大げさにたじろいだ。

「なッ。だ……ダマされないわよそんなんで！　そうやってＡ１さんも……じゃない。ええい、もう戦って決着つけ──」

　褒ほめられて浮うかれるのを必死にゴマかしながら、彼女は今一度、アオイに指を突つきつけようとした。

　が、それは止められた。

「はいはいストップストップ」

　手を叩たたきながらＡＫＡＲＩの横から現れたのは、長身の男のアバターだった。

　ストライプ模様のスーツに、縁ふちの太いメガネ。手足の長い彼によく似合っているビジネスマン・スタイル。格闘者の集つどいである覚醒者アウエイクたちの中において、彼の姿は異常なまでに清潔感があり都会的だ。




　──アバター名「ゴールドラッシュ」。

　プレイヤーランキング７位。もちろんランクは、Ａ。




　思わぬ大物の登場に、さらに周囲はざわついた。

「何よＰ。アンタまでケチつける気？」

「大会が始まるまで、勝手に戦うなと言ったはずでしょう。あと、僕は単なるスポンサーだ。プロデューサーじゃない」

「だいたい何で戦っちゃダメなのよ。私が負けるとでも思ってるの？」

「可能性がゼロじゃない。まして、そこのお嬢じようさんはデタラメに強いとかいう噂もある。万が一でも、いま君に負けられると赤字なんでね」

　ゴールドラッシュは、界かい隈わいにたまに存在する「スポンサー兼けんプレイヤー」、その頂点とも言える人物だ。彼は自分で戦っても７位に君臨するほどの覚醒者アウエイクだが、さらに有力な選手に出資し、囲い込む事もする。ＡＫＡＲＩもその一人だ。

　一方、アオイはもう九十度に近いくらいの角度で首を傾けていた。目の前の二人は何やら言い争っているようだ。そのせいか、結局ちっともライブが始まらない。

　一方で、Ａ１は露ろ骨こつに顔をしかめた。ゴールドラッシュは、かつて彼にデュエルの「壁かべ」を思い知らせた張本人でもある。

　とにかく、どうにもその場はまとまりそうになかった。ライブは終しゆう了りようだろうか。周囲に集つどっていた群衆も解散しかけた、その時。

　さらなる登場人物がその場に現れた。

「はいはいストップストップ」

　わざとらしくゴールドラッシュを真ま似ねて手を叩きながら歩いてきたのは、豪ごう奢しやなドレスに身を包んだ、金きん髪ぱつのお姫ひめ様。

「……社長」

　Ａ１が反応した。そう、彼女は彼にとっての社長。アバター名「プリンセス」……最も上がみ珠たま姫きその人だ。

「……姫ちゃんじゃん」

　続いて反応したのは、ゴールドラッシュだった。

「何だよ、来るなら言ってくれればいいのに！　いや、今からでも。これでようやく提てい携けいの話ができる。とりあえずログアウトしてどっかの喫きつ茶さ店てんでも」

「うるせー、誰だれが姫ちゃんだクソメガネ」

　フレンドリーに話しかけた青年実業家に、「プリンセス」はこともあろうに中指を立てて返事した。モストカンパニーを経営し、プラネットを地じ盤ばんに事業を展開する彼女にとって、目の前のクソメガネは商売敵がたきと言っていい存在だ。

「まあ、話はだいたい聞かせてもらったわ。『大会』ね。それなら──」

　しかしプリンセスはすぐに社長の顔になり、何やらゴールドラッシュと会話を始めた。話が上位者のほうに移ってしまったため、結局ＡＫＡＲＩたちは放置されてしまったのであった。

　その隙すきをついて、ＡＫＡＲＩはＡ１たちのほうへ近づく。彼女としてはどうしても会話しておきたい相手がそこにいた。少女の瞳ひとみが抑おさえきれず輝かがやいていることに、サドンデス王者は気づいていない。

「──ねえ。あなた、もしかしてＡ１……さん？」

「そ、そうですけど」

「ほ、本物……ですか？」

「え？　ほ、ホンモノですが」

　まさか自分がアイドルから話しかけられるとは思わず、驚おどろきつつＡ１は返事した。しかしＡＫＡＲＩのリアクションはそれ以上だ。彼女はＡ１に実体があるか確かめるかのように肩かたを撫なで……いけないいけない、と慌あわてて手を離はなす。

　Ａ１は知る由よしもない。目の前のアイドルが、自分から強く影えい響きようを受けていたなどとは。

　ＡＫＡＲＩは身をかがめ、上うわ目め遣づかいにＡ１を見ながら一歩、二歩と近づく。ついつい、あざとい仕草をとってしまうのはアイドルとしての職業病か、はたまた別の感情ゆえか？

　少女は抑えた声で、Ａ１に聞いてみる。ここしばらくずっと……気になっていたことを。

「その子……タッグ組んでた子ですよね？　ど、どういう関係なの？」

「えっ」

　Ａ１はますますたじろいだ。公衆の面前で聞かれるのは、そういえば初めてだった。だがアオイを前に、ウソをつくわけにもいかない。下手なことを言えば、自分に目め潰つぶしが飛んでくるかもしれないのだ。Ａ１はぼそぼそと答えた。ありのままの、事実を。

「その……いわゆる『彼女』です、けど」

「は……はァ!?」

　すると、今度はＡＫＡＲＩがたじろぐ番だった。まさか、と思った。確かにあの生配信でも、試合後にＡ１は抱だき着かれていた。だが……あのストイックで知られるＡ１に、彼女、だなんて。
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　ＡＫＡＲＩは思わず首を動かし、アオイに視線を向けた。

（ま、マジで『彼女』？　あのＡ１さんの？　し、信じられない……）

　殺気すらこもっているのではという視線。それをゴースト・キャットは……後頭部で、敏びん感かんに感じ取った。

　アオイの頭部の猫耳が、ピンと立って反応した。顔を上げ、くるりと振ふり返る。ＡＫＡＲＩと目が合う。「暗殺者」の目が、アイドルを捉とらえる。

「……っ!?　何、この子……？　や、やるなら相手になるわよ」

　つい好戦的に返すＡＫＡＲＩ。そこへアオイはスッ、と一歩近づく。足音もなく移動するその姿からは、彼女が尋じん常じような存在でないことがすぐに伝わった。

　二人の少女の間に緊きん迫ぱくした空気がみなぎる。Ａ１は何か言おうとしたが、思わず口をつぐんだ。アオイの動きには、何か目的や……意思のようなものが感じられた。

　ざわ、とＡＫＡＲＩの肌はだが震ふるえる。この黒猫は、何をしに近づく？　Ａ１に触ふれたのを見られたか？　彼女として、嫉しつ妬と……十分ありうる。

　アオイはさらに一歩前へ。いよいよ距きよ離りが近い。ＡＫＡＲＩが身構える。そして黒猫の少女は、その小さな唇くちびるを動かし……伝えた。ここへ近づいた、彼女の目的を。




「サインを、ください」




「えっ」

　それが、アオイの望みだった。さっきＡＫＡＲＩを見た、最初からの。

　ＡＫＡＲＩは数秒ほども返事するのを忘れた。完全な不意打ちだった。

　それから、ハッと我に返る。言われた言葉を確かく認にんする。そして考える。

　アイドルが、サインをください、と言われたらどうするか？

　断る選せん択たく肢しが、ないではないか！

「わ、私の可愛かわいさがわかるなんて……な、なかなか話のわかるコじゃない！」

　結局、態度を一変しＡＫＡＲＩはペンを取り出した。

　これはアバターに持たせることのできる、特とく殊しゆアイテムのようなものである。空中に筆を走らせると、虹にじ色いろの筆ひつ跡せきが世界に一つのサインデータとして保存され、アオイにプレゼントされた。

「それは取っておきなさい。でも……いつか、決着はつけさせてもらうからね！」

　サインをもらってほくほくしているアオイに背を向け、ＡＫＡＲＩは一方的に、どこか締しまらない宣戦を告げることしかできなかった。




　　　　　　　＊＊＊




　──その、晩。

　ログアウトした天あま野のアカリは、またしてもベッドで悶もだえていた。

「な……なんでケンカとか売っちゃってんの、私……？」

　うつぶせの状態で頭をかきむしる。綺き麗れいな栗くり色いろの髪かみがほどける。

「あっちの子とばっか喋しやべってないで、Ａ１さんと話すことだってできたじゃん……！」

　寝ね返がえりを打つ。右。

「そ、そしたら、もしかして、仲良くだって──」

　左。

「あっ、ち、違ちがう。あくまで参考にするためだから。もっと強くなって、理想のアイドルに近づくための──」

　ぼふん！　と両足をベッドに叩きつける。言い訳を口にしてみても、彼の顔が頭から離れない。そういえば肩にも触れてしまっていた。この手で、この右手で──

　自らの手を眺ながめる。ＶＲの中の出来事といえど、その感かん触しよくは確かに残っていた。
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　天あま野のアカリは他人に憧あこがれない。

　彼女が憧れるのは──『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』ＡＫＡＲＩに対してだけだ。

『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』というのは、彼女が「完成した理想の自分」に対して自らつけた称しよう号ごうである。これを名乗れる存在になるのが、アカリの目標だ。

　全身が輝かんばかりの眩まばゆいルックス。一挙手一投足が愛あい嬌きように溢あふれ、彼女が手を振ったり、ウインクしたり、投げキッスするたびに周囲の人々は魅み了りようされ、癒いやされ、元気になる。

　彼女は歌もダンスも、アクションさえもこなす。ルックスやキャラクターで愛されるだけでなく、クオリティでも見る者を唸うならせる存在だ。

　キャラクターが愛されるからこそクオリティを見てもらえ、クオリティで魅せるからこそキャラクターが愛される。

　美と質を両輪として君臨する存在。

　……と。単にアイドルとして天下を取るならば、ここまででも十分すぎるところだろう。だが、アカリとしては『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』にもう一つ、求めたいものがあった。




　それは、強さ。




　最高に可愛くてカッコいい女の子に、強くあってほしい。何も不思議な願望ではない。これまでも数々のフィクションで描えがかれてきたヒロイン像だ。

　守られているだけではカッコがつかない。自らの力で、立ちはだかる者を打ち伏ふせる。その時、少女は「絶対的存在」に辿たどり着く。

　まさに理想。

　この完璧な偶像アイドルこそが、アカリの目指すべきものであり、そのビジョンは明確に見えている。だから、彼女が他のものに憧れる必要はない。

　憧れは、人を自らの上に置く行こう為いだ。そんな事をしていては、アカリは「絶対的存在」に辿り着けない。どれほど素す晴ばらしい存在が目の前に出てきたとしても、一番上はＡＫＡＲＩだ。

　だから、彼女も認める、学ぶべき他人が現れた場合は……あくまで「尊敬」することになる。「尊敬」ならいい。「憧れ」はダメだ。

　例えばあの「Ａ１」のような、見えないところで努力を重ねて成長し続ける存在は尊敬に値あたいする。ああいうふうに自分も、理想に近づいていきたいのだ。

　最も綺麗で、歌もダンスも上う手まいアイドルになら、現実でもなれる可能性はある。

　だが可愛くてカッコよく、かつ「最強」というのは現実の肉体では厳しいものがある。そのくらいは夢見がちなアカリにも分かる。




　だが、ＶＲでなら、なれる！




　最高で最強の美少女。そんな規格外の存在も、ここでは許される。

　すべてを備えた『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』が、手の届くところにいるかもしれない。しかも、ただ彼女を「見る」のではない。「なれる」かもしれない。

　だからアカリは、最強を目指すのだ。




　　　　　　　＊＊＊




「ゴールドラッシュ杯はい・チャレンジトーナメント？」

「そう。二人とも、出てもらうからね」

　ある日の放課後、教室にて。

　鋭えい一いちと葵あおいは珠たま姫きに呼び出され、ひとつの机を囲む形で座らされていた。

「大会……ってこと？」

「たいかい？」

　鋭一は半分くらい分かったというふうに、葵はまったく分からないというように揃そろって首をかしげた。

「おいおい似てきたかい？　お二人さん。もちろんスポンサーのあたしが言うからには、拒きよ否ひ権はありませーん」

「いや、拒否しようってんじゃないけどさ。ちょっと早くない……？　けっこう、レベル高い大会だよな？」

「基本的にこーゆーのは、早けりゃ早いほどいいモンよ？　参加枠わくに二人をネジこんできたあたしに感謝してほしいな～」

　女子高生社長は顎あごに人差し指を当て、煽せん情じよう的に脚あしを組み替かえた。

　──チャレンジトーナメント。

　プラネット公式による大会ではないが、きちんと運営の認可を受けたイベントである。

　あくまで主しゆ催さい者しやはプレイヤーの一人である「ゴールドラッシュ」だが、勝者には正規のランキングポイントが与あたえられ、上位入賞すれば公式の開催する全国大会に招待されることもある。有望な選手を発はつ掘くつするのも、大会の目的の一つだ。

　その全国大会で勝てばＡランクへの挑ちよう戦せん権けんも得られるため、地道にネット対戦に潜もぐるのと比べれば、頂点への最短距離といえるだろう。勝てればの話だが……。

「もちろん、あたしだって勝算なく参加させようってワケじゃないわよ？　百もも道ちに通用した二人なら、まあ大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「あれはタッグだったから、ってのもあるんだけどなあ……。確かあの大会、Ｂランク限定だよな？　しかも、Ｂで上のほうの連中も来る」

「何よ、自信ないの？」

「確実に勝てるか、って言われるとなあ……」

「鋭ちゃーん。また前の勝算病かい？　いや、いいんだけどね慎しん重ちようなのは。でも、せっかく着実に実力がついてるのに、自分で認めないってのはどうなのかな？」

　珠姫は腕うで組ぐみし、目力のある瞳ひとみで鋭一を見た。

「同レベルの地力があったとしたら、自信もってる側が強い。これは間違いないわ。そのほうが動きに迷いがなくて、速いからね。あたしはキミを信じるから、キミも自分を信じなさい。いいかな？　平ひら田たプロ」

「お……おう」

　珠姫の強ごう引いんな肯こう定ていに押されるように、鋭一は首を縦に振ふった。褒ほめてその気にさせる。まったく見事な手しゆ腕わんである。

「それに……鋭ちゃんか葵ちゃん、どっちか優勝させてみせるってクソメガネに言っちゃったし」

「……うおォい!?」

　どうやら自分の都合もあった。鋭一たちがＡＫＡＲＩと話している裏で、彼らの参戦をめぐる駆かけ引きがあったようだ。

「簡単には参加させられないっつーからさー、大おお見み得え切っちゃったのよねー。まあ、幸い二人とも名前は売れてきたし？　大会の盛り上がりにも一役買えるってことで、納なつ得とくしてもらったけど」

「あ、相変わらずやり手だなあ……」

「というワケで頼たのむわね？　二人とも。鋭ちゃんもさあ、いつかはあのメガネと再戦……したいでしょ？」

「それは……その通りだな。まあ、参加するからには、やってやるさ」

　もちろん、鋭一は忘れてはいない。かつて戦った相手、ゴールドラッシュ。あの時は二撃目を当てることができなかった。だが、今なら。ひそかに拳こぶしを握にぎる。やる気は十分だ。

「葵ちゃんも、やる気出してね～？　全国大会って、今年は沖おき縄なわらしいよ？　行ってみたくない？」

「……沖縄？」

　それまで話について行けず、黙だまって聞いていた葵が顔を上げた。その地名は彼女にとっても、なかなか魅み力りよく的な響ひびきがあった。

「そう。旅行だよ、旅行！」

「鋭一と、お泊とまり……できる？」

「……わお。たまに大だい胆たんだよね葵ちゃん。もちろん二人とも勝ち上がれば、行けるかもね？」

　きらきらと目を輝かがやかせる葵に、珠姫はウインクした。

「……がんばる」

「オッケー。その意気よ」

　鋭一はその様子を横で見て笑った。この間言っていた「お泊り」はけっこう、本気だったのか。これまであまり人と関かかわってこなかった葵には、いっそう魅力的に映るのかもしれない。

　自分のため、さらに葵のため。勝つ理由はできた。

「よっし。じゃあ今日からまた……特訓、始めないとな」

「うん！」

　意い気き揚よう々ようと頷うなずく葵の頭に、鋭一は手を置いた。




　　　　　　　＊＊＊




「なるほど……じゃあ今使えるのは、『一おもて』と『正とどめ』ってわけか」

「そう」

　ぴょん、ぴょんと準備運動がわりに跳とびながら、アオイがＡ１に返事する。

　プラネットの練習ステージで二人は向かい合っていた。

　Ａ１が口にしたのは、アオイの使う暗殺拳けんの技わざの名だ。

　一いつ色しき家に伝わる暗殺拳、墨ぼく式しき。聞いたところ、その核かくとなる奥おう義ぎには『一おもて』『卜うら』『川ながれ』『口かこい』『正とどめ』の五種類があるようだ。

　その中でもアオイが現在使えるのは、殺気ゼロの「幽ゆう霊れい」状態から突とつ然ぜんに突とつ撃げきし、目め潰つぶしによって「真正面からの奇き襲しゆう」を行う『一おもて』。

　そして首を中心にあらゆる急所を同時に徹てつ底てい破は壊かいすることで、相手を確実に死に至らしめる必殺奥義『正とどめ』だ。

「こないだのアレは？　うまく使えたら超ちよう強力だと思うんだけど……」

「……『色しるし』のこと？」

「そうそう、それそれ」

　さらに加えて、先日のタッグバトルで彼女は第六の技を見せた。『色しるし』という。強きよう烈れつな殺気をぶつけて動きを止める、食くらった相手からすれば信じられないような技だ。百道を破る決め手にもなった。

「あれは……むずかしい、と思う」

「そうなの？」

「息を吐はくのに、四秒。吸うのに、四秒。八秒ないと……わたしは、準備できない」

「そうか。あの時は俺が足止めしたしなあ。確かにタイマンで八秒待ってくれる相手はいないわ。その間にラッシュ食らって終しゆう了りようだもんな」

「うん……」

「葵、めちゃくちゃ強いから、もう大体極きわめてるのかと思ってたよ」

「ぜんぜん。たとえば『川ながれ』とか──まだ、練習中」

「へえ。どういう技なんだ？」

「えっと」

　アオイは奥義を見せようと構えた。いつもの両手を下げた姿勢だが、一つ……両足が爪つま先さき立だちになっている点が異なる。

　そしてそこからアオイは──




　キュッ




　と、何の予備動作もなくゼロ秒で、短く真横へ跳んだ。

「──おお！」

　思わずＡ１は声をあげる。あまりに素す早ばやく、全く隙すきのない移動だ。スピード自体は『一おもて』よりも速いだろう。

　攻こう撃げきにも緊きん急きゆう回かい避ひにも使える、非常に便利な技に思えた……のだが。

「あっ」

　という声を漏もらし、アオイは着地に失敗した。転んで肩かたから落ちている。

　なるほど、未完成な奥義なのだ。

「ほんとは……前後左右、どっちにも跳べる。連続でも」

「なるほど、着地に苦労してるわけか」

「お父さんはできたのに……」

　アオイは立ち上がった。その声にはどことなく不服そうなニュアンスが含ふくまれている。

「うーん、例えばさあ」

　Ａ１は思いつき、アオイに提案してみる。一度ピクリと動きを止めた後で姿を消し、すぐにアオイの至近距きよ離りへ瞬しゆん間かん移動してみせる。

「俺みたいに〈ショートワープ〉使うんじゃ、ダメなの？」

「……ううん。それ、一回とまる。『川ながれ』なら、すぐ動ける」

　〈ショートワープ〉は強力なスキルだが、発動前に一瞬の硬こう直ちよくが発生する。彼女はそこに抵てい抗こうがあるようだった。

「そうかあ。葵もスキルが使えたらもっと強くなると思ったんだけどなあ……」

「むー。できるように、ならないかなあ」

　彼女はもう一度、今度は斜ななめ後ろへ跳んでみた。やはり着地できずに転がる。その後も様々な方向へ、試ためしては失敗する。

　珍めずらしくムキになっているようだった。やはり墨ぼく式しきの技には、彼女なりのこだわりがあるのだろう。そういえば苗みよう字じで呼ばれたくないというのも、そのあたりの理由だった気がする。

（──そうか）

　そこで、鋭一は閃ひらめいた。

（葵は、そのままスキルを使うより墨ぼく式しきを使えるようになったほうが強い。それなら……）

　葵のスタイルを変えるためにスキルを使うのではなく。葵のスタイルを……「墨ぼく式しき」を完成させるために、スキルで補助する事はできないだろうか？

　以前、葵にスキルを教えようとした時は、彼女が上う手まく使えずに失敗した。だが、葵の本来の戦い方を崩くずさない使い方ならば。

　例えば、着地の問題を解決するためのスキルならすぐに一つ、思いつく。

「葵──」

　鋭一はスキルを提案するべく呼びかけた。が、それはすぐ中断された。

　ＶＲの中ではなく現実の身体の、肩に暖かいものがぶつかる感覚があった。

　この感かん触しよくには覚えがある。そして嫌いやな予感がする。




　──ガシャン。




　次の瞬間、鋭一の耳に入ってきたのはやはり、硬こう質しつな破は砕さい音だった。

「……しまった。またか……」

　鋭一はＶＲゴーグルを外し、額に手を当てた。視界には見慣れたレンタルＶＲルームの景色が広がる。ただし、個室のドアが消えていた。

　ゲームに熱中するあまり現実の体までも動かした葵が、体当たりしてドアを突つき破ったのだ。

　部屋の外の観戦スペースからは、「うわっ、ゴースト・キャット!?」「おお、またか。今日も元気いいねえ」などという声が聞こえてくる。

　実は葵は、もうすでに数回こんな事態をやらかしている。店ではすっかりおなじみになってしまっているようだ。店長のカオリまで「もう、ドアつけない方がいいのかしらね」と言う始末である。動じている客も、もはやいないだろう──

　……と、思ったのだが。

「──うえェ!?」

　素すっ頓とん狂きようなリアクションがひとつ聞こえてきた。甲かん高だかい、少女のような声だった。

「あー、やっぱり初見の人には刺し激げきが強いよなあ……」

　鋭一は部屋の外を覗のぞいてみた。申し訳ないことに、尻しりもちをついている人ひと影かげが一つ見える。帽ぼう子しにマスク、眼鏡と、まるで変装でもしているかのような出いで立ちだ。

「な……何よ、今の……」

　人影が声を漏らす。帽子から伸のびている髪かみも長い。やはり女の子だ。

「すみません。だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「あ、いや、このくらいなら……」

　鋭一は人影に近づき、助け起こそうと手を伸ばした。相手の女の子は差し出された手を摑つかんで起き上がりつつ、鋭一の顔を確かく認にんする。

　その瞬間。彼女は固まった。

　眼鏡がズレ、床ゆかに落ちる。裸ら眼がんを見せた少女はこちらを見て、何かに気づいたようにはっとした。

「──えっ。あなた、もしかしてＡ１……さん？」

「そ、そうですけど」

「ほ、本物……ですか？」

「え？　ほ、ホンモノですが」

　少女は大げさに驚おどろき、一歩よろめいて思わず鋭一の腕うでを摑んで踏ふみとどまる。が、その瞬間に何かを意識したように慌あわててその手を離はなした。

　唐とう突とつに名前を呼ばれてうろたえつつ、鋭一は、このやりとりに既き視し感かんを感じていた。割と最近のことだったような……？

　だが周囲は、ゆっくりと思い出す時間など与あたえてはくれない。

「あら？　あらあら？　鋭一くん。これは別の女が訪ねてきたというやつかしら？　一いつ般ぱん的にいうところの修しゆ羅ら場ばというやつなのでは？」

　受付にいたカオリが心から楽しそうにこちらを見る。ロビーにいた人々の目も集まってくる。鋭一は慌てた。めちゃくちゃに慌てた。

「いやいやいやノット修羅場ですよ!?　あの、キミもう大丈夫だよね？　それじゃ……」

　鋭一は逃にげるように、元いた個室に戻もどろうとした。だが、少女はそんな鋭一を……サドンデス王者「Ａ１」を、逃がしはしなかった。

「あっ！　ちょ、ちょっと待ちなさいよ!?」

　彼女もまた駆かけ出して鋭一を追い、周囲をさらにニヤつかせた。




　　　　　　　＊＊＊




「え、ええと……生身では初めまして。天野アカリです」

　マスクと帽子も取り、アイドルの素顔をあらわにしたアカリは一応の挨あい拶さつをした。

　意志の強い大きな瞳ひとみに、綺き麗れいな栗くり色いろのツインテール。紛まぎれもない美少女だ。

「Ａ１……平田鋭一です。な、何でこんなとこに……？」

「そりゃ、Ａ１さ……じゃない。アンタらがいるって噂うわさを聞いたからよ！」

　が、丁てい寧ねいだったのは最初だけ。彼女は語気を強めてすぐにプイと横を向いた。

「そ……そういえば百道も来たことあるとか聞いたな……。噂になってるのかあ」

　アカリは鋭一たちのいる５号室に勝手に上がり込んできていた。断る隙も与えてはもらえなかった。なかなか強ごう引いんな子である。

「アンタらも大会、出るんでしょ？　こっそり偵てい察さつのつもりだったけど、こうなったら堂々と見学させてもらうわ」

「ほ、ホントに堂々としてやがる……。まあいいか、葵もきっと喜ぶし」

「──へ？」

　喜ばれる、などという可能性は微み塵じんも考えていなかったのだろう。アカリは不意を突かれたような声を出した。

　だが鋭一の予想は、当たっていたのである。壊こわれたドアの外から、カチャカチャとせわしない音がする。

　アカリは廊ろう下かを覗く。そこにいたのは──三人分のドリンクをのせたトレイを頭の上にのせ、くるくると回転する一色葵の姿だった！

「う……うえェエ!?」

　狼ろう狽ばいするアカリ。無理もない！　葵はそのまま頭を突き上げてトレイをふわりと浮うかせ、サマーソルトのように身体を縦に一回転させると、滞たい空くうしていたトレイを両手でキャッチした。ドリンクは無事！

「……おまたせ、しました」

　そして部屋にたどり着くと同時に一言つけ加えた。

「ほら、喜んでる」

　その様子を指して、鋭一はこともなげに言った。アカリはドン引きした。

「な、なにこの子……？」

「え、な、なんだろう……」

　説明しようとして、鋭一は言葉を詰つまらせた。暗殺拳けんの継けい承しよう者、なんて簡単に言えるものではない。

「まあ、超ちよう強い女子高生、かな……？」

「へ……へえ」

　アカリは眉まゆをひそめ、生返事を返した。そこへ、ドリンクを置いた葵がトコトコと近づいてくる。彼女はどことなく、そわそわしているようだった。

「あかりちゃん……ですよ、ね」

　葵はごそごそと制服のスカートのポケットをあさり、何かを取り出した。それは彼女なりのお近づきのしるし。好物でもある、煎せん餅べいだった。今日はカレー味。

「あの、えっと……葵、です」

　そしてもじもじと、アカリに煎餅を手て渡わたした。その様子は、先日サインをねだってきた猫ねこ耳みみの少女と重なった。

「よろしく、です」

　葵はぺこりと頭を下げた。アカリはなんとか平静を保とうとした。が……このアイドルの心中は、穏おだやかではなかった。

（ホ……ホントになんなの、この子……!?）

（か…………）

（可愛かわいいじゃん！！！）

　涼すずしげで整った、美しい顔立ち。幼さの残る表情。小こ柄がらで細い身体をそわそわと揺ゆらし、落ち着きがないところもまた愛らしい。

「ああ、こちらこそ、よろしくね……？」

　返事しつつ、思わず目の前の頭を撫なでそうになったのをアカリは耐たえた。この可愛さに屈くつ服ぷくしてなるものか！

　アカリからすれば、可愛い女の子というのは皆みなライバルである。アイドル「ＡＫＡＲＩ」は世界一可愛くあるべきであり、そのための自分磨みがきを怠おこたったことはない。

「ふ……ふうーん。なるほど。可愛らしい『彼女』さんですね？」

　アカリは鋭一のほうに向きなおった。プラネットでＡ１が言っていた「彼女」というのは本当のようだ。

「え!?　ああ、うん」

　人前で彼女を可愛いと言い切るのも恥はずかしく、鋭一は口ごもる。

「サドンデス王者……アナタのことは、その、認めてたのに。今や女の子にかまけてるなんて……大丈夫なのかしらね？」

　なぜだかやたらと気が立って、アカリは挑ちよう発はつ的な物言いをした。だが鋭一の返答は、少し予想外なものだった。

「いや……それはどうかな」
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「は？」

「マジで凄すごいんだよ、葵は。一いつ緒しよにいたほうが、きっと俺は強くなる」

「なっ……。ず、随ずい分ぶん堂々とノロケるのね、まったく！」

　やはり以前のＡ１とは、違ちがう。その違い和わ感かんはアカリの胸の内をチクリと刺さした。

　アカリは無意識に拳こぶしを強く握にぎり、葵に視線を移す。葵は鋭一の隣となりで控ひかえめにちょこんと座っており、先ほどドアから吹ふっ飛とんできたのと同一人物にはとても見えない。

「なら、その凄さ……見せてもらおうじゃん」

　アカリは目つきを鋭するどくし、部屋にあったゴーグルを摑んだ。

「葵ちゃん、だっけ。一戦どう？　私が軽く、遊んであげるわ」

「──！　あかりちゃん、遊んでくれるの？」

「ぐッ」

　すると葵は、無む邪じや気きに喜んで自分もゴーグルを手に取った。そのリアクションが可愛くて、アカリはうろたえる。いやいや。負けてなるものか。

「そう……遊びましょ。アンタだけじゃない。私だって……『超強い女子高生』よ！」




　──そして闘とう技ぎ場に、二人の戦士が降り立った。




　黒のコスチュームを身にまとった黒くろ猫ねこのアバター、アオイ。

　白のステージ衣い装しようを身にまとったアイドル、ＡＫＡＲＩ。

（彼女だか何だか知らないけどね……私だってずっと、Ａ１さんを見てきたんだから）

　赤茶けたプラネットの大地に、両者は向かい合う。

（今度は私が、見せる番。そう。Ａ１さんには……こっちを見てもらう！）

　［ＳＵＤＤＥＮ ＤＥＡＴＨ １ｏｎ１］

　［ＲＥＡＤＹ］

　鋭一の提案で、対決ルールはサドンデスにすることになった。

　大会を控えているというのに、あまり葵の手の内を見せるのも良くない。先にどちらかが一いち撃げきを当てたら終しゆう了りよう。これは、あくまで簡単な手合わせだ。

　システムからの合図に、二人は構えを取った。アオイは両手を下げて脱だつ力りよく。ＡＫＡＲＩは片手を腰こしに当て、もう片方の手は前に。親指と中指を合わせて静止した。

　そして──

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　試合、開始──と、同時！

　ＡＫＡＲＩが、前に出していたほうの手をスナップし、小気味良い音を鳴らした。

「いくよ。ミュージック……スタート！」

　彼女の声に合わせ、大音量の「虹にじ色いろSub-Misson」が戦場に鳴り始める。

　これは、スキル〈サウンド〉。ＢＧＭを変えるだけという、無意味スキルとも言われるものの一種であるが、これがアイドル・ＡＫＡＲＩの戦法の核かくとなる。

「う、歌……？」

　初めて出会うスキルにアオイがわずかに動どう揺ようする。その隙すきをＡＫＡＲＩは逃のがさない。

「いち、にー……さんッ」

　この曲は、ＡＫＡＲＩがいつも歌い踊おどっている曲だ。

　この曲のことなら誰だれより知っている。

　人が動くとき、そこには必ずリズムが存在する。ＡＫＡＲＩはこのリズムでなら常に最適に動くことができる。では、慣れないリズムを押し付けられた相手は？　当然、動きづらいはずだ。

（やっぱり。この子……どう見てもゲーム慣れしてない）

　隙を見せたアオイを見て、ＡＫＡＲＩは即そく座ざに分ぶん析せきする。

（百道に勝った試合だって、Ａ１さんのアシストがあったからよ。本人がそんなに強いわけない！）

　リズムに合わせ、ＡＫＡＲＩは突とつ撃げきした。左右に体を振ふって、フェイントを交えたタックル。腕うででも、脚あしでもいい。捕つかまえれば彼女の勝ちだ。ＡＫＡＲＩはアオイの右方向から手を伸のばそうとし──

　目の前に迫せまった、二本の指に貫つらぬかれた。

「…………えッ!?」

　ゾクリ、と背筋を悪お寒かんが走る。目の前の黒猫から、突然に殺気が膨ふくれ上がる。それとほとんど同時にアオイは目め潰つぶしを繰くり出していた。

　──墨ぼく式しき『一おもて』。真正面からの瞬しゆん速そく奇き襲しゆう！

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　そして、この試合はサドンデス・ルールだ。戦いはここまでである。

　なす術すべなく爆ばく発はつした自分のアバターを確かく認にんし、天野アカリはゴーグルをはずした。

「は……はは……」

　強い。

　一色葵は可愛くて、しかも強い!!

　まるで……まるで、自分の目指す『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』のように。

「どうだ？　ヤバイだろ、葵」

「い……いやいや。今のはちょっと手加減しただけだし？」

　同情するように苦笑いする鋭一から、アカリは目をそらした。

　多少ナメていたのは間違いないが……なるほど「ゴースト・キャット」。本物だ。

　アカリは認識を改めるとともに、対たい抗こう心がメラメラと湧わき上がるのを感じた。元来アカリは闘とう争そう心の強い性格である。

　勝った葵は、どうだろうか？　たいしたことない相手だと思われただろうか？　悔くやしさとともに、ゴーグルを脱ぬいでいる葵のほうを見る。

　葵は放心するように、思わず空中に呟つぶやいていた。

「あかりちゃん……つよい……！」

「へ？」

　意外なリアクションに、アカリは間ま抜ぬけな声を漏もらした。

「おお、強かったか？」

「うん。わたし、完全に……崩くずされてた。『一おもて』が当たらなかったら、あぶなかった」

　鋭一が聞いてみると、葵は素す直なおな感想を言った。

「あと……」

「あと？」

「やっぱり、かわいい……！」

　葵は目を輝かがやかせて、追加でそう言った。

「かわいくても、目は潰つぶすんだな……」

　鋭一は複雑な表情で目を伏ふせた。戦いに関しては容よう赦しやなし。流石さすがは葵、それでこそ葵だ。

　しかしその目を潰された、当人は。

「そ、そんなにかわいい……かな？」

「うん、かわいい」

　先ほどまでの闘志はどこへやら、だらしない笑えみを浮うかべて頰ほおを搔かいていた。

　アカリは確かに闘争心、対抗心の強い性格ではある。しかし、それはそれとして、人から褒ほめられれば嬉うれしい。「褒め」というのは、それほどまでに極ごく悪あくな力を持っているのである。まして、葵にあの顔で言われてしまっては。

　が……！　アカリはパチンと両頰を叩たたいて表情を締しめなおした。このような感情に流されては、『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』にはなれない。

「……っと！　私がカワイイなんて、とっくに知ってるわよ！　そんな手で私を油断させられると思わないことね！」

「むー。ほんとうなのに……」

　アカリはため息をひとつつき、葵のほうを睨にらみつつ立ち上がった。

「今日は帰るわ。アンタの技わざは、もうわかった。次に会う時は、かわいいなんて言う余よ裕ゆう、与あたえてあげないからね」

　ビシリと葵に指を突つきつけると、ドアを開けてアカリは帰っていった。

　が、当の葵は、

「次に……会う……。また、きてくれるかな？」

　あくまでどこか嬉しそうに、見送るのだった。




　　　　　　　＊＊＊




　──しかして、その翌日。

　葵の期待は、早くも実現することとなった。

「出たなゴースト・キャット！　また会ったわね」

「出たのはそっちだろ……」

　当たり前のように現れた天野アカリに、鋭一は力なくツッコんだ。

「次に会う時は……とか言ってなかったっけ？」

「つ、次が今日じゃ問題ある!?　噓うそついてないもん私！」

「やった、ほんとに来てくれた」

　ツッコむ鋭一、反論するアカリ、ただ喜ぶ葵。

　アカリは今日も、ＶＲ個室に入ろうとする二人に強ごう引いんについてきたのだった。




　──いつもの「プラネット」の練習ステージにて。

　Ａ１とアオイは組み手の特訓を開始する。ＡＫＡＲＩは距きよ離りを置いて見守る形だ。

「……あっ、今の。鋭一、いいと思う」

「マジか!?」

　アオイのコメントに、Ａ１はガッツポーズした。

「うん。五十点くらい」

「……思ったより厳しい！　でも、そうか。できてたんだな？」

「実戦で使わないと、わからないけど……今のなら大だい丈じよう夫ぶ」

「よっしゃ。これさえ身に付けば、デュエルでも大分戦いやすくなるだろ。ちょっと休きゆう憩けいしたら、ランキング戦で試ためすかな！」

　鋭一は心地よい疲つかれとともにゴーグルを脱いだ。視界がリアルの、個室の風景に切り替かわる。すると、壁かべにもたれるように立って見ていたアカリが口を開いた。

「へえ。Ａ１……さん。今はそうやって……二人で、レベル上げするのね」

「ん？　ああ。葵と特訓するのは、実際ためになるよ」

　鋭一が笑いかけると、彼女はムッとしたように頰を膨ふくらませる。

「そう。……なら、私も混ぜてもらっていい？　ねえ、葵ちゃん。昨日のリベンジ、させなさいよ！」

　好機を得たり、とばかりにアカリは葵に人差し指を突きつけた。

　すると葵は何を勘かん違ちがいしたのか、ピースサインを前に倒たおしてアカリに向ける。

　向かい合う一本指と、二本指。そして葵は顔をほころばせた。

「うん。あかりちゃんも、遊ぼ」

「チッ。余裕見せちゃって。今日は本気だからね！」

　そして意い気き揚よう々ようと彼女らはＶＲ空間に潜もぐり──

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］

「っあ────！　何でよ!?」

「やった」

　アカリは地じ団だん駄だを踏ふんで悔しがり、葵は嬉しそうにぴょんと跳はねた。

　レギュレーションは、今日もサドンデスだった。一発勝負のサドンデスだと奇襲技を持つ葵が有利とはいえ、連敗はアカリとしてもショックなようだ。

「覚えてなさいよ……！」

「む、むう」

　ゲームに負ければ悔しい。とても悔しい。アカリはギロリと葵を睨み、葵は珍めずらしく押されて一歩後退していた。




　──そのまた。翌日。




　Ａ１とアオイの特訓は続いている。

　掌しよう底ていを構えたＡ１が近づく。至近距離に迫ったか、というところで……

　キュッ

　アオイが突とつ如じよ、真横に跳とんだ。墨ぼく式しき『川ながれ』か──？

「しまっ……！」

　突然視界の外に逃にげたアオイを、Ａ１は見失う。

　だがアオイは、やはり着地が不完全だった。移動後の足どりがよろける。その隙すきにＡ１はアオイの姿を発見し、素早く掌底を決めた。

「……っ、くう」

　攻こう撃げきを受けたアオイが珍しく唸うなる。その様子を離はなれた距離で見ていたＡＫＡＲＩは、なぜか自じ慢まんげに、ふふんと鼻を鳴らした。

「まったく。Ａ１さんの攻撃をマトモにかわそうなんて、甘いのよ」

「むー。どうすればいいんだろう……」

　考え込むように猫ねこ耳みみを寝ねかせるアオイ。彼女は少しそうした後、ぴょこ、と耳を持ち上げた。耳の先が、ＡＫＡＲＩのほうを向いている。

「むー……むう」

　アオイはＡＫＡＲＩに一歩踏み出しかけ、しかし足を戻もどした。

　その様子に、Ａ１は苦く笑しようし、息をひとつついた。アオイはきっと……ＡＫＡＲＩともっと話したいのだ。ならば、ここは自分の出番だろう。

「なあ」

「え、私？」

「うん。葵の動き、どう思う？　直接相手してた俺より、外から見てた方が気づくこともあるんじゃないかと思って」

「はぁ？　し……仕方ないわね。今回だけよ」

　ＡＫＡＲＩは少々あからさまに不満そうに……しかし、Ａ１には素直に従う形で口を開いた。

「そりゃー、さっきの動きは良かったわよ。でも着地のタイミング、まだ自分で分かってないんじゃない？　『レベル上げ』が足りないのよ『レベル上げ』が」

「！　……ふんふん」

「ほう、流石」

　アオイはその言葉にぴん、と耳を立てる。Ａ１も彼女の言葉に同意した。

「私が見る限り、ちょっとスキル使うのが早いわね。つまり……」

　Ａ１に褒められて調子を良くしたのか、彼女はそのまま語り続けそうになった、のだが。

「……じゃないわ！　何で私、散々負けた敵に、こんな親切にアドバイスしてんの!?　こっから先は自分で考えなさい！」

　ＡＫＡＲＩはここでハッと我に返り、頭をかきむしる。自慢の滑なめらかな髪かみが乱れた。

　Ａ１は「あちゃー」とため息をつく。アオイからすればショックだろうか？

　しかし急に攻撃的になったＡＫＡＲＩにもアオイは、

「うん……あかりちゃん、ありがとう」

　そう言って、行ぎよう儀ぎよくぺこりとお辞じ儀ぎした。どこまでも純じゆん粋すいで、素直。その無む垢くなリアクションに対し、ＡＫＡＲＩは、どこかむず痒がゆそうに頰を搔くしかなかった。




　　　　　　　＊＊＊




　──さらに、そのまた翌日。この日は土曜日で学校はない。

　いつもより早めに集まり、今日も特訓だ。

「はい、Ａ１さんはコーラ。葵ちゃんは、お煎せん餅べいには緑茶でいいのよね？」

「あ、うん。なんか悪いな……わざわざ」

「ふん。私の女子力ナメないでよね？」

　ツインテールの少女は、ドリンクバーから運んできたグラスを他の二人に平然と配る。

「……ふう。なかなか数日で劇的に上達はしないモンだなあ」

「うん……でもわたしは、鋭一と毎日遊べるから、楽しい」

「ホント、息を吐はくようにノロケられるのね、アンタら……」

　午前中の特訓を終え休憩する二人に、ため息とともにコメントする声。

「い、いや別に俺はそんなつもりは」

「むー？　鋭一、楽しくない？　わたしは楽しいよ。本当だよ」

「こ、こいつら……。ますます、大会で負けたくなくなってきたわ」

　三人はいいかげん慣れてきた様子で言葉を交かわす。

「──ていうか」

　そこで鋭一が、口を挟はさむ。すっかり馴な染じんでしまっていたが。そういえば──




「何かわかんないけど毎日いるよね!?」




　盛せい大だいなツッコミが、ＶＲ個室にこだました。

　そうなのだ。アカリは結局初めてここを訪おとずれてから、毎日欠かさずやってきている。

「え、今さら気づいたの？　Ａ１さん、記き憶おく力大だい丈じよう夫ぶ……？」

「鋭一は、記憶力が心配だから……」

　アカリは葵の真ま似ねをするように、首を傾かたむけた。

「なんかいつも意味深な感じで去ってくから、次は大会で会うのかなって毎回思ってたんだけど。もしかして、ヒマなの……？」

「失礼ね、ヒマなわけないでしょ!?　まったく……アイドル何だと思ってんの」

　アカリは人差し指を立ててチッチッと振ふると、当たり前のように鋭一の隣となりに腰こしを下ろした。

「なら何で毎日わざわざ……？」

「えッ!?　何でって、それは……その」

　アカリは急に戸惑うように慌て、目線を横に向けた。彼女の真横には鋭一。その奥には、葵がいる。アカリは一瞬葵に目を向けた後、目の前の鋭一に視線を戻す。

　そして何か思うところがあるように、しばらくじっと、鋭一を見た。

「な……何だよ」

「私が、ここに来てるのは──」

　アカリは声のトーンを落とし、鋭一だけに聞こえるように話そうとした。こっそり、顔を近づける。距離が近い。吐息の温度を感じ、鋭一が身をこわばらせる。

　しかし。

「んー。…………やっぱ、ナイショ」

　アイドルは立てた人差し指を口元に当て「秘密」のポーズをとった。……妙みように、色っぽい。思わずドキッとしかけていた鋭一は首を振った。何しろ目の前に彼女がいるのだ。

　気を取り直して鋭一は口を開いた。

「ま、まあとにかく飯にしよう！　何か買いにでも……」

　鋭一は部屋から出ようとソファを立つ。しかしその服の袖そでを、葵が摑つかんだ。

「鋭一、まって」

「ん？　どした？」

「これ」

　見ると、葵は何やら大事そうに、包みを小こ脇わきに抱かかえていた。

「今日は……おべんとう」

「おお!?　つ……作ってくれたの？」

　初めてのことだった。鋭一が聞き返すと、葵は恥はずかしげに、こくりと頷うなずいた。

「うん。がんばった」

「へ……へえ」

　鋭一は思わず頰ほおが緩ゆるむ。なんというか、とてもカップルっぽいと思う。葵は目の前で、いそいそと弁当の包みをほどいている。

「なっ……くそ、トボけた子だと思ってたけど、意外にポイント稼かせいでくるわね」

　何やら悪態をつくアカリを横目に、鋭一はわくわくして、葵が弁当箱のフタを取るのを見守った。

　フタの下に現れたのは……




　──白い。




「「……ん？」」

　鋭一は目をこらした。アカリも顔を近づけてのぞき込む。なぜかわからないが、弁当箱の中が全面的に白かった。

　最初は米か？　と思ったが、どうやらそうではない。おかずの一つ一つが、白いのだ。もはやちょっとした雪景色だった。気になった鋭一は聞いてみた。

「これは？」「ささみ」

「これは？」「さかな」

「これは？」「たまごやき！」

　葵は得意げに答えた。なんと、卵焼きまで白かった。

「き……黄身はないの？」

「白身のほうが強くなるって、お父さんが言ってた」

「そ……そっか」

　確かにどれも、筋肉とかには良さそうな気がした。なんというか、流石さすがは一色家だ。

「じゃ、じゃあありがたく。いただきます」

「いただきます」

　さっそく、鋭一は真っ白な卵焼きを口に運んでみる。味まで真っ白なんじゃないか……という懸け念ねんもあったが、味はちゃんとついていた。

「……おお。おいしい」

「！　よかった」

　ぱあ、と葵の顔が明るくなる。

「ほ、ホントにぃ……？　気になるな。私も一個、いい？」

「うん」

　半信半疑といった様子でアカリもひとつ食べてみる。確かに味は悪くない。

「むむ。意外とおいし……い、いや！　でも、まだまだ、努力が足りてないわ。私だったらもっと上う手まく作るわね！」

　思わず褒ほめかけたアカリだが、すぐさま挑ちよう発はつする。キッと葵のほうを睨にらんでみせると、葵はその瞳ひとみから殺気を……出すことはなく、きらきらとした純真な目で見返した。

「あかりちゃんの料理？　食べてみたい……！　ねえ、こ、今度……」

「は、はあ？　何で私が……」

　調子を狂くるわされるアカリ。どうにもツンツン気味な彼女に、鋭一はため息をひとつ。

「何だよ、そんな言い方しなくてもなあ。実際、おいしいのに」

「ほめられた。嬉うれしい……じゃあ、こっちも」

　喜んだ葵は続けて、今度は水すい筒とうのほうに手を伸のばした。飲み物まで用意してくれたのか。

　お茶か何かかな？　と鋭一が見ていると……傾けた水筒からは、固体と液体の中間のような中身がでろり、と注がれた。

「……え？」

　何、今の粘ねん液えき？　……と鋭一は聞けなかった。液体の色は、びっくりするくらい緑色だった。せめてここも白かったらよかったのに！

「はい。鋭一」

　葵からコップがわりの水筒のフタを手て渡わたされ、鋭一はごくりと唾つばを吞のんだ。流石のアカリも今は黙だまっている。下手に挑発すれば、自分に回ってくるかもしれないのだ。

「こ……これも、お父さんが……？」

「うん。『ひでん』だって。飲むと、強くなる。鋭一も……強くなる？」

「秘伝……！　よ、よし」

　鋭一は覚かく悟ごを決めた。案外不ま味ずくない可能性もある。

　何にせよ、ここで葵を前にして、拒きよ否ひする選せん択たくはない！

　鋭一は思い切って緑色の粘液を口に流し込んだ。

「…………～～～!!」

　直後、硬こう直ちよく！

　──正直に言えば、不味い。何かの草の味が猛もう烈れつに舌と喉のどを攻こう撃げきしてくる。もう体が飲み込むことを拒否するレベルだ。

　だが。それをリアクションに出してはいけないのだ！　目の前では葵が心配そうにこちらをのぞき込んでいる。不味いなどと言えるわけがない。彼氏として、プロゲーマーとして。根こん性じようの見せどころだ。何としても……飲み込んでみせる。

　三、二、一……今！

「──っ、ぶはァ！」

　やった。やってみせた。鋭一は今、試練を乗り越こえたのだ。あとは笑え顔がおを崩くずさず……

「は、はは。美お味いしい……よ」

　言ってやった。葵は喜んでくれるだろうか？

　鋭一の言葉を聞いた葵は……しかし。こてんと、首を横に倒たおした。

「鋭一……変わってる」

「……へ？」

　葵はちびりと、自分用の液体を口にした。そして目をぎゅっとして、耐たえる表情になる。

「うう。……やっぱり、おいしくない」

　それでも頑がん張ばって、彼女はちびちびと飲んでいた。

「そ……そういうパターンか～～～！」

　鋭一はドッと疲つかれを感じ、床ゆかに倒れた。後で聞いたところによると、墨ぼく式しきの継けい承しよう者たちも、代々死ぬほど我が慢まんして飲んでいたそうである。伝統とはまったく恐おそろしいものなのであった。

「ちょ……ちょっとＡ１さん!?」

　さっきまで反発的していたアカリもつい鋭一の介かい抱ほうに回り、この日の特訓はここまでになったのだった。




　──そうして、彼らの日々は続いていった。

　いつのまにやら一週間以上が過ぎていた。




　毎日の特訓は、徐じよ々じよに実を結び始めていた。

　キュキュッ

　アオイの連続移動が決まる。視界を揺ゆさぶられ、対戦相手はついてこれない。

　まだまだ不安定ではある。だが、以前よりは幾いく分ぶんマシな動きだ。そしてこの相手には、それで十分だった。

　敵の死角から、黒くろ猫ねこは頭部を狙ねらったハイキックを繰くり出だす。完かん璧ぺきな狙いで爪つま先さきが側頭部に命中し、相手側のＨＰはゼロになった。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］

　［ＣＯＮＧＲＡＴＵＬＡＴＩＯＮＳ！　ＮＥＸＴ　ＲＡＮＫ‐Ｂ］

「やったあ」

「ま、当然だけどな」

　勝利のメッセージが出ると同時に、葵はゴーグルをはずして鋭一に飛びついた。連戦連勝でＢランクに到とう達たつした葵は、これで大会の参加資格を満たしたことになる。

「鋭一。ほめて」

「え？　……ああ。こんな短期間で良くやったよ、マジで」

　鋭一が頭を撫なでてやると、葵は気持ちよさそうに目を細めた。

「あかりちゃんも、ありがと」

「か、感謝とかしてんじゃないわよ！　敵！　敵だからね!?」

　そういうアカリの顔も微び妙みように得意げではあるのだが、鋭一はそこには触ふれないでおくことにした。

「実際に当たったら、覚悟しなさいよ。容よう赦しやなく叩たたき潰つぶしてやるんだから」

「──ああ。俺たちだって、負けないさ」

　アカリが息巻く。鋭一が拳こぶしを握にぎる。葵はぴょん、と楽しげに小さく飛び跳はねた。

（……ふん。Ｂランクになれたくらいで喜ぶようなオメデタイ子に、負けてられるかっつーの。楽しそうでいいわね）

　三人で互たがいに視線を交かわす。アカリは戦意に満ちた目で二人を見る。二人の瞳はどこか輝かがやいて見えた。この日々を楽しんでいる輝きに。

　自分は、どうだろうか。

（まあ、Ａ１さんとも絡からめたし、悪くはなかった……けど）

　彼女自身の瞳にもその輝きが伝でん播ぱしている事に、アカリはまだ気づいてはいなかった。




　──とにかく、彼らの大会に向けた準備は、整ったのだ。
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　大会、当日。

　鋭えい一いちが待ち合わせ場所の駅前にたどり着くと、そこには余りにも可か憐れんな美少女が待っていた。

　水色のワンピースに白のカーディガンという限りなく清せい楚そな服装。斜ななめがけの小さなポシェットもよく似合っている。

　まるでマネキンのように、僅わずかたりとも動かず待っていた黒くろ髪かみの少女……一いつ色しき葵あおいは、鋭一の姿を認めるとピクリと反応し、顔を上げた。

「鋭一」

　表情はいつもの笑顔だが、普ふ段だんと違ちがう服装というだけで妖よう精せいかと見み紛まがう愛らしさだ。

　彼女は人ひと混ごみを縫ぬい、魔ま法ほうのようにするすると接近してきた。なるほど妖精は魔法を使うという。

「……鋭一？」

「あ、ああ。おはよう、葵」

　スカートの裾すそがふわりと揺れるのに目を奪うばわれ、思わず返事が遅おくれた。

　アバターのデザインセンスも良かったが、私服も可愛かわいいものを選んでいるのだろうか？　靴くつも女の子らしいパンプスを履はいているし、正直こういった格好をしてくるとは思っていなかった。

「鋭一。今日は大会だから、たくさん遊べる……？」

「……えっと、そうだな。勝てば勝つほど、たくさん戦える。楽しみか？」

　彼女がいつもと同じ声で喋しやべっているだけでも、何か違うように感じてしまう。

「うん」

　こくりと、葵は頷うなずいた。物もの凄すごい威い力りよくだ。思わずたじろぐ。

　普段通り会話すれば良いだけの筈はずなのに、どうしていいかわからず鋭一は葵から目を逸そらした。すると、

「オイオイ鋭ちゃんよォー、別にオメーのためだけに着き飾かざってるワケじゃねーんだぞ葵ちゃんは」

　色々とぶち壊こわしにしながら、女子高生社長が現れた。

　相変わらず極きよく端たんに短いスカート。今日の服装は胸むな元もともざっくり開いており、ネックレスが見えている。実に彼女らしい格好と言えた。こちらはこちらで目を逸らしたくなる。

「葵ちゃん、おはよ。ちゃんと買った服、全部着てきたね！　かわいいかわいい」

「うん」

　珠たま姫きに頭を撫でられながら、葵はポシェットからいそいそと煎せん餅べいを取り出した。格好は変わっても、持っているものは変わっていない。強しいて言うなら、ポケットに入れている時より包装が綺き麗れいだった。今日は七味のかかっているものだ。

「というわけで、あたし達は昨日、お買い物デートをしていたのだ」

「ああ、それで『一人で練習してろ』って言われたのか……何だよ二人だけで」

「まー、たまには女の子同士でお出かけとかしてみたくてさ」

　珠姫は得意げに胸を反らす。

「今日は、他の覚醒者アウエイクどもの前に顔を晒さらすワケだからね。せっかくこれだけ良い素材を連れてくんだから、話題かっさらわなきゃ勿もつ体たいないってもんよ」

「メディア戦略ってやつか？　まったく周しゆう到とうだな」

　そう。今日の大会は、プラネット全体でもそこそこ珍めずらしい「リアルイベント」だ。つまり、ネットワーク上での開かい催さいではなく、物理的な会場に人を集めて行うという事である。当然、出場する覚醒者アウエイクたちはその素す顔がおを晒す事になる。

　ネット対戦を基本とするプラネットにおいては特とく殊しゆな形式といえるが、例えばバーチャルアイドルのコンサートでも、ホールに人を集める事はある。盛り上がりの面から言っても、リアルで人間を集めて開催する意味はある……というのが主催者であるゴールドラッシュの考えのようだ。派手好きの彼らしくもある。

　一応、試合はネットワーク観戦も可能なようにはなっている。だがやはりこの大会の醍だい醐ご味みは生観戦で、戦っている最中のプレイヤー本人の様子、動きなどを、同じ空気を共有して味わうことだ。

「もちろん、見た目だけ良ければいいってモンでもないけどね。ちゃんと練習してきたかい？　平ひら田たプロ」

「まあ、やれるだけの準備はしてきたよ」

「なら良し。じゃあ、行こうか」

　珠姫は葵の手を引いて歩き出し、葵は鋭一の服の裾を握った。つられて鋭一も歩く。会場となるアリーナは、ここからそれほど遠くない。
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　今回のチャレンジトーナメントは、三日間に分けて行われる。

　まず本日土曜に、開会式と予選会。

　そこで勝ち残った八人が、翌週土曜の本戦に進む。

　その日に残ったベスト４はホテルに泊とまり、日曜に準決勝と決勝が行われる。

　とにかくまずは、今日の予選を残らなければならない。




　鋭一たちが到とう着ちやくすると、既すでに会場は盛り上がりを見せ始めていた。

　プラネットを模して床ゆかに赤茶色の絨じゆう毯たんが敷しかれた観戦スペースでは、出場者名めい簿ぼの載のったパンフレットを持った観客たちが、口々に注目選手の名を挙げて語り合っている。

「オイ今回、けっこう凄すごいな……『山やま本もと道みち則のり』に『ＡＫＡＲＩ』、『ソウジャン』まで出んの……？　あっ、『Ｙａｍａｔｏ』もいるじゃん」

「そうそう、それヤバイよな」

　Ａランク予備軍と言われる今大会の出場者たちは、不動の強きよう者しやであったり成長株であったり、バラエティに富んでいる。安定しているＡランクよりＢランク上位のほうが面おも白しろい、という声もあるほどである。

　アイドル活動を行い、ビジュアル人気も高い新しん鋭えい「ＡＫＡＲＩ」。

　本人がリアルでも格かく闘とう家かである実戦派、優勝候補筆頭と言われる「山本道則」。

　ＶＲ上の格闘流派『如によ意い道どう』の師し範はん代だいにしてナンバー２である「ソウジャン」。

　トーナメントの組み合わせは未発表だが、それを想像するだけでも夢が膨ふくらむ豪ごう華かなメンバーだ。

　しかも「リアルイベント」である今大会では、それに加えて特別なお楽しみがある。有名覚醒者アウエイクの素顔を拝む、またとない機会なのだ。

　語り合う観客たちの一部が、にわかに騒さわぎ出す。

　参加受付に、顔のよく知られた人物が現れたのだ。

　その有名人とは……女子高生社長・最も上がみ珠姫。

「『プリンセス』……！　って事は後ろのはモストの連中か？」

「あっ、男のほうはネットニュースで見た事あるぞ。Ａ１だろ、サドンデス王者……！　出るのか？　最近はデュエルもやってるらしいからな」

　周辺の目が、すぐに彼らに集まった。高校生くらいの、男女三人の集団だ。そう、プリンセスとＡ１、それ以外に……もう一人いる。

「おい、あと一人女の子いるぞ。モスト絡がらみで、っていうと……」

「多分そうだろ、いつもＡ１と一いつ緒しよにいるって噂うわさあるし……」

「え？　マジで？　あの子がそうなの？」

「「「ゴースト・キャット……！」」」

　彼らの目線の先には、水色のワンピースを身につけた黒髪の少女の姿があった。

「あんな大人しそうな子が……」

「いや、でも目のあたりとかそれっぽくない？」

「か、かわいい」

　少女は小こ柄がらかつ物静かで存在感が希き薄はくだが、その表情には確かに噂の「ゴースト・キャット」を思わせる面おも影かげがあった。




「……うわあ、なんか注目されてんなあ」

　多数の視線を向けられ、鋭一は不安になってきた。自分はいい。葵の首がだんだん傾かたむいてきたのだ。

「葵。わかってると思うけど、このへんにいるのは敵じゃなくて観客だからな？　ほら、落ち着いて……」

　慣れない景色に戸と惑まどう葵をリラックスさせようと、鋭一は背後から葵の目を手のひらで覆おおい、目め隠かくししてやった。周りに沢たく山さんの人がいるという事を少しでも忘れさせてやりたいという、親切心だった。

　しかし、それは裏目に出た。

　葵の反応は素早かった。視界が塞ふさがれたのとほぼ同時に体が動いていた。機き敏びんな足捌さばきでくるりと反転、スカートがふわりと舞まう。そのまま瞬しゆん時じに突つき出された二本の指が鋭一の眼球に迫せまる！　それを鋭一は片手でなんとか払はらった。

「うおおお!?　久しぶりに出たな！　俺、何かマズい事した!?」

「……奇き襲しゆうされたかと思った」

「奇襲っていうのは今、俺がされたような事を言うと思うんだが」

　そのやりとりに、周囲はさらにざわついた。生身でこれほどの動きができる少女、それに反応して捌く事ができる少年。どう見てもただ者ではない。

　鋭一はしまったと思った。さらに注目を集めてどうする。これ以上、葵を緊きん張ちようさせるのも良くない……。

　が、直後、状じよう況きようが変わった。

　彼らとはまた別の方向から、大きな歓かん声せいが上がったのだ。

「おい、見ろ！　百もも道ちが出場するらしいぞ!?　あっちに来てるって！」

「えっ？　素顔出してんの？」

　性別不明とすら言われた、謎なぞの配信主が現れた！

　あたりはにわかに騒ぎ出した。人々は指を差し、そちらへ押し寄せた。

　そこで彼らが見たものは。




　キリンのかぶりものを被かぶった、あからさまな不ふ審しん人物だった。




　背は高くも低くもない。服装はパーカーにジーンズ。体つきは華きや奢しやで、男性的でも女性的でもない。首から下だけでは性別も年ねん齢れいも特定不可能だ。

「１００ｃｈヒヤクチヤン．大会スペシャル～～！　……という事でね、今日は大会です！　なんと勝てたら沖おき縄なわだってさ！　１００ｃｈヒヤクチヤン．史上初の水着回なるか!?　やったね！」

　そう言って、キリン人間は動画を自じ撮どりするスマホに向かってピースした。

　もちろん、声はいつもの中性的なものだ。

　結局、何の情報も得られず群衆は憤ふん慨がいした。

「取れよそれ！」「本物の百道なんだろうな!?」「結局何者なんだよ！」

　ブーイングに対し、キリンマンは首をくるくる回転させて抗こう議ぎする。

「何だよもう～。冗じよう談だんの通じない人たちだなァ。わかったよ、取ればいいんでしょ」

　そう言って、百道はあっさりとかぶりものに手をかけた。まさかすんなり取ると思わなかったギャラリーは「えっ……」と静まり返る。

　そしてキリンの下から現れた、百道の素顔とは……

　プロレスラーのようなマスクで顔を隠かくした、銀ぎん髪ぱつの不審者だった！

　何もわからない!!

「こんにちは、謎マンです。今日はヨロシク～～」

「「「なんなんだよ！！！」」」




「さてお二人さん、イチャイチャは終わったかい？　参加登録終わったからそろそろ行くよ？」

「お、おう……」

「うん」

　珠姫が振ふり向き、二人を促うながす。

　百道周辺の騒ぎを横目に、なんとか解放されたモストカンパニーの一行は大会受付を後にしたのだった。
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「選手の皆みなさん、そして観客の皆さん！　よく集まってくれました！」

　広々としたホールの中央に据すえられた壇だん上じようで、スーツの男……金かね谷や健けん吾ご＝ゴールドラッシュが手を広げた。

　スラリとした長身、ストライプ柄がらのスーツにメガネ。見た目はプラネット内のアバターとほとんど変わらない。清潔感あふれる青年実業家はマイク片手に意い気き揚よう々ようと語り、眼鏡を光らせる。無論、彼はプレゼンテーションが大の得意だ。

「パンフはもうご覧になって頂けたでしょうか？　今回は、ヤバい面子メンツを集める事に成功しました……耐たい性せいのない人は、この場の空気を吸うだけで死ぬかもしれない！　そのくらいの濃のう度どです！」

　彼の立つ壇上の目の前には、集められた覚醒者アウエイクたち。山本道則や百道をはじめ、Ｂランクのトップクラスや曲くせ者ものが所ところ狭せましと集つどっている。

　さらにその外周を囲むように観客席。チケットを有料で購こう入にゆうし来場した彼らは、プラネットの、ランキング戦の、あるいは特定の覚醒者アウエイクの……いずれかの熱ねつ狂きよう的なファンだ。彼らは思い思いに歓声をあげ、この開会式の盛り上がりに一役買っていた。

「チャレンジトーナメント……皆さんご存知の通り、これはプラネット運営から認にん可かされた大会です。つまり上位入賞者は全国大会に駒こまを進め……そこで勝てば、Ａランクへの道が開ける！」

　次代のＡランク候補を見み極きわめるこの大会は注目度も高い。だからこそ儲もうかる面もあり、彼のような実業家がこぞって開かい催さいするのであるが。

　金谷はイベントを盛り上げるべく、次の話題を切り出す。

「さらに今回は……なんと。解説に、Ａランクのあの方を呼んでいます！　いいですか、皆さんは本当に運がいい。この覚醒者アウエイクはＡランク、その中でも紛まぎれもなくトップクラスだ！」

「「「オオオオオオオ!!」」」

　客席からひときわ大きな歓声が上がった。プラネットの頂点たるＡランクが、もう一人来る。しかもその中でもトップクラス。という事は……？　期待感が否応なしに高まる。ああ、今日ここに来て良かった！

「さっそく紹しよう介かいしましょう！　本日のゲスト……Ａランク〝１位〟！　『Ｚ』さんです!!」

　高らかに、頂点たる男の名がコールされた。ステージの両りよう端たんからスモークが焚たかれる。そして煙けむりの中から、「最強」が姿を現した。

　会場が静まり返る。

　そのまま２秒、３秒。

　やがて何人かが、声をあげた。




「「ああ…………」」




　白けた声だった。それから会場中にひそひそ声が、さざ波のように広がってゆく。

「なんだ安田か……」「また安田だ」「いつもと同じじゃん」「ついにｎｏｚｏｍｉさん見られるのかと思って期待しちゃったよな……」「あっそれ俺も」「俺もだ」

　潮が引くように盛り下がっていく会場。

　それと同時、周囲の喧けん騒そうの中で、一色葵もまた大いに首を傾けていた。

「鋭一……。あのひとは、一番強い……？　あれ？？」

　目に見えて困こん惑わくしている。無理もない。『Ｚ』は葵に「人を殺したことがある？」とまで言わしめた存在……のはずなのだ。

　なのに、現れたチャンピオンは量りよう販はん店てんのシャツに、ジーンズ。あまりにも、どこにでもいそうな黒くろ髪かみの青年。

　鋭一には、彼女の言わんとするところが手に取るようにわかった。

「だから前にも言っただろ。あの人は、ヒトを殺したりなんてできない。そんで……まあ、ああいう人だよ」

　鋭一はそう答えるしかなかった。初めて「安田君」を見る者は多かれ少なかれ、同じような感想を抱いだくだろう。

　壇上では、見かねて金谷がマイクを取る。

「おいおい皆さま、『最強』がここに居るのにそれは無いんじゃないの？　安田君だってお金払はらって呼んでるんですからね」

「お前まで安田って言うなよ！」

　すっかりスモークの晴れた壇上で、安田……いや「Ｚ」は口を尖とがらせた。

「くそっ、やっぱ俺ってキャラ薄うすいのかな。１位のオーラ？　みたいなの？　無いみたいだし……ｎｏｚｏｍｉさんはいいよな、ファンクラブとかあるんだもんな」

「元気出せよ安田ー」

　客席から野次が飛ぶ。

「うるせーよ！　ホラ今日もこんな扱あつかいだし。お前ら、俺が出てきた時なんつった？　『ああ……』っつったよな。それチャンピオンに対するリアクションじゃなくない？　どうなの？」

「まあまあ。チャンピオンなら堂々としてろよ」

　金谷が肩かたに手を置いてなだめてやる。だがまだ安田は不服そうだ。

「なんか最近さあ、俺が負けそうなほうが試合盛り上がるんだよね……。人気ないのかな」

「そりゃお前が勝ちすぎるからだろう」

「どうせ俺なんて、勝つ事しかできない男さ……」

　安田はため息を吐ついて沈しずみ込んだ。

　このままだと大会が進行しそうにない。金谷はパン、と一度手を打ち、無理やり進める事にした。

「ハイ、じゃあ安田君から、開会の言葉を頂きたいと思います！　みんなも応おう援えんしてあげて!!」

　すると客席から、徐じよ々じよに声が上がってくる。

「頑がん張ばれ安田ー」「なんかいい事言えー」「俺たちがついてるぞー」

　安田は顔を上げた。彼は肩をいからせながら金谷からマイクを奪うばい取り、大きく息を吸い込む。眼めが据わっている。

　そして叫さけんだ。

「うっせ──バ──カ！　大会でも何でもさっさと始めろ！　そんで俺んとこまで来い！　さっさと来い!!　お前ら全員フルボッコにしてやっからな!!」

　それが開会宣言になった。

　選手たちや、観客の中からは「何だと安田ァー」「やってやらあー！」という叫びが上がる。会場は歓かん声せいとも怒ど声せいともつかない様々な声で満たされ、結果的には大いに盛り上がった。

　ランキング１位『Ｚ』──本名、安田晴はる人と。

　彼はどこにでもいる、親しみやすく子供っぽい「ゲーム好きのお兄さん」なのだ。

　葵は首を傾かたむけたまま呆ぼう然ぜんと壇上の安田を見つめ、口も半開きになっている。あの一色葵にここまでのリアクションを取らせる人間は珍めずらしい。

「鋭一、ほんとに、ほんとに強い……？」

「ああ、すっげえ強い」

　ただ、動画で葵が見た実力、それは噓うそではないのだ。鋭一は自信を持って肯こう定ていした。

「……そう」

「いいから、組み合わせ見に行こうぜ」

　葵の背中を押しながら、鋭一は壇上を振り返る。

　未いまだ一部の観客とギャーギャー言い合っている安田。しかしあの男こそが紛れもなく、このゲームの戦いを極めた王者なのだ。

　何人かの視線が、同じように安田を見ている事に鋭一は気が付いた。

　彼の「俺んとこまで来い」という言葉を本気にした者たち。その中には……あの天あま野のアカリの姿もあった。

　鋭一がアカリのほうを向くと、彼女も気づいたようで、ぱちりとウインクで視線を返した。あざとい反応にドキリとするが、彼女の言いたいことは、こうだ。




　──「「頂点に行くのは、自分だ」」




　アカリは鋭一に聞こえないように、小さく呟つぶやいた。

　いや。きっと鋭一も、同じことを考えているだろう。

　二人の思考が重なる中……大会が、始まろうとしていた。
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　チャレンジトーナメント、予選会。

　Ｂランクの中でもゴールドラッシュの目に留まった者しか出場できないこの大会だが、それでも三十名を超こえる参加者がいる。その中で、本戦に残れるのはたった八名だというから狭せまき門である。

　この予選会はランダムでマッチングされた者同士で戦い、二勝すれば本戦勝ち抜ぬけが決定する。

　広大なアリーナの中央に作られたステージには、四つの試合場が上下左右に配置されている。予選はここで、四試合同時進行で行われるのだ。

　その、右下。試合場Ｄにて。葵はおどおどしながらステージに上がり、審しん判ぱんに手て渡わたされたゴーグルを摑つかんで固まっていた。

「わあ……」

　試合場はＶＲ機器の設置されたテーブルを挟はさんで、二人の選手が生身で向かい合う形となっている。葵は言われるがままに定位置に立ち、あたりをきょろきょろと見回した。

「むう。鋭一、どこだろう……？」

　試合場のあるステージは、周囲をぐるりと観客席に囲まれている。四方八方から注目の視線が注がれ、歓声が飛び交かっている。そんな環かん境きように身を置くのは、もちろん初めてだ。

　まして「ゴースト・キャット」アオイは参加者の中でも注目選手の一人だ。自然と観客の目が集まる。鋭一もどこかで見守ってくれていると言っていたが、どこにいるのかさっぱりわからない。

「な、なんだ……？　とんでもねえ新人っていうから警けい戒かいしてたが、完全にビビッてるじゃねえか」

　対戦相手の男は値ね踏ぶみするように葵を見た。

「まあ、だからって手加減してやる気はないけどな。ここはそういう場所だぜ？」

　すると相手の言葉に反応し、葵はくるりと相手のほうに向きなおった。

「！　うん。戦いはちゃんと、できます。大だい丈じよう夫ぶです」

『両者は、ゴーグルを装着してください』

　葵の返事と同時にアナウンスがあり、二人はゴーグルを被かぶった。

　いつもの戦せん闘とうフィールドに、二体のアバターが降り立つ。ここからは、電脳空間でのやりとりだ。

　［ＤＵＥＬ ＲＵＬＥ １ｏｎ１］

　［ＲＥＡＤＹ］

　普ふ段だん通りの、試合開始の合図が表示される。それと同時に。

「──今日も、たのしく遊ぶ」

　相手に死を告げる黒くろ猫ねこのアバター・アオイは、平常心でいつもの構えを取っていた。

「……なっ。これは」

　両手を脱だつ力りよくし、どこまでも静かに相手を見み据すえる。そのただならぬ雰ふん囲い気きに、対戦相手の男も流石さすがに理解したようだ。もはやさっきまでの、ビクビクした葵はここにはいない。

　そして。

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　戦いは、あっという間に決着した。

　まずは様子を見るか……と、じっくり構えたのが相手の不幸だった。次の瞬しゆん間かん、じっくり構えた男の両目には、二本の指が命中していた。

「──ッ！　バカな……!?」

　そして視力を失ってしまえば、もはやゴースト・キャットに対たい抗こうするのは不可能だ。アオイは相手の首を片かた腕うでで抱かかえ込むと、その場で思い切り回転ジャンプ。一いつ切さいの容よう赦しやなく、首の骨を捻ねじり折った。

　着地と同時に、敵アバターが爆ばく発はつ。アオイはスッと立ち上がり、客席のどこかにいるであろう鋭一に向けてピースした。

「「「ワ……ワオオオオオオオ!!」」」

　するとそれは、観客全体へのアピールと解かい釈しやくされ、会場が大いに沸わいた。彼女の大会デビューは、鮮せん烈れつな印象とともに客席に刷り込まれたのであった。




　その後も、予選は滞とどこおりなく進んでいく。

　有力選手たちは順調に勝ち上がっていった。




　──山本の右前に飛び出した相手が、空中で方向転てん換かんして左へ。〈空くう歩ほ〉だ。

　相手は視界の外へ着地した。おそらく屈かがみこんでいる。右へ注意を向けていた、その死角へ潜もぐり込まれた。よく練れている動きだ。

　そこから、渾こん身しんの力を乗せたフックが飛び出した。わかる。十分に強きよう者しやだ。だが。

　山本道則には、全すべて見えている。

「一つ教えておいてやるとな」

　彼は相手のパンチを見切り、その腕を捕つかまえながら言った。

「今くらいの動きができる奴やつは、こっちにもいる。スキルを使わなくてもだ。大おお晦日みそかにテレビでも見てみるといい」

　山本が倒たおれ込みながら、投げを打つ。完かん璧ぺきな投げを。威い力りよく自体は大した事はない。

　何が完璧なのか。投げ終わった時点での、相手との位置関係が完璧なのだ。

　それでこの試合は終わったも同然だった。次の瞬間には、山本はうつ伏ぶせになった相手に覆おおいかぶさるように押さえ込み、さらに後ろ手に肘ひじを極きめていた。

　寝ね技わざはとにかく練習量がモノを言う。そして経験において、「職業・格闘家」である山本道則を超える覚醒者アウエイクはいないだろう。

　その山本に寝技で上を取られて、抜け出せる者がどれほどいるだろうか。

　相手は寝たまま〈空歩〉を発動し、空中を蹴けって逃のがれようとする。だが既すでに全身を山本に捕まえられており、そのくらいでは抜けられない。

　もちろん肘ひじ関かん節せつを壊こわしたからといってその場で勝ちになるわけではない。そこは現実とプラネットの大きな違ちがいだ。

　山本はこの状じよう況きようでも油断なく左腕を余らせており、二度、三度、相手の脇わき腹ばらをパウンドしてＨＰを削けずる。

　相手はついに苦し紛まぎれに、両足同時に〈空歩〉。流石の山本も体勢が崩くずれる。が、それも予期していたのだろう。彼はあえて肘を解放し、今度は両腕を使ってきっちりとチョークスリーパーを極めた。

　プラネットにおける絞しめ技わざは、ＨＰが徐々に減っていくという形を取る。

　ほどなくして、既に残り少なかった相手ＨＰはゼロとなった。アバターが爆発。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＹＡＭＡＭＯＴＯ］

　爆風を至近から全身に受け、それでも顔色を変えずに山本は立ち上がった。

「ギブアップしなかったのは評価してやってもいい。怪け我がしたところで、選手生命が絶たれるワケじゃないんだからな」




　──「如意道」師し範はん代だい、ソウジャンは片腕を前に構え、ニヒヒと笑った。

　師範代というものの、貫かん禄ろくがあるわけではない。チャイナドレスに身を包み、髪かみはお団子にまとめてある若い女性である。

　だがその実力は本物。何しろ彼女はＡランク８位、「如意道」の総そう帥すいである覚醒者アウエイク、長ちよう柳りゆう斎さいの一番弟で子しなのだ。

「師し匠しようの言葉を引用するね。『戦いにおいて最も重要なものは何か？』」

　相手は動かない。この少女のプレッシャーを前に、軽々しく動くことができない。

「『力、技……否いな。それは間合いである』」

　一定の距きよ離りを保ったまま、向かい合った二者はじりじりと間合いを計る。

「……わかったかナ？」

　まだ十分に距離があるように見える。が……しかし。少女がそう告げた時には既に、相手は胸むな倉ぐらを摑まれていた！

「な……んだと!?」

　彼ひ我がの距離は変わっていない。なのに、服を摑まれた。なぜか？

　答えは簡単、見るからに明らか。ソウジャンの右腕が、長く伸のびていたのだ。

　これこそが〈伸しん縮しゆく腕〉。全スキル中で最も長いリーチを誇ほこるスキル。

　その伸縮速度は決して速くなく、それゆえに欠点が目立つとも言われるスキルだ。だが長柳斎はその欠点を補い、長所であるリーチを活いかす技を弟子に教え込んでいる。

「な…………!!　クソッ」

　対戦相手は己おのれの胸倉を摑む長い腕にチョップを加えようとした。

　が、うまくいかない。ソウジャンは腕に力を入れて押し込み、相手のバランスを崩す。

「……まだだ！」

　再度、相手のチョップ。これも空を切る。押したかと思えば、今度は引く。まるで手た綱づなを握にぎられているかのごとく、彼の身体からだはソウジャンに操あやつられている。

「『汝なんじが我に触ふれるのは許されない。我からのみ、汝に触れる』──カッコいいでしょ？　師匠のパクリだけどね」

　まるで、魔ま法ほう。

　一切の抵てい抗こうが許されないまま対戦相手は宙を舞まった。ソウジャンが胸倉を摑んだまま腕を振ふり回したのだ。腕が長いがゆえに強大な遠心力がかかり、もがく事もできない。そして脳天から、地面に叩たたき落とす。

　一度叩きつけてから持ち上げ、再度落とす。それで相手のアバターは爆発した。

「ま、如意道はいつでも門下生募ぼ集しゆう中ちゆうなんで。興味あったらヨロシクってことで♪」

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＳＯＵＪＡＮ］




「みんな────っ！　今日もアカリのライブ、楽しんでいってね☆」

　ＡＫＡＲＩはダンスのステップを踏ふむように、軽快なフットワークで右へ、左へ。ＢＧＭには、彼女の持ち歌が流れている。お馴な染じみのスキル〈サウンド〉でリズムを取る。

「いっくよー！　いち！　にー！」

　指を立て、敵に見えるようにあからさまにカウントしてみせる。そして──

「さん」

　言い終わらないうちにＡＫＡＲＩは動いた。意表を突つくタイミングで、小刻みに身体を左右に振ってからのタックル。

　しかし相手もＢランク。素人しろうとではない。リズムに翻ほん弄ろうされるどころか、読み取って利用するくらいの実力はある。

　タイミングを合わせ、下半身に迫せまるタックルを膝ひざで迎げい撃げきしようと──

「──てん、ご！」

　が、そこまでがＡＫＡＲＩの読み通り。

　膝が当たる前に彼女は急停止した。そのまま相手の膝を抱え上げる。

　続けてＡＫＡＲＩは、相手の足首を固めて倒れ込みながら体重をかけた。関節に重大なダメージを与あたえる。

　これで、この足は使いものにならないだろう。もはや立つ事もできまい。

　さらに彼女は念入りに、相手の膝ひざ関かん節せつを抱だきしめるように取りつき、思い切り伸ばしてやる。流れるような連続技。止とどめとばかりに立ち上がって顔面を踏みつけてやると、ついに相手は爆発した。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＫＡＲＩ］

「対戦ありがとう。愛してる☆」

　相手を踏みつける動きからステップを繫つなげ、軽くダンス。ＡＫＡＲＩは最後に決めポーズを取った。

「──もう聞こえないかな？」

　持ち歌の最後のセリフを呟つぶやきながら投げキッス。観客席が沸いた。




　そして……Ａ１もまた、Ｂランクの猛も者さを相手に戦っていた。

「──そこだ」

　狙ねらいすましたタイミングで、二発目の掌しよう底ていを叩き込む。

「グッ……おのれ」

　相手はカウンターしようと腕を振り上げるが、わずかに遅おそい。

　〈ショートワープ〉が発動し、Ａ１は再び距離を取っていた。

「よし……いける。通用してる」

　デュエル・ルール向けに鋭一が組み上げたヒットアンドアウェイの戦法は、確かな効果を発揮していた。

　アオイや百道を相手にしても渡わたり合えたのだ。並のＢランクが相手であれば問題はないだろう。

　現時点でＡ１のＨＰは１０００。無傷である。作戦がハマれば一方的に相手を倒すことができるのが、彼の戦法の強みだ。

　しかも……あれからＡ１は、ひとつの進化を遂とげている。

　敵のＨＰは、すでに残り３００。たった二回の攻こう撃げきで、そこまで削っている。

「なんだ……こいつの攻撃は？　確かＡ１は、『スピード』３振りのアバターだったハズ……」

　当然、敵はそこに気づく。彼の記き憶おくは何も間ま違ちがっていない。今現在もＡ１の基き礎そパラメータはスピード全振りであり、パワーを強化したりはしていない。

　では、なぜここまでの攻撃力を出せているのか？　残念ながら、その答えは出ない。

「──あと一回だ。いくぜ」

　Ａ１が再び前に出る。前ぜん傾けいし、両腕を後方に強く引いたサドンデスの構え。

「くっ……！」

　相手も対たい抗こうするように構え、拳けん撃げきを繰くり出す。鍛きたえ抜ぬかれた超ちようスピードのパンチである。

　だが──Ａ１はそれを、狙った位置に打たせることができる。Ａ１の構えは「顔面にしか隙すきがない」のだから。わかっていれば対応することはできる。狙いすましたタイミングで、Ａ１はスキルを発動する。

　──〈フラッシュ〉。

　Ａ１の全身から閃せん光こうが放たれる。攻撃を当てようと集中していた相手は視力を奪うばわれる。彼が〈フラッシュ〉使いであることは知れ渡っているが、使うタイミングはＡ１が決めるのだ。それでどうなるものでもない。

　敵の動きが止まる。Ａ１はその隙を逃さない。掌底を構え、接近する。

　それでも相手は諦あきらめなかった。Ａ１が近づくならば今度こそ拳こぶしを叩き込めば良い。パンチを出すべく腕うでを引く。だが……そこで。

　──ゾクリ。

　背筋を悪お寒かんが走り、思わず攻撃が鈍にぶった。これは……殺気？　それも強きよう烈れつな。

　結局、彼はＡ１の掌底を許した。鋭するどい殺気とともに放たれた掌てのひらは、顔面にクリーンヒットした。ＨＰがゼロになる。ゆっくりと倒れ……アバターが爆ばく発はつ。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　Ａ１］

「「「うおおおおお!!」」」

　客席が沸わいた。Ａ１はそれに片腕を上げて応こたえる。

　デュエル・ルールでも戦えるぞ、と、己の存在を示すかのように。




　　　　　　　＊＊＊




「……ふー」

　鋭一は選手控ひかえ室しつに戻もどり、ベンチに腰こしを下ろした。

　失いかけていた自信が、熱をもって自分の拳に宿っていくような感覚を鋭一は感じていた。元来彼は、自信過か剰じようなタイプではない。だからこそ「勝てる」と自分が確信できるまでは水面下で「レベル上げ」を続けてきた。

　が……こうして試合で勝つと、やはりその楽しさに取りつかれそうになる。サドンデスと同じように、己の強さに浮うかれそうになる。

　いや──たまには浮かれるくらいでも良いのかもしれない。自分の力に夢を見られないようでは、この先戦っていけない。

　自らを労ねぎらうように鋭一は思い切り水を飲み、ペットボトルを空にした。すると、彼を発見した葵が参加者の間を縫ぬい、するすると寄ってくる。

「鋭一」

「葵。おつかれ」

　葵はいつもの定位置……鋭一の横に腰かけた。なんとなくだが、やはり慣れたこの並びが落ち着くらしい。彼女は鋭一の服の裾すそを摑つかんで話しかけた。

「鋭一。わたし、勝った」

「おお、おめでとう。まあ、葵なら楽勝だと思ってたけど──」

　と、そこで鋭一は言葉を止めた。葵は目を閉じ、ねだるように頭をこちらに向けていた。

「これは、ええと……こうかな？」

　鋭一は手を出し、葵の頭を撫なでてみた。葵は正解だ、とばかりに身を任せた。確かに試合は楽勝だったが、初めての大会で緊きん張ちようするところもあったのだろう。これで少しでもリラックスしてくれると良いのだが。

「あ」

　しばらく鋭一が撫で続けていると……葵が何か思いついたように顔を上げた。鋭一は手を止める。どうしたのか、と思っていると。

「鋭一も、がんばった」

　葵はするりと手を伸のばし、今度は鋭一の頭を撫ではじめた。

「……ええ!?」

　鋭一は困こん惑わくした。むずがゆいようで、恥はずかしいようで。しかし葵の手のひらの感かん触しよくはすべすべして、温かくて……何より葵が、何かを期待するような眼まな差ざしでこちらを見ている。「喜んでくれるかな……？」彼女のそういう気持ちが見て取れる。

「う、うん……褒ほめてくれるんだな。ありがとう」

「よかった。鋭一、よろこんだ」

　嬉うれしいかと言われれば……もちろん、嬉しいに決まっている。




「さて、メシにするか……」

　鋭一たちはコンビニで調達した昼食を取り出した。

　予選会では大量の試合をこなすため、一試合目と二試合目の間にはそれなりの空き時間がある。この時間に昼食をとるプレイヤーも多いようで、控室は賑にぎわい始めていた。

「葵はどのパンにする……？」

　学校の昼休みのように葵にパンを渡そうとしていると……そんな彼らの前に立つ人ひと影かげがあった。

「まーた、相変わらず仲良しなのね」

　栗くり色いろのツインテール。ハイウェストのミニスカートに、ニーソックス。人目を惹ひくように計算された可愛かわいらしい服装。天野アカリだ。

「あかりちゃんだ」

　彼女はＶＲ個室の時と同じように、平然と鋭一の隣となり、葵と反対側に座る。どうやらわざわざ二人を探してこちらに来たようだ。

「も、もしかして友達いないのか……？」

　思わず鋭一が呟く。アカリはその言葉に若じやつ干かん顔を赤くし、

「うっ、うるさいなあ！　Ｎｏ．１アイドルは一いつ般ぱん人と簡単に馴なれ合わないの！」

　と人差し指を立てた。

　アカリはツンと上を向き、自前の袋ふくろを膝ひざの上に置いた。

「言ったでしょ。弁当だったら私だって負けないって。今日は証明がてら、恵めぐんであげにきたのよ！」

　袋から、中身を取り出す。とても女子っぽいデザインの、弁当箱だった。

　フタを取ると、中には色とりどりのおかずが綺き麗れいなバランスで詰つまっている。

「Ａ１……さんは、これでも食べて黙だまってなさい！」

　アカリは素す早ばやい動きで箸はしを取り出し、小ぶりなロールキャベツをひとつつまむと鋭一の口に押し込んだ。サドンデスの王者も避さけられない見事な一撃だった。

　鋭一はすこし口をもごつかせ、味わってから飲み込む。

「どうよ」

「……う、うまい」

「でしょ？　私は『完かん璧ぺきなヒロイン』を目指してるの。めちゃくちゃ練習したんだから」

　アカリは得意げに胸を反らした。戦いだけではない。彼女はずっと、自分と向き合って地道な努力を続けてきたのだ。全すべてをこなせてこその、『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』なのだから。

　そうして会話していると……気になったのだろう。葵が、鋭一の膝の上に身を乗り出してアカリの弁当をのぞき込んだ。

「……うおわ!?　葵、どうした？」

　鋭一の目の前には葵の頭が来ることになり、髪かみの匂においにドキッとする。

　しかし彼女は鋭一のほうを気にせず、ふんふんと匂いを嗅かぐと、目をきらきらさせて、

「…………おいしそう」

　と、ぼそっと呟つぶやいた。その様子に、アカリは目に見えてたじろぐ。

「うッ……」

　認めたくはない。認めたくはないが……葵は抗あらがいようがないほどに可愛く、アカリはそれに押されてしまう。

「もちろん、葵ちゃんも食べなさいよ。私との差を思い知るがいいわ」

　アカリはもう一つロールキャベツをつまんで、葵に食べさせた。

「……おいしい……！　あかりちゃん、すごい」

「ほ、ほら！　凄すごいのよ私は」

　結局、それでアカリはすっかり機き嫌げんよくなってしまい、楽し気にその場で弁当を食べ終えた。傍はたから見れば、随ずい分ぶんと打ち解けた三人組に見えたことだろう。




　　　　　　　＊＊＊




　──休きゆう憩けい後、鋭一たちにも予選二試合目の順番が回ってきた。

　ここでも番ばん狂くるわせは起こらなかった。有力選手たちは観衆の期待通りに躍やく動どうし、ＡＫＡＲＩが関節を砕くだき、ソウジャンが投げ、山本が押さえ込み、Ａ１が殴なぐり、アオイが首を折った。

　そして。

「さあ皆みなさん、長らくお待たせしました！」

　壇だん上じように立った〝ゴールドラッシュ〟金谷がマイクを持ちアナウンスする。

　会場の外周を取り囲む客席では、熱心な観客たちが固かた唾ずを吞のんで見守っている。

「大会もここからが佳か境きよう、来週の本戦では、真の精せい鋭えいによるハイレベルな地じ獄ごくがいよいよ始まります！　今日の予選を残り、その地獄に挑いどむ戦士たちを……紹しよう介かいしよう！」

　金谷は手を広げ、後ろを示した。舞ぶ台たい両りよう端たんからスモークが焚たかれる。

　たちこめる白い煙けむりの向こうに浮かび上がるシルエットは、横並びに立つ八人の選手たちの姿。

　舞ぶ台たい上に立体投とう影えいされた、アバターの姿だ。

　「プラネットのアイドル」ＡＫＡＲＩ。

　「如意道師し範はん代だい」ソウジャン。

　「超有名配信者」百道。

　「空手大砲キヤノン」Ｙａｍａｔｏ。

　「目覚めし竜りゆう王おう」ドラゴンマン。

　「職業格かく闘とう家か」山本道則。

　「ゴースト・キャット」アオイ。

　「サドンデス王者」Ａ１。

　彼らは目を配り、互たがいの様子を確かく認にんする。緊張感が走る。

　次に、この中の誰だれと当たるのかはまだわからない。来週、この場で改めてクジを引いて決定するのだ。

「実に豪ごう華かな顔ぶれですね……ちょっと注目選手について『Ｚ』選手に聞いてみましょう。まず目立つのは現げん役えき格闘家の『山本道則』、彼はどうですか？」

　金谷は隣に立つ安田に話を振ふる。現チャンピオンは厳おごそかに咳せきばらいを一つし、マイクを握にぎり口を開いた。

「山本……あのおっさんは、ちょっと顔が怖こわすぎるな。怖いから強いと思う」

「…………。有名配信者である『百道』についてはどうですか？」

「百道か……一位の俺より動画再生数が多いのはマジで許しがたいので負けてほしい」

　金谷は安田に一歩近づき、客席に聞こえないように耳打ちした。

「おい、ギャラ払はらわねえぞ安田この野や郎ろう」

「山本選手は寝ね技わざの実力が頭一つ抜ぬけていますね。寝技は苦手としている選手が多いのでそこだけでアドバンテージになります。百道は何をしてくるかわからない恐おそろしさがありますが、真に凄いのはその裏にある地力の高さです。まず通常格闘で渡わたり合える実力がなければ話にならないのでは」

「──よろしい」

　安田は急にしゃんと背を伸ばし、見解を述べた。なお彼は前日にソーシャルゲームのガチャで盛せい大だいな爆ばく死しを遂とげていることが、ツイッターにて確認されていた。

　金谷は再び自らマイクを取り、締しめに入った。

「残ったのは常連から新顔まで様々……ですが、ここじゃあ経歴なんてモノは関係ありませんね。結果は、戦う彼らが決めることだ。皆さま、来週も是ぜ非ひここに来て、見届けてほしい！」

　彼の言葉に呼応するように、客席は沸わき上がった。

「「「ウオオオオ！」」」

「山本ー！　勝てー！」「アカリちゃーん、サインほしいー！」「百道、顔見せろ!!」「安田ー！　課金はほどほどになー！」

　そうして、本日の予選会は幕を閉じた。

　Ａ１は周囲を見回して拳こぶしを握る。やはり凄いメンバーだ。百道や山本道則といった明らかな格上も残っている。安田のコメントは……噓うそはついていない。彼らは恐ろしい。勝てる保証はどこにもない。

（だからって負けてやる気は……ないけどな）

　今日身に着けた自信はそのままに、しかしまだ強くなる必要があるだろう。

　どこまでいけるだろうか。それは明日からの一週間にかかっている。
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「……ちょっと！　遅おそくない!?　私をこんなに待たせるなんて何考えてんの!?」

　週が明けて月曜日の夕方。

　学校終わりの鋭えい一いちと葵あおいがＶＲルームに向かうと、そこには腕うで組ぐみして仁に王おう立だちしたアカリが待ち構えていた。

「アイドルったら待たせる側でしょ、フツー！　アンコールとか出待ちとか……」

「いや、あの」

　憤いきどおるアカリを遮さえぎって、鋭一は口を挟はさんだ。確認すべきことが一つあった。

「俺ら、特に待ち合わせとかしてないよね……？」

　その通りであった。アカリは今日もまた、誰に断りもなく突とつ然ぜん現れていたのであった。

「でも、いつもこの時間には来てたじゃん！」

「俺たちにも時間をズラす権利くらいある」

　互いの主張は平行線をたどった。二人の間に火花が散るか……と思われたが、

「……あかりちゃん」

　そこに一歩進み出て間に入ったのは、葵だった。

「あの、えっと」

　彼女は悲しげに目を伏ふせて、真実を告げる。

「ごめんね。鋭一が、補習だったの……」

「…………」

「…………」

　鋭一とアカリはそれぞれに黙った。真実とは、かくも残ざん酷こくなものなのであった。

「なるほど。そういえば記き憶おく力に問題があるんだったわね……」

「いや、そこは大だい丈じよう夫ぶだからね!?　くそっ。プラネットのほうに本ほん腰ごし入れてたらさあ、どうしても勉強とか苦しくならない……？」

「さあねー。私、アイドル活動しながらだけど、けっこう成績いいほうだし。確か、同じ一年生よね。頭でも下げたら、勉強教えてあげてもいいけど？」

　先ほどと一転、優位に立って機嫌を直したアカリは鋭一の前に立ち、いつもの５号室に向けて歩き出した。どうやら既すでに部屋まで確保してくれていたようだ。

　鋭一は受付にいる店長、カオリのほうを見る。カオリは何やらニヤニヤと、意味深な目配せを鋭一にしてきた。アカリと何か会話したのだろうか。

（……そこまでするなんて、なあ）

　鋭一は思った。アカリが自分たちに、かなり執しゆう着ちやくしているのは間ま違ちがいない。しかし、なぜこうも常にやってくるのだろう。大会の偵てい察さつだというのならば、他の有力覚醒者アウエイクのところへも行くはずだ。

　そういえば以前、なぜ毎日来るのかと聞いた時、アカリは「ナイショ」と理由を教えてくれなかった。きっと何か理由があるのだ。

（そのわりに俺たちのことは「敵だ」って言うし、よくわからんけど……）

　とはいえ人の心が読めるはずもない。鋭一はアカリの背中を追って個室に向かった。

　彼女の足取りはどこか軽く、楽しげなように見えなくもなかった。




　──予選後のこの週になっても、アカリの来る頻ひん度どは変わらなかった。つまり、毎日だ。




　すると当然、日によっては、この人物ともはち合わせることになる。

「なるほど、あなたがアイドルの『中の人』ってワケね。かわいいじゃん」

「あ、当たり前でしょ」

　火曜日。いつものように鋭一と葵の様子を見に来た最も上がみ珠たま姫きは、値ね踏ぶみするようにアカリをじろじろと見た。

「うーん、確かにこりゃイイ素材だわ。成金メガネに渡しとくのもったいないな～。ねえ、うちに移い籍せきする気ない？　鋭ちゃんたちとも堂々と一いつ緒しよにいられるよ？」

「……へ？」

　そして女子高生社長はいきなり大だい胆たんなヘッドハンティングを始めた。アイドル「ＡＫＡＲＩ」はゴールドラッシュ傘さん下かに所属している覚醒者アウエイクだ。引き抜ければ商売敵がたきにダメージを与あたえ、自分は儲もうかる。一石二鳥である。

「うーん……。い、いや。流石さすがにＣＤまで出させてくれた恩人を裏切る気はないわ。申し訳ないけど」

「おっと。ＣＤ出してあげようと思ったら先手打たれてたか～」

　少し悩なやむそぶりは見せたものの、アカリは真しん剣けんな表情で断った。

「いいわ、今の話は忘れて。いや～真ま面じ目めなとこもポイント高い。マジ惜おしいわ～」

「ち、ちょっとＡ１さん、この人馴なれ馴れしいんですけど!?」

　珠姫の距きよ離りの詰つめ方に戸と惑まどったのか、アカリは鋭一の肩かたを両手で摑つかんで縋すがりついた。

「いっ!?　いや、社長はなんていうか、社長だからなあ……」

　いきなりのスキンシップに鋭一は慌あわてつつ、隣となりに葵もいるので努めて平静にコメントした。幸い、葵は休きゆう憩けいがてら煎せん餅べいを食べているところで、気にしていなそうだ。

　だが当然、それを見み逃のがさない人物もいる。

「ふーん……なるほど」

　珠姫は意味深な目をアカリに向けた。アカリは鋭一の肩に触ふれたまま、葵のほうに視線を送っている。その様子に、珠姫はニマリと笑った。

「……鋭ちゃん。ちょっといいかな？」

「ん？」

　珠姫は鋭一に声をかける。鋭一はたどたどしくアカリの手から脱だつし、珠姫に近づいた。

「少し、外で相談したいことがあるんだけど。ついてきてくれる？」

「え、なんだよ急に。いいけどさ」

　鋭一は珠姫に連れられて個室の外へ。部屋には葵とアカリだけが残されることになる。鋭一が出た後、珠姫は閉まるドアの隙すき間まから残された少女二人をにやにやと見比べた。

「さて……どうなるかな～？」

　誰にも聞こえないように呟つぶやく。そしてドアが、完全に閉まった。

「……社長？　何だよ、話って？」

「え？　そんなモンないよ？」

「……何だって？」

　鋭一が聞くと、珠姫はけろりとした顔で舌を出した。

「あの二人だけ残したらどうなるかなーと思って。アカリちゃんのほうは明らかに意識してるし。二人ともプラネットじゃ人気者だからね～。ライバル関係にでもなってくれたら話題的にオイシイんだけどな」

「あ、相変わらず油断ならねえな……」

「敏びん腕わん、と言ってくれたまえよ」

　鋭一はため息を吐ついた。流石というか、なんというか。

　一方で珠姫は、自らが出てきた個室のドアを眺ながめ、顎あごに人差し指を当てて思った。

（でもね、鋭ちゃん。アカリちゃんが一番意識してるのは、たぶん──）




　その、静かになった５号室の中。

「…………」

　アカリはまだ葵のほうを見ていた。煎餅を食べ終えた葵は、ゆっくりと味わうようにお茶を飲んでいる。ちんまりと座って落ち着いている様子は可愛かわいらしく、かつ静かだ。日なたに座り込んでいる野の良ら猫ねこのようなのどかさがある。

　この子が……あのストイックで知られたＡ１の「彼女」。

「……ね、ねえ、葵ちゃん！」

　アカリは口を開いた。気になっていたことがある。聞くなら今だと思った。

「葵ちゃんって、その、Ａ１……さんと、付き合ってる、んだよね？」

「え？　……うん」

　葵は顔をほころばせつつ俯うつむいた。少し恥はずかしそうに……しかし同時に、嬉うれしそうに。

　そこへアカリは質問を投げる。聞きたいこと・その一。

「付き合うって……ど、どこまで進んでるの？」

「えっ。進むって……？」

「ま、まさかもう互たがいの家に行っちゃってたりとか……！」

「鋭一の家？　……行った！」

　葵は楽しかった記憶を思い出し、ぴょこんと顔を上げた。

「え……えぇぇェ!?」

　驚おどろいたのはアカリである。冗じよう談だんで言ってみたが、まさか本当とは思わなかった。

「鋭一、一人暮らし、たいへんそうだった……。でもベッドは、やわらかくて」

「一人暮らしの!?　ベッドで!?」

　アカリがのけぞる！　みるみる顔が赤くなる！

「むう。そういえば鋭一、あの日は調子良さそうだった。すごい激しくて、どんどん強くなって……」

「激しく!?　そ、それってどんなことするの……？　どうだった!?」

　アカリが身を乗り出す！　なんということだ、やはり鋭一も男の子だというのか？

「わたしも頑がん張ばって、何回か目は潰つぶしたけど……」

「目を!?」

「夜になったら『もうダメ』って、ゴーグル取られちゃった」

「…………ん？」

「夜は帰りなさい、って。もっと遊びたかったなあ」

「…………ええと、葵ちゃん」

　事情をおおよそ察したアカリはおそるおそる、目に当てた手を下ろす。

「む？」

「ゲーム以外は、何もしなかったの……？」

「むー？　ゲーム以外……って、何？」

「そ……そっか～～～～！　健全～～～～！」

　アカリは疲つかれと安あん堵どを同時に感じてへたり込んだ。

「え、じゃあ実際のとこ、今まで他ほかに何かしてないの？　キス、とかさあ……」

「き、キス」

　すると今度は、葵が顔を赤くした。

「…………したことない」

「じゃあホントにゲームしてるだけじゃん……」

　アカリは息を吐はいた。なるほど、この二人の「お付き合い」は大体わかった。質問その一・終しゆう了りよう。

「だって、わたし、デートってどうしたらいいか、わからないから……。漫まん画がみたいにいかないし。あかりちゃんは、出来るの……？」

「へ？」

　すると今度は、葵からの質問があった。不意打ちに動どう揺ようし、アカリは咄とつ嗟さに答える。

「そ、そりゃあ、私くらいの人気者ならスキャンダルの一つや二つ、つきものだし？　もはや何でもできると言っても過言ではないというか」

「すごい……！　いいなあ。わたしにも、『付き合い方』教えて……ほしい……」

「は、はい!?」

　アカリはうろたえて頭を搔かいた。言うまでもないが、ウソである。Ａ１を見習って、ひたすらストイックに「一人で」己おのれを磨みがいてきた歌うた姫ひめに、恋れん愛あい経験などあろうはずもないのだ。

「ねえ、お願い。わたし、もっと鋭一と仲良くなりたいの。教えて教えて」

　アカリは直感した。このやりとりを続けると、マズイ！

「あー、わかったわかった教えてあげるから。今度、今度ね!?　それより葵ちゃん、私もう一個聞きたいことあるなあ!?」

「むー？」

　彼女は何とか話題の緊きん急きゆう回かい避ひに成功した。胸を撫なでおろす。

　そして……もう一つ聞きたいことがあるというのも、本当なのだ。

　アカリは立ち上がった。この個室は決して広くないが、テーブルを挟はさんで向かい合うくらいのスペースはある。アカリはテーブルの上の飲み物が空になっているのを確かく認にんし、コップを部屋の隅すみに片付けた。

　そして背後のソファから、クッションをひとつ摑む。

「ねえ、葵ちゃん」

　彼女の目つきはコイバナする少女のそれから、鋭するどい戦士の目に変わっていた。

「──これ、避さけられる!?」

　直後。アカリはクッションを、葵に投げつけた！

「…………！」

　葵もまた、瞬しゆん時じに目つきを変えた。最小限の動きで上半身を傾かたむけ、クッションを回避する。不意打ちにもまったく動じていない。

「……っ、簡単に！　まだまだ！」

　アカリは歯を食いしばり、次々にクッションを拾っては投げる。葵の身体能力は、以前飲み物を運んできた時に見ている。常人離ばなれした驚きよう異い的な身のこなしだった。

　アカリはそれをもう一度、確かめたかった。

「む！」

「……この」

　葵は機き敏びんに反応し、すべて回避する。それがあまりに鮮あざやかで、アカリは少々ムキになった。

　前にも感じたことだ。こんなに可愛い女の子が、こんなに強くて。

　そんな存在がいるのか。いていいのか。

　アカリが、リアルで「そうなる」のは諦あきらめた、理想のアイドルのような少女が……存在してしまうのか！

　アカリは投げたクッションを目くらましに、葵のほうへ一歩踏ふみ込んだ。そして相手を捕つかまえようと手を伸のばす。

　しかしそれも、あっさりと葵は見切ってしまった。

「……たのしい！」

　葵はわくわくと瞳ひとみを輝かがやかせ、するりと逃にげる。アカリはますます加速する。




　──ドタバタとした音が聞こえ始めたので、鋭一はいよいよマズイと思った。

「な、何やってんだ……？」

「おうおう、いい感じかもね」

「いい感じなもんか。またドア壊こわれたら俺の責任になるんだからな！　おい、葵？」

　部屋の外で待機していた鋭一は、中を確かめようとドアに手をかけ、慌あわてて開けた。

　そこで鋭一が見たものとは。




　ソファの上で、汗あせだくで絡からみ合う少女二人。




　アカリは葵の身体からだに覆おおいかぶさり、二人とも息は乱れ、服もはだけ、ああ、よく見ると、あろうことか！

　仰あお向むけに倒たおれている葵のスカートと、そこに乗るアカリのスカート、その両方がめくれており中の布地があらわになっていた。水色とピンクだった。

「…………げっ!?　あっ、ごめ──」

「……えッ!?」

　鋭一が謝ろうとするのと、アカリが見られたことに気づくのは同時だった。

「あっ、ちょ、これは……！　わ、忘れて！」

　アカリは大慌てで立ち上がり、部屋から飛び出そうとした。

　しかし、飛び出せないのである。混乱したアカリは考えていなかった。扉とびらの前には鋭一がいるのだ。

「「──あ」」

　二人は正面からぶつかった。衝しよう撃げきで鋭一がよろけ、仰向けに倒れる。アカリはそこにうつぶせで倒れこむ。

「い、痛てて……？」
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　背中から着地した鋭一は目を開けた。だが前が見えなかった。目の前は、温かくて柔やわらかい二つの何かに塞ふさがれており、そこからはとてつもなく良い匂においがした。鋭一はギョッとした。

「「うわっ!?」」

　またしても揃そろって、鋭一とアカリは声をあげた。

「も……もう！　何なのよ……！」

　そしてアカリは、再び起き上がると今度こそ走り去った。どういうわけか、激しく脈打つ胸を押さえながら。

「これは……どっちに転んだのか、わかんないなァ……」

　その様子を見送りつつ、珠姫は半笑いで頰ほおを搔かくのだった。




　　　　　　　＊＊＊




「あ、そうだ。明日は俺たち、来ないから」

「へ？」

　翌日、水曜の帰りぎわ。鋭一はアカリにそう告げた。

「来ない……って？」

　アカリは少し驚おどろき、気まずそうに目を泳がせる。

　前日にあのようなハプニングがあってもアカリは気にせず、鋭一たちのもとを訪おとずれた。

　この日も鋭一たちは普ふ通つうに特訓し、時にはアカリも混じってゲームを楽しんだ。

　が、鋭一たちとしてはやはり迷めい惑わくだったのだろうか？

「なに？　今さら、私の偵てい察さつから逃げる気にでもなった……？」

　もしかして……嫌きらわれた？　一瞬そんな考えがよぎる。攻撃的な発言ばかりのアカリだ。いつそう言われても不思議ではない。

　だが……この二人には嫌われたくない、ような気がした。それが彼女の偽いつわりない気持ちだった。

　なぜかは自分でもわからない。結局、三人はどういう関係なのか？　それはアカリ自身にも摑つかめない。鋭一は、葵は、少なくとも今は、間ま違ちがいなく敵なのに。

　珍めずらしく、どこか不安げなアカリ。すると……そこへ葵が進み出て伝えた。

「あしたはゲーム、お休みなの」

「……ん？」

　予想外の言葉に、アカリは緊きん張ちようを崩くずした。

「毎日プラネットだけやってると良くないから、気分転てん換かんも予定に入れておけって言うんだよね……社長がさ。だから明日は、このへんの街でもブラブラしてるよ」

　鋭一が補足した。単に予定を伝えている。

　結局のところ、鋭一も葵も、何も気にしてはいないようだった。

「そ……そう。はは。デートってこと？　ならせいぜい、楽しんできなさいよね」

　ようやく笑えみを取り戻もどしたアカリは、いつものように挑ちよう発はつ的に言った。

　だがそこで、葵は首を、わずかに傾けた。彼女はこともなげに疑問を口にした。

「あかりちゃんは、来ないの……？」

「「え？」」

　鋭一とアカリは、見事にリアクションをハモらせた。

　明日は街へ出かけるのだからデートだろう。つまり二人きりだろう。鋭一もアカリもそう思い込んでいたが、葵はそうでもなかったようだ。

　確かに考えてみると、カップル双そう方ほうにとって共通の知り合いなら、一いつ緒しよに歩いたり食事したりするのは、世の中的にもナシではない、はずだ。

　とはいえ、アカリとしてはそう軽々しくついていく気にもならない。

「な、何言ってんのよ。デートよ、デート。私の入る場所なんてないでしょーが」

「む、むー……？　あかりちゃん、約束したのに……」

「約束？」

「あかりちゃんは詳くわしいから、『付き合い方』教えてくれるって」

「……あ」

　アカリは声を詰つまらせた。そういえば勢いでそんなことを言った気もする。

「やっぱり、教えてくれないの……？」

　葵はしょげたように、肩を落とした。これが猫なら耳がしおれているところだろう。

　あまりの落ち込みぶりに、流石のアカリも少々たじろぐ。その隙を、鋭一は見逃さなかった。

「な、なるほど！　ここはアカリさんにも来てもらうのが良さそうかな！　俺たちデートとか超ちよう初心者だもんな！」

　鋭一は二人の様子を察し、アカリに提案する。実際、これは調度良いチャンスともいえるだろう。葵は……アカリと、仲良くなりたがっているのだ。

「なあ……いいだろ？　俺も気にしないしさ」

「しょ……しょうがないわね」

　アカリは口を尖とがらせつつ了りよう承しようした。

「ただし、これも偵察の一いつ環かんだからね？　日常からだって、アンタらの弱点を暴あばいてやるんだから」




　──というわけで翌日、木曜日。

　鋭一、葵、アカリは三人で街遊に出ることとなった。

　それこそ、ありふれた仲良しの高校生三人組のように。

　鋭一と葵の二人だと「どこに行こうか……」となりがちだが、そのあたりアカリは強い。

「……よっしゃー！」

　ボーリング場にアカリの良く通る声が響ひびく。

　見事な投球でピンをなぎ倒し、アカリはガッツポーズした。変装のために伊だ達て眼鏡めがねをしているが、それで狙ねらいがズレたりもしない。

　アカリはくるりと回ってアイドルらしいポーズを決め、待機スペースに座る鋭一や葵と次々にハイタッチした。

「どうよ！　ボーリングだって負けない、この完かん璧ぺきなアイドルにひれ伏ふしなさい」

　アカリが胸を張る。葵はぴょんぴょんと飛び跳はね、とても嬉うれしそうだ。

「すごい、すごい。わたし、こういうの初めて」

　……そうか、と鋭一は合点した。暗殺拳けんを学んだために友達がいなかった葵は、こういう遊びをしたことがないのだ。いや、ゲームばかりしていた鋭一もそんな経験はないが。やはりアカリを誘さそったのは正解だったか。

「……よし、わたしも頑がん張ばる」

　そして葵は真しん剣けんな表情でボーリングの球を摑んだ。

　……五本の指で。穴を使わず。わし摑みで。とんでもない握あく力りよくだ！

「あ、葵？　それはそういうんじゃ──」

「えい」

　鋭一が教えようと思ったが遅おそかった。葵は素す早ばやく投球フォームに入っていた。細い腕うでがアンダースローの美しい軌き跡せきを描えがき──

　球が放たれた。まっすぐにピンへ向かう。水平に。空中を！

　その球は転がっていなかった。……浮ういている!!

　ガコォン！　という爽そう快かいな音とともに、ピンが吹ふき飛んだ。

「な、何よソレ……」

　アカリは口を開けて固まった。最初は闘とう志しに燃えていたが、やはりここでは、葵のライバルになるのは難しそうだ。




　その後、三人はボーリング場のあった施し設せつの一階へ移動していた。

　このフロアはゲームセンターになっているが、スペースの都合かプラネット用の個室は設置されていない。

「さーて、定番コースとはいえ何しようかな」

　あたりを見回すアカリ。しかしそんな彼女の袖そでを引く存在がいた。もちろん葵だ。

「あかりちゃん。あれ、やってみたい！」

　葵が指さしたのは、プリクラの撮さつ影えい機だった。葵がそんなところに興味を示すとは意外だ。

「……え？　アレを？」

　狼ろう狽ばいしたのは鋭一である。こう言ってはなんだが……あれはもっとイケてる人たちのためのモノで、自分とは一生縁えんがないと思っていたのだ。

「い、いやー、アレはちょっとー……」

　アカリもあまり、乗り気ではなさそうだった。対戦系のゲームでエキサイトするならともかく、一緒にプリクラを撮とるなんて、まるで──

「だめ……？」

　だが躊躇ためらう二人に、葵の上うわ目め遣づかいがヒットした。これには逆らえない。

「これ、写真撮る機械……だよね？　その……今日遊んだの、すごく大事な記念だと思って。だから、ほしい……」

「は、はあ？　このくらい遊ぶのなんて別に普通じゃ──」

「むう…………」

「わ……わかったってば！」

「いいの!?」

　葵は顔を上げて目を輝かがやかせた。三人で、仲良く遊んだ。それは紛まぎれもなく葵にとって、今までにない思い出で……大切な記念日なのだ。

「一回だけだからね！　さっさと行きましょ」

　アカリはスタスタと近づいて撮影機の入り口をくぐり、小こ銭ぜにを投入した。続けて鋭一と葵もおそるおそる、撮影スペースに入る。

『じゃあ、まずは思いっきり笑ってみて～～！』

　すると撮影ガイド音声が始まった。もう、アカリはヤケになることにした。経けい緯いはどうあれ……あの「Ａ１」と撮影できるのだ。こうなったらアイドルとしての力を尽つくして、最高の写真にしてやる！

「ほらほら、行くよ！　イェイ」

「い、いえい」

　アカリはアイドルの本領発揮とばかりにプロ級のウインクをキメる。目から星が飛び出しそうなほどの眩まぶしい笑顔だ。

　葵はそれにつられるように、控ひかえめな微笑ほほえみを作った。鋭一もギリギリで笑う。

　パシャリとフラッシュが焚たかれ、一枚目が撮れた。

「うーん、Ａ１さんノリ悪ぃね」

「し、しょうがないだろ」

『次は、自由にポーズをとってみよう～～～！』

「ぽ、ポーズ」

　すぐに次の指示が出て、葵はわたわたと慌あわてた。写真を撮る時のポーズがわからないのだ。

「うーん、葵ちゃんだったら、構えとかでいいんじゃないかな」

「それなら、できる！」

「あ、俺にもできるな」

　葵はすぐに戦せん闘とう態勢に入り、カメラに殺気を放った。鋭一も自じ慢まんのサドンデスの構えを取る。アカリもまた、プラネットの試合と同じ「ミュージック・スタート」のポーズを取った。

「あはははは」

　パシャリ。二枚目が撮れる。やたらと殺意の高い絵え面づらになったのが面おも白しろくて、アカリは笑った。

『最後は、みんなでギューっとくっついて！　仲良く！』

「え、ええ？」

　最後の指示には、鋭一が慌てた。ギューっとくっつくと……いうことは。

「ほらほら、こっちこっち！」

　アカリは容よう赦しやなく、鋭一の首に腕を回して引き寄せた。

「う、うわっ!?　ちょっと……」

　抵てい抗こうしていいのか、いけないのか。それすらわからずに鋭一はバランスを崩くずした。

「えっ……わあ!?」

「ひゃっ……！」

　すると少女二人も、鋭一に引っ張られて倒たおれかかる。なんとか鋭一が機械の端はしを摑つかんで止まったが、

　──パシャリ。

　その瞬しゆん間かんに、シャッター。直後、三人は雪崩なだれを打って倒れた。

「い、痛てて……？」

　背中から着地した鋭一は目を開けた。だが前が見えなかった。目の前は、温かくて柔やわらかい二つの何かに塞ふさがれており、そこからはとてつもなく良い匂においがした。鋭一はギョッとした。

「「「うわっ!?」」」

　今度の悲鳴は三人同時だった。鋭一の上に折り重なるように、左に葵、右にアカリ！

　顔面の二つの温かさは、二人それぞれ一つずつ。とてつもない良い匂いは、なんと二種類もあった。これは……とんでもない！

　三人はそれぞれに大慌てで立ち上がり、各おの々おのリアクションした。

「ご……ごめんホント！」

　謝る鋭一。

「な、なんで私、いっつもこんな……」

　ショックの隠かくせないアカリ。

「えへへ。仲良し」

　なぜか嬉しそうな葵。

　そんな葵の笑顔を見て、他の二人は急にこの事態が許せてしまった。

「……そうね。仲良し、ね」

　アカリは嚙かみしめるように言った。そして思った。

（こういうの、いつぶりだっけ）




　──頂点とは、孤こ独どくなものだ。

　アカリには長いこと、そういった考えがあった。

　それはそうだろう。並び立つ者がいないからこそのトップである。

　自分が目指しているのは、そういうものだ。アイドルとしても、覚醒者アウエイクとしても。

　だからそうなるよう努力した。

　Ａ１に影えい響きようされたのも、彼がひとつのことを王者として極きわめた人間だからだ。彼のように目標を見み据すえて努力する人間になろうと思った。そうして一心不乱に頑張ってきた。

　するとどうだろう。確かに彼女には実力が積みあがっていた。人気者にもなれた。

　間ま違ちがいなくこのスタンスが、彼女を強くしたのだ。




「仲良し……か……」

　駅で二人と別れ。一人で歩きつつアカリはこぼす。

　最近、随ずい分ぶんとあの二人に引っ張られて過ごしている。その結果、今日は何をした？　強くなるためのことを、一つでもできたか？

　今まで歩いてきた道が、ブレ始めている。その自覚がある。「今日は強くなれなかった」。その焦しよう燥そう感かんが、背後から追い立ててくる。かつての自分が今日の自分を見たら、「怠なまけている」と言って怒いかりだすだろう。

　でも、どうしても何かに引き寄せられるように、ついつい訪おとずれてしまうのだ。尊敬する先人、Ａ１。刺し激げき的で可愛かわいいライバル、アオイ。魅み力りよく的な二人のところへ。それが「怠け」を生むのだろうか？

「…………」

　今日で、最後にしようか。これをきっかけに、一人に戻もどろうか？

「何やってんだろ、私……」

　カバンから、カットされたプリントシールを出す。笑顔の三人が写っている。

「そうよ。ホントはこんなことしてる暇ひま、ないんじゃん」

　自分はあの二人に、戦って勝たなくてはならないんだ。あの二人は、敵なんだ。

「こんなことしてたら強くなれない。私は最強になるんだ。だったら──」

　視界に、道みち端ばたのごみ箱が入る。アカリは手に持ったシールをそちらへ差し出す。

　そしてその手を。

　離はなす、ことはできず。

　再び無言でシールをカバンにしまうと、彼女は静かにその場を立ち去った。




　　　　　　　＊＊＊




　翌日。大会前日の金曜日。

　学校での昼休み。葵は、学食に行かずに直接、鋭一をいつもの踊おどり場に誘さそった。

「鋭一、こっち、こっち」

「ん？　葵、その包みは……？」

　階段に座る。案の定、葵が大きな包みを取り出す。中から現れたのはもちろん、弁当箱だ。

「鋭一、開けてみて」

「お、おう」

　今日の葵は、妙みように急せかす。鋭一は促うながされるままに弁当箱のフタを取る。

　その中身は……




　──色しき彩さい！




　そこには色があった。白一色ではなかった。見た目にも楽しい、色いろ鮮あざやかなおかずの数々が何種類も詰つまっている。

　よく見ると白身の卵焼きなど、元々の料理も活いかされているが海の苔りが巻かれていたりと工く夫ふうがみられる。劇的な進化といえるだろう。

「すっ……すげーじゃん……！」

「やった」

　葵はひとしきり喜び、それから言った。

「あかりちゃんが、教えてくれたの」

「……え？」

「あかりちゃんのお弁当、おいしかったから。お願いしてみたらメールで、教えてくれた」

「マジか」

　葵はこくこくと頷うなずいて肯こう定ていしつつ、箸はしでロールキャベツをひとつつまむ。

「鋭一」

「ん？」

「あーん」

「…………えッ!?」

　思わぬ不意打ちに鋭一は反応できず、ロールキャベツを口に突つっ込まれた。そのままモグモグと味わう。的確にまっすぐに口を狙ねらえるのは、流石さすがに葵だ。

「漫まん画がにかいてあった。こいびとは、食べさせてあげる」

「……ああ、ありがとう。いや、美お味いしいな、ホント」

　それから二人はひとしきり、弁当を楽しんだ。

　デザートがわりの煎せん餅べいを一枚ずつ食べながら、葵は思い出したように顔を上げた。

「あかりちゃん……今日は、こないんだって」

「え？　そうなの？」

　てっきり今日の放課後も現れると思っていた鋭一は、思わず聞き返した。

「お礼、言いたかったんだけどな」

　葵はぽつりと呟つぶやく。

「鋭一。わたし……あの技わざ、できるようになったかもしれない」

「あの技？」

「墨ぼく式しき──『川ながれ』。鋭一が教えてくれたスキルと……あかりちゃんの、この間のアドバイスのおかげ」

「ま、マジで」

「鋭一。わたし……勝ちたい。がんばるね」

　初めて、父親以外からの助言で力を手に入れたゴースト・キャットは、大会が待ちきれないというように言った。
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　土曜日、大会・本戦一日目。

　前回と同じ会場の中央ステージには、この日の本戦に駒こまを進めた八名が集合していた。

　鋭えい一いち、葵あおい、アカリ、百もも道ち、山やま本もと道みち則のり、ソウジャン、Ｙａｍａｔｏ、ドラゴンマン。いずれもここまで残るだけの、Ｂランクでも一ひと癖くせある強者たち。

　ステージをぐるりと囲む観客席からは、予選を上回る熱ねつ狂きよう的な歓かん声せいが聞こえてくる。この時間も、大会の醍だい醐ご味みのひとつだ。緊きん張ちよう感かんに鋭一はごくりと唾つばを吞のむ。

　彼らはこれからランダム抽ちゆう選せんによって、対戦相手を決定するのだ。

「さあお待ちかね！　皆みなさん、この瞬間が好きだろう？　私も好きだ。この中の誰だれと誰がぶつかるのか。想像するだけで熱くなる！」

　例によって、司会は金かね谷や。彼は客席を煽あおり、そして舞ぶ台たい上の八人を振ふり返る。

「組み合わせは自動抽選によってランダムに決められます。選手諸君には、一人ずつこちらのボタンを押して頂きたい。結果は、上のディスプレイに表示されます」

　金谷の説明も話半分に、鋭一は舞台上を軽く見回してみた。百道に山本、ソウジャンも曲くせ者ものだ。葵やアカリといった見知った相手にいきなり当たることもあり得る。

　誰と当たった場合のことも、ある程度脳内でシミュレーションはしてきた。どの相手になっても、戦えるはずだ。鋭一はひとり頷いた。いける。

「では、山本選手から順に……どうぞ」

　そして抽選が、始まった。

　八人は一人ずつ、壇だん上じようのボタンを押していく。すると舞台上の巨きよ大だいスクリーンで文字がスロットのように回り……決定した試合順が、表示されていった。

　山本道則……第三試合。

　ＡＫＡＲＩ……第四試合。

　ソウジャン……第一試合。

　ドラゴンマン……第三試合。




［第三試合決定　山本道則　ＶＳ　ドラゴンマン］




　百道……第二試合。

　Ｙａｍａｔｏ……第四試合。




［第四試合決定　ＡＫＡＲＩ　ＶＳ　Ｙａｍａｔｏ］




　──次は、鋭一だ。

　緊張の面おも持もちで前に出る。思えば、これほど大きな大会で勝ち残るのは初めてのことだ。流石はデュエル・ルール、規模が違ちがう。だが、あまりぎこちなくするのも良くない。後ろでは葵がそわそわと見守っている。彼女にまで緊張を伝でん播ぱさせたくはない。

　鋭一は腹を決めてボタンを押した。さあ、どうなる？

　Ａ１……第二試合。




［第二試合決定　百道　ＶＳ　Ａ１］




「げっ……！」

「ほう」

　互たがいに、思わず声が出た。鋭一は振り返る。サングラスで顔を隠かくした謎なぞの人物は、今日も不敵に笑っている。

「こんなに早く、リベンジの機会が貰もらえるとはね」

「……させるかよ」

　鋭一も強しいて笑い返す。

　まったく、運が悪い。事前のシミュレーションをするにはしたが、その効果が最も薄うすい相手が百道だ。当日に何をしでかしてくるか、わからないからである。

　だが、ならば──実力で勝負するまでだ。鋭一は百道から目を逸そらさなかった。




　──一方。

「……むー？」

　葵はこてん、と首を真横に倒たおして困こん惑わくきわまっていた。

　ステージ上では金谷が喋しやべりだし、進行を再開している。

　皆が押したあのボタンを、自分は押さなくて良いのだという。ちょっと悲しい。

　大会のお楽しみをひとつ奪うばわれたようで、少し残念だった。

　しかし……それはそうだ。彼女がクジを引くまでもなく、全すべての組み合わせは決定していた。

　葵は、第一試合。

　しばらく首を倒していた彼女は、自分を見る視線に気が付いてぴくりと反応した。

　視線の主は、髪かみをお団子にまとめた少女である。彼女は葵を舐なめるように観察し、ニヒヒと笑った。

「これはこれは……面白いトコを引けたね☆」

　軽いノリと裏腹に、その佇たたずまいに一いつ切さいの隙すきがないことを、葵は読み取った。

　当然だ。ただの少女ではない。彼女はひとつの流派を背負い、門下生の上に立つ強者。




　──［第一試合　アオイ　ＶＳ　ソウジャン］




　　　　　　　＊＊＊




「……さて。いよいよ本戦の幕開けとなります。最初の試合は『如によ意い道どう』師し範はん代だいＶＳ噂うわさの『ゴースト・キャット』！」

　ステージ横の実じつ況きよう席で、ゴールドラッシュこと金谷が勢いよく喋る。主しゆ催さい者しやである彼が司会や実況をする必要もないのだが、喋るのは彼の趣しゆ味みのようなものだ。

　四試合同時進行だった予選と違い、今日の本戦からは一試合ずつ進行し、実況と解説もつく。まさにスポーツの大会のような盛り上がりだ。

「この組み合わせ、どう見ますか？　解説の『Ｚ』選手」

「いーなー、二人ともかわいーなー。何で俺、一位なのに女っ気とかないんだろう」

「安やす田だ」

　愚ぐ痴ちを垂れるチャンピオンを、金谷はひとにらみで黙だまらせた。眼鏡のレンズが冷れい徹てつに光る。安田は咳せきばらいを一つし、

「──えー、まあ。アレです。『如意道』。ＶＲ上で格かく闘とう流派作ろうってのは面白いよな。柔じゆう道どうとか空手と違って、プラネットのための戦い方に特化してるし」

「なるほど」

「実際ホラ、あいつの師し匠しよう……八位の長ちよう柳りゆう斎さいな。ウンザリするほど強いじゃん。もし、ソウジャンがあのレベルの使い手だとすると──そこらのＢランクじゃ、触さわらせてすら貰えないかもな」

　ステージ上、ソウジャンを操あやつる中の人こと二につ田た美み羽うは余よ裕ゆうたっぷりな表情で準備運動がてら両手をブラブラと振り、葵のほうを見る。艶つややかな黒髪をお団子にまとめ、スラリとした身体からだが魅み力りよく的な女性。葵よりは少し年上だろうか。

「ふむふむ。この子が『ゴースト・キャット』ね……。とてもそんなキケンな子には見えないけど──」

「？」

「──ま、それは私も同じか」

　ぐい、と伸のびをしてニッと笑う。まるで「自分もキケンだぞ」と示しているかのようなセリフだ。

　葵は聞こえているのかいないのか、じっと立って待つ。

　それから向かい合う二人は、大会スタッフから手て渡わたされたゴーグルを被かぶった。

「……良かった。大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　選手控ひかえ室しつのモニタで試合を見守る鋭一は安あん堵どした。葵に、予選の時のような緊張は見られない。ということは……後は、彼女の持つチカラを、存分に発揮してもらうだけだ。

　試合場にライトが当たる。二人のファイターがＶＲ空間にダイブする。

　そして──いつものプラネットの大地に、「アオイ」と「ソウジャン」が降り立った。

　［ＤＵＥＬ ＲＵＬＥ １ｏｎ１］

　［ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ　ＴＯＵＲＮＡＭＥＮＴ　１ＳＴ　ＲＯＵＮＤ］

　黒くろ猫ねこの少女アバター、アオイは既すでに暗殺者の目になっていた。もう随ずい分ぶんとゲームにも慣れたのだろう。このメッセージが表示されたタイミングで、彼女は戦闘モードに入れるようになっていた。

　一方、チャイナドレスを身にまとった華か麗れいな女性アバター、ソウジャンは笑えみを崩くずさない。あくまで自然体、いつもの表情。それもまた、彼女の熟練を表すものだった。このゲームにどっぷり浸つかった覚醒者アウエイクにとって、戦いはもはや日常だ。

　［ＲＥＡＤＹ］

　両者は構えを取る。アオイは両手をだらりと下げ、目は相手を見み据すえる。ソウジャンは右半身を前に、ゆらりと腕うでを持ち上げる。

　わずかな静せい寂じやく。客席のざわめきもここまでは聞こえない。その、一いつ瞬しゆん後。

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　試合が、始まった。

　……と、同時！

「!?　手……！」

　アオイの眼前には、既にソウジャンの右手が迫せまっていた。

「はッ！」

　裂れつ昂ぱくの気合とともに掌しよう底ていが放たれる。アオイはギリギリで察知し飛びのいたが、鼻先にわずかな衝しよう撃げきを受けＨＰが削けずられる。恐おそるべき先制技わざだ。

　相手の体はまだ遠い。なのに、手だけが襲おそってきた。それが意味することとは？

　スキル〈伸しん縮しゆく腕〉。ソウジャンの腕が、長く伸びている。

　〈伸縮腕〉の伸びる速度は、決して速くはない。だから初心者が軽はずみにこのスキルを使うと伸びている最中の隙を突つかれ、腕を折られてしまうこともある。

　だから、「如意道」では伝授されている。相手の虚きよを突いて腕を伸ばすための技術が。

　構えの時点でゆらりと腕を持ち上げていたソウジャン。その動きが準備だった。そのまま試合は開始され、持ち上げていた腕は動きを止めぬまま、いつのまにか伸び始めていた。

「いいねえ☆　久々に初うい々ういしいリアクション見たよ」

　さらにソウジャンは、アオイの真正面を寸すん分ぶん違たがわず陣じん取どっている。相手との角度が少しでもナナメになれば、腕が伸びているのは見えやすい。こういった細かい立ち回りにも、流派の教えが生きている。

「……キミのことは、流派こつちでも噂になってるよ。ウチも一人やられてるしねー。もう覚えてないかナ？」

「……あ。腕が、伸びる人……！」

　アオイは思い出したらしく、頭部の猫耳をぴんと立てる。まだプラネットを始めたばかりの頃ころではあるが、確かに彼女はＣランクで「如意道」の門下生を一人、倒していた。

「あいつもねー、ようやくＣで１０００ポイント貯ためて調子に乗ってたみたいだから、慢まん心しんもあったとは思うけども。ま、そういうワケで──」

　だが。このソウジャンは、Ｃランク程度の使い手とは、レベルが違う。

「落とし前ってやつ、つけさせて貰おっか？」

「……！　ううん」

　ソウジャンの放つプレッシャーを、角度なしの文字通り真正面から受けて。

　葵は首を横に振ふった。そわそわと体を揺ゆらし、猫耳をぴくぴくと動かしながら。

「わたしは、負けない……！」

　強きよう者しやのプレッシャーに、暗殺者の殺気で応こたえる！

　そして、駆かけ出す。アオイは斜ななめ前に出た。距きよ離りをとっていては不利だ。

　が──

「いやいや。悪いけど、キミと近距離でやり合う気はないよ、ゴースト・キャット」

　タイミングを合わせてソウジャンは飛び離はなれる。

「『汝なんじが我に触ふれるのは許されない。我からのみ、汝に触れる』……ってね」

　師匠の言葉を引用する。互いの距離は変わらない。

　アオイは手を伸ばす。相手の、伸びた腕さえ摑んでしまえば……！　しかし、それすらさせて貰えない。既にソウジャンの右腕は縮み始めていた。

「『届かぬ者は、届く者には勝てぬ。それが理ことわりである』」

　そしてその間にソウジャンは、逆の腕を伸ばしている。左手がアオイの胸むな元もとに迫る。

　アオイからソウジャンへは届かない。だがソウジャンからは、届く──！

「くらえっ」

「……っ。させ、ない……！」

　ソウジャンは遥はるか遠くで足を踏ふみしめる。同時に左手で、掌しよう打だ！　これが如意道の奥おう義ぎの一つ。至近距離でしかありえない打だ撃げきを遠くから繰くり出す「長ちよう腕わん八はつ極きよく拳けん」！

　アオイはギリギリで自らの腕を滑すべり込ませ、ガードする。それでもＨＰは相応に削られている。相手の技の破は壊かい力が高いのだ。おそらくアバター性能もパワーに振っているのだろう。このままでは一方的に削られてジリ貧ひんだ。

「…………つよい」

　アオイは呟つぶやいた。現実ではありえない長い腕。それを現実のように使いこなす相手。

　鋭一は、強かった。以前に戦った百道やユキオも強かった。そして、このソウジャンも。

　ここには、プラネットには、そんな相手がたくさんいる。

　アオイが……一いつ色しき葵が。暗殺拳を使って、全力で遊べる相手が！

「つよい。あなたは、つよい……」

「？　そりゃそうよ」

　アオイは顔を上げた。劣れつ勢せいに見える戦せん況きようの中、それでもなお、瞳ひとみを輝かがやかせて。

　頭部の猫耳がぴんと張る。そして一度は緩んだ彼女の目つきが、暗殺者のそれに戻った。

「つよいと、楽しい……！」

　アオイは再び、前へ。ソウジャンはさっきと同じに飛び離れる。攻こう撃げきに使った左腕は既に引き戻もどし、反対に右腕を伸ばす。交こう互ごに腕を伸ばし、遠距離のまま戦う。相手にはなにもさせない。それが如意道の理念。

　ソウジャンはアオイの真正面の位置を保ち、試合展開を「遠・近」の一次元に固定する。再び伸びた右腕がアオイの顔面を狙ねらう。一歩踏み込むべく足を浮うかせる。そして渾こん身しんの一撃を……




　そこで、ソウジャンはアオイの姿を見失った。




「なに……ッ!?」

　キュッ、と、短い音がした。それは地を蹴ける音だった。ソウジャンの攻撃が当たるか当たらないかの、ほんの一瞬。その瞬間に……アオイは、ゼロ秒で真横に移動していた。

　──墨ぼく式しき「川ながれ」！

　そう。このアオイもまた、「現実ではありえない技」を使うファイターだ。

「何だ!?」「え？　〈ショートワープ〉？　じゃないよね？」「発動前の硬こう直ちよくもなかったぞ!?」

　観客席も騒そう然ぜんとしていた。また、実況席も反応する。平然とした表情で試合を眺ながめていたチャンピオン「Ｚ」……安田は、思わず身を乗り出した。

「今のは……？　あんなスキル、存在しねえぞ……？」

　一方、選手控室で鋭一はニヤリと笑った。

「──いいぞ、葵」

　アオイはソウジャンの右腕の真横に突とつ如じよ出現した。本来ならアオイの顔面に命中していたはずの右手。そして、その後すぐに引っ込めるはずだった右手だ。だが驚きよう愕がくのあまり、腕を縮めるのが遅おくれた。それはアオイにとって、絶好の隙すきだった。

「ふふ」

　アオイが、笑った。楽しんでいる。彼女はすぐ隣となりに残っていたソウジャンの右腕を摑つかんだ。アオイに、摑まれる。それは何を意味するか。

「──やあッ」

　アオイは腕に力をこめ、強く引いた。遠くにいるソウジャンがバランスを崩す。そのままアオイは一本背負いの要領で、相手を振り回す。ちょうどソウジャンが予選で、相手を振り回したように！

「ぎっ……いいいいいい!?」

　強い遠心力がかかり、ソウジャンは脱だつ出しゆつすることができない。まるで自らの技をかけられているかのようだ。地面が近づく。脳天を叩たたきつけられる！

　彼女はかろうじて左腕で受け身をとり、最悪の事態は免まぬがれた。しかし……これで片腕が、死んだ。しかも、それと同時。

　投げ技を終えた葵は、既にもう目の前にいた。懐ふところに潜もぐられると、〈伸縮腕〉は役に立たない。

「なるほど。こいつぁ……強いや」

　ソウジャンは目を閉じた。どうやら勝負は、決した。

　倒たおれた胴どう体たいの鳩尾みぞおちに蹴りを叩き込まれ、中ちゆう華か風ふうの女性アバターは爆ばく発はつした。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］

　そして中空に、試合結果が表示される。

「ありがとう、たのしかった」

　プラネットの大地に残された黒くろ猫ねこの少女は、相手の爆発跡あとに向かって、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。




「いや～～～！　やっられたな～～～～～!!」

　ゴーグルを外し、ソウジャンこと二田美羽が汗あせをぬぐう。

　テーブルを挟はさんだ向かい側では、同じくゴーグルを外した一色葵がキョトンとしている。

　周囲では観客が、実況が、騒さわがしく声を出している。もうステージを去っても良いのだろうか？　首を傾かたむける。

　美羽はそんな彼女にも構わず、葵に近づいた。そして思い切り、頭を撫なでた。

「わっ」

「見たこともない動きするよね～～お嬢じようちゃん。何者？　私に勝っちゃうなんて相当だぜ。ねえウチの流派入らない？　腕とか伸のばすの興味ない？」

「？？？」

　質問の波状攻撃に、葵はますます首を傾ける。ただ、負けたにもかかわらず美羽が好意を持ってくれているのは間ま違ちがいないようだ。

「あ～あ。でも、これで沖おき縄なわ旅行はパアかあ。ちょっと勿もつ体たいないなあ。葵ちゃん、だっけ。旅行だけでも譲ゆずってくんない？　な～んて……」

　彼女が冗じよう談だんを口にした、その時だった。葵が初めてぴくり、と反応した。

「……それは、だめ」

「ＯオＨー、断られた」

「わたし、鋭一と、沖縄いきたい……」

　葵は少しうつむき、ぽつりと言った。だがそれを聞き逃す美羽ではない。

「ん!?　興味深いワードが聞こえたね。なになに!?　好きな人いるの!?」

「えっと、鋭一は、わたしの……」

　葵は言いかけた。二人の関係を。それを見て控ひかえ室しつの鋭一は大いに慌あわてた。

「えッ……言うの？　ここで!?」

「なんだ。言っちゃえばいいじゃん」

　隣に座る珠たま姫きは気楽なものである。むしろ宣言したほうが売名になるとの考えだろう。

　百道の生放送では、タッグは組んでいたものの「付き合っている」と明言はしなかった。ここで宣言してしまえば、大会中ずっと変な目で見られるのは確定だ！

　……が、葵の言葉は大会運営に遮さえぎられた。

「あの、そろそろ次の試合なんで……」

「あ、はい」

　係員に連れられて葵はステージを下ろされる。それで美羽との会話も打ち切りになった。

「なァーんだ、惜おしいなあ。いやーでも面おも白しろい子だったわ。プラネットも広いね」

　美羽は再び伸びをして、葵を見送った。

　プラネットは広い。広いからこそ、面白いのだ。




　　　　　　　＊＊＊




「さて……番ばん狂くるわせ、と言っていいでしょう。師し範はん代だいソウジャン、ここで敗退！　あれだけしっかりしたスタイルを持った覚醒者アウエイクを倒せるからには……『ゴースト・キャット』。これは本物だ。いかがですか『Ｚ』選手」

「……あの動き……俺ならどう対処……〈空くう歩ほ〉？　いや……」

「オイ安田？」

「あっ、ハイハイ!?」

「ゴースト・キャットの印象を聞いてんだよ。客席に聞こえるように言ってくれんか？」

「あー、猫ねこなんて、そんな可愛かわいらしいモンかね。俺には虎とらに見えるわ」

　つい先ほどまで珍めずらしく鬼き気き迫せまる表情で何か呟いていたチャンピオンは、結局すぐにいつもの顔に戻っていた。

「ビビってるとモテないぞ安田君。女っ気が欲ほしいんじゃなかったのかね」

「うるせー。そっちこそ、お熱の女子高生社長から見向きもされてねークセに」

「……ギャラは半額カットくらいでいいかね？」

　実況席では、相も変わらず漫まん才ざいのような解説が行われていた。安田は都合が悪くなったので、咳せきばらいをひとつした。

「コホン。つまりだな、あの『アオイ』はそのくらい恐おそろしいことをしたってワケよ。あの瞬間移動みたいなのがあるとないとじゃ、相手側の作戦が大きく変わる」

「……ソウジャンは初見殺しを食くらった、と？」

「そう言えるかもな。でも、ま、ゲームじゃ初見殺しはつきものだ。何がきても対応できるようにしておかないと」

「なるほど。安田君は突とつ然ぜん、虎がきても対応してくれるそうです。さて次の試合は……」

「てめェ酷ひどいまとめ方するな!?」

「次は、まさにその『初見殺し』の権ごん化げが登場だ。今日は何を見せてくれるのか？　人気ゲーム実況者──百道！」

　葵と美羽が去り、次の試合の準備が進められる中央ステージ。

　客席からの歓かん声せいが降り注ぐそこに──次の戦士が、現れる。




　ピッピッピー　ピピッピピー

　ドンドコドンドコ　ドンドコドンドコ




　南国を思わせるリズムとともに、その戦士は現れた。

　パーカーにジーンズ、そこまではいつも通り。

　だがその者はキリンのかぶりもので顔を隠かくし、そして！

　全身にサンバ衣い装しようのような羽は根ね飾かざりをつけ、腰こしを揺ゆらしながら登場した。意味不明！

「ヘイヘ～イ！　キリンのサンバ～！」

　テーブルを挟んで立ち、試合に向けて精神統一していた少年は、その一言で思い切りズッコケてひっくり返り、何もかもが台無しになった。

「な……何がキリンで、なんでサンバだよ!?」

　鋭一は涙なみだ目めで人差し指をつきつけた。当たり前だが、そんなツッコミをしたのは生まれて初めてだ。

「キリンがサンバしてるから、当然キリンのサンバではないのかね君ィ」

　相手の集中を崩くずすことに成功したキリンは、満足げにステージに立った。

「まあ、ジャマだからこれはもう取るんだけど」

　そして不ふ審しん者は当然のごとくキリンを脱ぬぎ、傍かたわらに置いた。観客席から笑いが漏もれる。相変わらず、盤ばん外がい戦術上等といったところか。

　キリンの中から現れた、サングラスをかけた人物は銀ぎん髪ぱつをサラリと風に流しながら喋しやべり始めた。

「ご無ぶ沙さ汰ただね、Ａ１くん。先日はどうも。あれからも楽しく戦えてるかい？」

「よ、余計なお世話だよ……」

「どう？　もっと楽しくする？　この衣装着る？」

　百道は全身につけた羽根飾りをうっとうしそうに外しては鋭一に渡わたそうとし、拒きよ否ひされた。鋭一は呼吸を整えて真しん剣けんな表情を作り──答える。

「……ご心配なく」

「ほう」

「そんなもんつけなくても……俺は、楽しいからな」

「ハハ、そりゃ良かった」

　会話の中、会場のスタッフから二人にゴーグルが手渡された。百道はゴーグルをつけるためにサングラスを取り……滅めつ多たに見せない生の瞳ひとみで鋭一を見る。

「なら……その楽しさ、試合で見せて貰もらおうか。今回も神回で頼たのむよ？」

　そして戦いの舞ぶ台たいとなる大地に、二人の戦士が降り立った。




　白いバトルジャケットを身にまとった少年アバター、Ａ１は戦せん闘とう開始に備えるべく、前を見み据すえる。

　前を見据えて──再度、噴ふき出した。

「こ、この野や郎ろう～～～！」

　彼の目の前に降り立った存在とは。

　シュノーケルと水中ゴーグルを装着し、浮うき輪わを小こ脇わきに抱かかえた「魔ま王おう」だった！

「クハハハハハ。夏の魔王・バカンスフォームにて参上！」

「まだ夏には大分早えーーよ！」

　以前タッグバトルで倒した、百道の勝負アバターと噂うわさされる「魔王」……それが、謎なぞの小道具とともに堂々と立っている。絵え面づらが間ま抜ぬけすぎて直視できない。

　客席からは笑い声も聞こえてくる。実じつ況きよう席もまたリアクションした。

「これだよ。コイツの、こういうとこだよ……。あと俺より人気取るなよ！」

　安田は頭を抱えて憤いきどおり、

「いやいや。大会さえ盛り上げてくれるなら何でもアリだとも」

　金谷は歓かん迎げいだとばかりに頷うなずいた。

　そうしているうちに──

　［ＲＥＡＤＹ］

　よりにもよってこんなタイミングで、試合開始の合図が始まってしまった。

　Ａ１は大慌てで構えを取る。これも百道の計算のうちだというのか？

　集中が定まりきらぬ中──

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　戦いが、始まった。

　先に動いたのは、百道！　猛もうスピードでＡ１に襲おそい掛かかる。

「さあ……ワクワクの夏休みの始まりだ！」

　浮き輪こそあるが、動きはいつもの機き敏びんなものだ。魔王の巨きよ体たいが跳とびあがる。片手で、浮き輪を振ふりかざしながら。

「そんなモンで……何しようってんだよ！」

　ギリギリでサドンデスの構えを整えたＡ１はいつも通りに両りよう肘ひじを引き、前ぜん傾けい姿勢。相手に顔面以外を狙ねらわせない構えだ。

　集中を乱されはしたが、どんな攻こう撃げきであれ避さけてみせる。

　そこへ、百道が腕うでを振り下ろす。当然狙いは顔面。浮き輪の分だけリーチが長いが、Ａ１は難なく見切ってかわす。攻撃を終えた百道が着地する。今だ。

　──〈フラッシュ〉！

　相手の目をくらますＡ１の定番スキルが発動した。モノが光であるだけに、これはかわしようがない。閃せん光こうをまともに受けた百道は……

　浮き輪を顔の前に構え、防ぼう御ぎよしていた！

　光が、浮き輪のビニールを通って分散してゆく。これがスキル〈武具：浮き輪〉の使い道というわけだ。〈フラッシュ〉対策！

　Ａ１の至近距きよ離りに立つ百道はしっかりと両目で相手を見る。見えている。そして浮き輪を持たない左手を振りかぶり、重さの乗った魔腕黒龍拳ストレートパンチを繰くり出す。

「クハハハハ……バカンスの力を甘く見たか──」

　が。

　魔王の腕はＡ１の肩かたの横を通り過ぎていた。そして、カウンターするようにＡ１の掌しよう底ていが、魔王の脇わき腹ばらを捉とらえていた。

「……何だと？」

「魔王様が光属性を怖こわがるのは、わかるけどな。俺は別に、光そのもので攻撃するわけじゃないんで」

　閃光はあくまで補助。Ａ１をサドンデス王者たらしめている強さは、その本質はそこではない。

　敵の攻撃を見切り、こちらの攻撃を当てる。その地力こそが、彼がこれまで孤こ独どくな「レベル上げ」によって磨みがいてきたものだ。

　さらにＡ１はこのタイミングで〈ショートワープ〉を発動。後退し、百道と距離を取る。そして仕切り直しつつ、口を開いた。

「初撃。決めたぜ」

　Ａ１の決めゼリフに、観客席が沸わいた。

「ほおう。いい盛り上がりだ……！　だが……まだ夏は始まったばかりよ」

　百道は不敵な笑えみを作った。もちろん試合はまだまだ終わってはいない。魔王は再度、前へ。浮き輪を盾たてに突とつ撃げきする！

　〈フラッシュ〉は通じない。Ａ１は飛び離はなれてかわすしかない。横っ飛びで回かい避ひし、敵の側面に掌底を叩たたき込もうとする。それを、百道は浮き輪でガードする。

　──ズボッ。

「え」

　魔王がニヤリと笑う。Ａ１の腕は、浮き輪の穴にすっぽりと嵌はまってしまっていた。

「掌底、封ふうじたり！」

　百道は浮き輪を摑つかみ、Ａ１の腕を拘こう束そくしたまま反はん撃げきする。魔尖山エルボーが入る！

「ぐっ……！」

　思った以上に、浮き輪の使い方を考えてきている。Ａ１はなんとか腕を引き抜ぬき、離れる。ここで〈ショートワープ〉は使えない。発動の直前に全身が硬こう直ちよくするデメリットがあるからだ。その間に何発も殴なぐられてしまうだろう。

　百道は、再び浮き輪を構えながら追ってくる。Ａ１は覚かく悟ごを決めた。

　サドンデスの構えをとる。敵が腕を振り上げて迫せまる。顔面狙いの攻撃がくる。




　それを……額で、あえて受ける！




「な……ッ!?」

「いやー痛ってェ……。でも」

　ダメージは大きい。ＨＰは相応に減る。だが……これまで、ほぼすべての攻撃をかわしてきたＡ１が「あえて受ける」のは完全に予想外のはずだ。百道の動きが止まる。

「これはサドンデスじゃないから……まだ終わりじゃないんだよな」

　Ａ１は止まった百道の胴どう体たいに、渾こん身しんの掌底を叩き込んだ。

　クリーンヒットだ。客席から歓声。魔王の巨体が後ずさる！

「ぐッ……貴様、あと何回そういうカッコいいセリフを言うつもりだ……？」

「俺が勝ったら終わりにしてやるさ」

　軽口を叩きつつ、百道はＨＰゲージを確かく認にんする。そして、わずかに目を見開いた。

「これは……？」

　残りＨＰ、三割。減りすぎだ。

　Ａ１のパラメータは、スピードに全振りの「３」で間ま違ちがいないはず。それがなぜ、これほどの攻撃力を持っている？　タッグバトルの時もこんなことは無かった。

　だがＡ１は予選でも、たった三発で試合を決めていた。彼の攻撃力が強化されているのは間違いないだろう。

　Ａ１が再び構えを取る。百道も応じるように構える。理由が何であれ、これ以上攻撃を受けるわけにはいかない。

　プレッシャーをかけるように、Ａ１が前に出る。百道は……その場で跳びあがった。さらに中空を蹴けって二段ジャンプ。スキル〈空くう歩ほ〉！

「クハハハ、こうなれば大おお技わざで勝負させてもらうぞ。幻影空襲ジヤンピングニー！」

「──っ！　その、くらい……！」

　全体重をかけた膝ひざがＡ１の顔面に迫る。凄すさまじい風圧を顔に浴び、しかし……Ａ１はそれを、紙かみ一ひと重えでかわす。

　体を大きく傾かたむけて回避したＡ１の真横に、魔王が着地する。百道は、体勢の崩れたＡ１のほうへ向き直る。

　空中攻撃は囮おとりだった。本当の狙いは、Ａ１のバランスを崩すこと。

　百道が右腕を構える。Ａ１も緊きん急きゆうで両腕を引き、掌底の予備動作。どちらが先に攻撃を当てる？　至近距離で二人の動きが交こう錯さくし──




　──ゾクリ。




　その瞬しゆん間かんに百道が感じた悪お寒かんは、以前にも味わった覚えのあるものだった。

　似ている。黒くろ猫ねこの、少女。以前のタッグバトルでゴースト・キャットから受けた、あの戦せん慄りつに──！

　殺気、と呼ばれるもの。相手を殺してやるという意志が、いわゆる「気」のごとく実体を得たもの。

　アオイよりは幾いく分ぶん控ひかえめなものの、少年の体から突然放出されたのは間違いなくそれだ。

　そのために百道は一瞬、ほんの一瞬だけ……怯ひるんだ。そして魔ま王おうは見た。

　Ａ１の手が、掌底の形をしていない。その手はピースサインの形をとっていた。

「……バカな。それは」

　言葉はそこまでだった。Ａ１の二本指が突つき出される。意表を突いたタイミングでの、真正面からの瞬速奇き襲しゆう！　これは、まるで……

「墨ぼく式しき、『一おもて』……ってか？　五十点だけどな」

　Ａ１の指は、百道の両目をわずかに外れた。視力を奪うばうには至らない。

　だが重要なのは、意表を突いたということだ。今、百道には隙すきがある。だからＡ１には、どこを狙うべきかわかる。

　葵が、教えてくれたのだ。「人を殺すため」の、人体の急所。それはプラネットにおいてはそのまま、ダメージ計算の大きい箇か所しよとなる。

　Ａ１は、顔を狙われてガードの甘くなった百道の鳩尾みぞおちに、正確な掌底を叩き込んだ。鍛きたえてきたＡ１の実力に「暗殺拳けん」の基き礎そが合わさった、進化した一撃だった。

　魔王の巨体が後方へ吹ふき飛ぶ！

「クハ……クハハハハ！　いいだろう」

　百道は嗤わらった。ＨＰゲージを横目で確認する。そして、

「今回も……神回、ということにしてやる！」

　その一言を最後に、爆ばく発はつした。Ａ１の、勝利だ。

「どうせなら毎回、神レベルになりたいもんだけどな」

　Ａ１は爆風を見送りつつ、拳こぶしを握にぎった。




　　　　　　　＊＊＊




「っちゃ～～～！　いや～惜おしくもヤラレてしまいました。季節感を間違えたのが敗因ですかね？」

　試合が終わるなり、百道はスマホで自らの姿を動画撮さつ影えいしながら、せわしなく喋しやべり続けている。後でトーナメントの振り返り動画などを編集するつもりなのだろう。

「だいたいＡ１が強い！　絶対こないだより強い！　これは悔くやしいですね～リベンジしたいですね～～。ねえ？」

　そして百道は、鋭一にスマホを向けた。コメントを求めている！

「そこで俺に振るの!?」

「ホラホラ何でもいいから」

「あー、そうだな……また戦やろう、ってのは、もちろん構わないけど」

　鋭一は少し考えるように目を閉じ、それから百道に視線を送り、言った。

「──次は、本気でやってくれるんだろうな？」

　百道の顔を見る。サングラスの奥の瞳ひとみは見えない。だが、この配信者はフッ、と少し。本当に少しだけ笑い……鋭一に背を向けて振り返った。

「さて、何のことかね～～？」

「……食えない奴やつだなァ」

　鋭一は苦笑いした。

　今日の、「夏の魔王・バカンスフォーム」。スキル〈フラッシュ〉を持つＡ１対策としては中々のものであったし、機能もしていた。だが……ガチの格かく闘とう戦になれば、流石さすがに浮うき輪わは邪じや魔まだろう。

　百道の本気は、こんなものではないはずなのだ。つまり今日、奴は遊んでいた。

「……いや。でも、今日勝ったのは、俺だ」

　だが、通用はしていた。あの百道を相手に、タイマンで。それは確実だろう。葵に教わった「技」も、実戦で使えた。

　覚醒者アウエイク「Ａ１」は、もはやサドンデスの王者というだけの存在ではない。間違いなくデュエル・ルールの有力ファイターとなったのだ。

　事実……観客席からは、どよめきにも似た声が上がっていた。

「も、百道が負け……!?」「Ａ１、掌しよう底てい以外を使ったぞ」「目め潰つぶし……？　実戦であんな技が使えるモンなのか」

　そして彼に注目するのは、外野の観衆だけではない。

　次の試合を控ひかえ、ステージの脇わきに待機する者たち。この後、今日にでもＡ１と戦う可能性のある選手たちもまた、試合内容に目を光らせていた。

「アオイに、Ａ１……。妙みような技を使うな。現代の格闘技にはない技だ」

　腕うでを組んで鋭するどい目を向けるのは、本人も現げん役えき格闘家である優勝候補・山本道則。

　さらに──

「……凄すごい、百道に勝つなんて……！」

　思わず手を叩たたいて喜びかけ、アイドルの少女はその手を止めた。

「──じゃなかった。そうね、でも、やるじゃん……！」

　態度を『ライバル用』に改める。今日の天あま野のアカリは優勝を目指す、一人の挑ちよう戦せん者だ。この大会はすべて一対一。ここに「味方」はいない。周りはすべて敵だ。彼女は両手を胸の前で握り、自分に言い聞かせる。

「私は、この大会で……『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』に、なるんだから」




　　　　　　　＊＊＊




　続けて行われた一回戦、第三試合。

　これは明確に一方的な試合になった。

「Ｎｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ────!!」

　竜りゆう頭とうを持ち、ウロコ模様の肌はだに爪つめと牙きばを備えた竜人のアバター「ドラゴンマン」。羽と尻しつ尾ぽもしっかりと再現されている。

　メインスキルは〈爪そう牙が〉。一撃の威い力りよくは通常の拳を上回る。そして何より特とく徴ちよう的なのが……〈武具：尻尾〉を取得している点だ。

　しっかりと攻こう撃げき判定を持つその尾おは、貴重な背後への攻撃手段であり、第三の腕であり、三本目の足でもある。人体にないパーツのためコントロールは至難を極きわめるとされるが、それだけ価値のあるものである。

　──が。そのドラゴンマンが、山本道則には手も足も尾も出ない！

「なるほど面おも白しろい。さすがに尻尾の生えてるヤツなんざ、リこンつグちにもいなかった」

　言いつつ、山本は至近距きよ離りで爪の一撃を捌さばく。

「が……手と足がある相手なら、こっちの技は使えるんでな」

「Ｎｏ……！　Ｎｏ……！　Ｏｈ　ｍｙ　Ｇｏｄ……！」

　そのまま敵の腕を摑つかみ、バランスを崩くずして投げを打つ。竜の背が地面に叩きつけられる。熟練の動き。

　爪も、牙も、尾も、相手に触ふれられないのなら意味がない！

　山本は倒たおれたドラゴンマンに接近し、マウントを取ろうとした。だがそこで……追いつめられた竜人の反はん抗こうにあう。

「Ｇｏａ……ａａａａａａａａａａａ!!」

「ぬう……ッ!?」

　竜の口から赤い飛ひ沫まつが噴ふき出す。スキル〈ミスト〉を用い、炎ほのおを模した赤い霧きりだ。山本の視界が赤く染まる。その隙にドラゴンマンはマウントを脱だつし、距離を取る。

　実力差を肌で感じたドラゴンマンは、大技に賭かけることにした。

　あたりを覆おおう真しん紅くの霧。そこから竜人の影かげが、回転しながら躍おどり出る！

　必殺の、飛び後ろ回し蹴り。僅わずかでも触れれば、足の爪で引き裂さかれてしまう恐おそるべき蹴り技だ。

　山本はそれを……爪の先せん端たんまで見切り、かわした。格闘家であるからには当然、見切りも一流である。

　──が！　そこに追加で迫せまる竜の尾ドラゴンテール！

　回し蹴りが通り過ぎれば、当然次に現れるのは尻尾である。不意打ちで何人もの覚醒者アウエイクを沈しずめてきた伏ふく兵へいだ。

「Ａｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ!!　Ｉ……Ｉ　ａｍ……Ｄｒａｇｏｎ‐ｍａｎ!!」

　竜が咆ほう哮こうする！　遠心力を乗せた強力な尻尾は山本の憎にくき片腕をついに打ち据すえ……




　そこをそのまま摑まれた。




「いい技だ。だが不用意だったな」

「Ｗｈａｔ!?」

　山本は捕つかまえた尻尾を強く引き、ドラゴンマンを地面に引き倒した。そして流れるように素す早ばやく馬乗りになり、マウントを取る。

「Ｎｏ…………！」

　ドラゴンマンは抜ぬけ出そうと手足を動かす。爪の先でも相手に刺ささればまだダメージを与あたえられる。だが山本はそれを許さない。馬乗りになる際、両りよう膝ひざで敵の両りよう腕うでを押さえてしまっている。こうなってはどうしようもない。

　山本は無言で拳を振りかぶる。

「Ｗａｉｔ……!!　Ｗａｉｔ……ｗａｉｔｗａｉｔｗａｉｔｗａｉｔ」

　そして竜人の訴うつたえに耳を貸さず、拳を振り下ろした。

「どうだい？　人間様もなかなかやるもんだろう」

　爆発した竜人のアバターを見下ろし、山本は言った。

　彼は、スキルを一いつ切さい使わない。まさに彼の強さは……人間の強さなのだ。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＹＡＭＡＭＯＴＯ］




　　　　　　　＊＊＊




「さあ、いっくよー！」

　この試合何度目かのアピール。鳴り響ひびく「虹にじ色いろSub-Mission」。

　人差し指を天高く掲かかげ、アイドルアバター「ＡＫＡＲＩ」はステップを踏ふむ。

　可愛かわいらしいダンスのようなその動きは、左右へのフェイントを兼かねている。

　だがそれでも……目の前の相手は、不動。

「いくら騒さわがしくとも構わん……どこからでも、かかってくるが良い」

　Ｙａｍａｔｏは両足をどっしりと構え、右手を引いたまま動かない。不用意に近づけば、渾こん身しんの空から手て技わざの餌え食じきになってしまうだろう。

　一回戦第四試合は、膠こう着ちやくしつつあった。

「ちっ、ノリの悪い相手ね……どう料理しちゃおっかな」

　ＡＫＡＲＩは不満げに舌をなめずる。素の顔が出かけている。もっとも、この好戦的な表情のほうを好むファンもまた多いのだが。

（うーん……困ったな。コイツの対策、ちゃんと考えてなかったわ……）

　強気な言葉の裏で、彼女は考えていた。

（山本に百道、ヤバイのはもっと一いつ杯ぱいいたもん。ま、しょーがない。頑がん張ばるしかないよね）

　ＡＫＡＲＩは目つきを鋭くする。愛あい嬌きようを振りまくだけではない、彼女の考える「戦うヒロイン」の目に。

（コイツをどうするか……）

（今から）

（考える）

　そして彼女は瞬しゆん時じに、思考の海に没ぼつ入にゆうした。

　天野アカリはもともと頭の良い少女である。学校の成績も良いほうで、鋭一にも「勉強教えてあげてもいいけど」と言っていた。歌もダンスも髪かみの手入れも、自分で学んで身につけた。

　そしてもちろん、その思考力を、戦闘に活いかすこともできる。

　一秒にも満たない時間の後。ＡＫＡＲＩは顔を上げた。

「……よし、いける！」

　ＡＫＡＲＩは加速した。「待ち」を決め込んだＹａｍａｔｏを攪かく乱らんするように、大きく右へ跳とぶ。相手はそれに合わせて向きを変える。その、直後。

　ＡＫＡＲＩの動きがピタリ、と止まる。

　ほんの一瞬の停止。これは、あるスキルの予兆を示している。一瞬の「溜ため」を必要とするのがそのスキルの制約なのだ。

　そのスキルとは？　彼女は今まで、誰だれの背中を追ってきたか？

　ＹａｍａｔｏがＡＫＡＲＩを再び正面に捉とらえなおすのと同時。

　彼女の姿が消えた。




　──〈ショートワープ〉！




「……つ　か　ま　え　た♥」

　Ｙａｍａｔｏの耳元でアイドルが囁ささやく。彼女は相手の左脇に着地していた。

　右に注意を向け、相手を動かし、その逆をつく。スキルまで使った大おお掛がかりなフェイントは、完かん璧ぺきに決まった。

　目の前には相手の右腕がある。関節技の使い手からすれば、それは美お味いしい美味しい骨付き肉だ。ＡＫＡＲＩは両手でその腕を取り、肘ひじを極きめて破は壊かいした。

「──ぐうッ」

「ごちそうさま☆」

　未いまだ成長中の身とはいえ……ＡＫＡＲＩは十分に、この大会で通用する覚醒者アウエイクであるのだ。彼女は自じ慢まんげにウインクした。客席全部に、そして選手控ひかえ室しつで見ているであろう「彼ら」に見せるために……

「何を……油断している？」

「へ？」

　ＡＫＡＲＩのアピールを打ち切る声がした。敵のＨＰはまだ残っていた。彼女は視界の端はしにどうにか捉えた。Ｙａｍａｔｏが残った左腕を引き絞しぼり、パンチの予備動作をするのを。

「くらえ。大和やまと……正せい拳けん!!」

「おわあ!?」

　最大威力の正拳突つきが放たれた。これがＹａｍａｔｏの唯ゆい一いつにして最大の技「大和正拳」。パワーに３振ふった上で、彼の空手の技量の全すべてを乗せた必殺技だ。

　命中すればＨＰの大半を持っていくであろう、超ちよう弩ど級きゆう戦せん艦かんの主しゆ砲ほうのごとき重い重い一発は……アイドルの衣い装しようの一部を裂いて、中空に放たれた。

「……もう！　やってくれるわね！」

　脇わき腹ばらの端に攻撃を受けながら、ＡＫＡＲＩは真横に動いていた。なんとかクリーンヒットは免まぬかれている。結果としてＡＫＡＲＩの目の前には、今……Ｙａｍａｔｏの残った左腕があった。

「そんなに勢いよく手ェ出すなんて……。握あく手しゆだったら、ライブきてくれたら──してあげるから！」

　ファンサービスのような言葉とともに、ＡＫＡＲＩは容よう赦しやなく相手の左腕も破壊した。

　敵アバターが爆ばく発はつする。危ない場面はあったが、勝負ありだ。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＫＡＲＩ］




「──ふう」

　試合を終え、ゴーグルを脱ぬぎ、観客席のファンたちに手を振る。

　ファンたちは喜んでくれている。彼女の勝利を。

　それは良い。それは嬉うれしいことだ。

　……でも。

「まだ……まだだよ」

　一いち撃げきを、受けてしまった。場合によっては負けに繫つながる一撃だった。

　あれではいけない。あれは理想とするヒロインの姿ではない。

「私は──」

　金谷がテンション高く場を盛り上げているが、耳に入らない。

　自分をスカウトしてくれたのは彼だが、彼が必要としているのは「アイドル」としてのＡＫＡＲＩだろう。

　それだけじゃない。自分がなりたいものは、それだけじゃないのに──

　戦いの熱が冷めていないのだろうか。思考がおさまらない。ついつい、考えを続けてしまう。少し、落ち着かないと。

「！　あかりちゃん」

　控室に戻もどると、嬉しそうに反応する声があった。葵だ。

「あかりちゃん、勝った。やっぱり可愛いし、強い──！」

「そ、そう？」

　つい返事する。可愛らしい表情。無む垢くな瞳ひとみ。思わず、小さな頭に手を乗せそうになる。

　……が、アカリはその手をひっこめる。

「ショートワープ、使うなんてなあ。やるじゃん」

　葵の近くには鋭一もいた。その鋭一が……褒ほめてくれている。頰ほおが緩ゆるみそうになる。

　……が、アカリは両手で自らの頰をパチンと叩たたいて表情を戻す。

「わっ、ど、どうした？」

「あかりちゃん……？」

「……当ッたり前でしょ。私は、最強になるんだから……！」

　アカリはどこか必死な目で控室の奥へ歩みを進め、二人から距きよ離りを取る。

「こんな……私は、こんな程度じゃないんだから……」

　アカリの背中越ごしにその言葉を聞き、鋭一は少し違い和わ感かんを覚えた。

　強気な言葉のわりに、彼女の口調がどこか弱めだったからだ。




　トーナメント本戦・一回戦終しゆう了りよう。

　残るは、四人。
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「…………わあ」

　そびえ立つ真っ白なビルを前に、葵あおいが思わず声をあげる。

　ビルといっても、オフィスビルのような無機質なものではない。

　何しろここは……人をもてなすために作られた、ホテルなのだから。

「こんなの用意するとは、なんつーか、流石さすがだな……」

　鋭えい一いちも感かん嘆たんする。「ゴールドラッシュ」のやりそうなことだ。

　大会は本戦の一回戦が終了した。残りの準決勝と決勝は、翌日の日曜に行われる。

　そこで金かね谷やは、ここまで勝ち残った選手たちにホテルを用意したのだ。

　夜にはディナービュッフェもあるようだし、大浴場で疲つかれを取ることもできる。Ｂランクの大会としては随ずい分ぶん豪ごう華かといえた。正直……鋭一も、ちょっとワクワクしている。

「すごい」

　葵が呟つぶやく。その瞳は輝かがやき、頰がわずかに紅潮しているようにすら見える。彼女もかなり興奮しているのか……？　と鋭一が見ていると、

「ほんとに、鋭一とお泊とまり、できちゃう……？」

「あっ、そこに反応してたのか……！」

　鋭一は慌あわてて周囲を見み渡わたす。今の発言を、面めん倒どうなヤツに聞かれると余計な想像をされかねない。幸い周囲に人は多くないが……。

「よかったねえ葵ちゃん。これで一晩中、鋭ちゃんと一いつ緒しよだねえ？」

「──おわあ!?」

　真後ろに知った顔がいた。珠たま姫きだ。

「準決勝に出る選手は個室もらえるんだってよ～？　これはもしかすると、もしかするかもね？」

　余よ裕ゆうたっぷりといった様子で髪をかきあげる。こういった所にも来慣れているのだろう。彼女は「関係者」扱あつかいで一緒に泊まるつもりらしい。

「葵に余計なこと、吹ふき込むなよ」

「あはははは、冗じよう談だん冗じよう談だん。明日も試合はあるワケだからね。あたしだって、ヘンなことして体力使ってほしくはないよ」

「へ、ヘンなことって……？」

「おっと、妙みような想像させちゃった？　まあ、とにかくゆっくり休みなさい。集中しすぎると良くない、って、いつも言ってるでしょ？」

「あ、ああ」

　珠姫は人差し指を顎あごに当てて、煽せん情じよう的にウインクした。言っている内容は至し極ごくまともである。要は心身を休めて体調管理しろ、と言っているのだ。なんだかんだ、そういうところは信しん頼らいが置けると鋭一も思っている。

「お泊まり、お泊まり……」

「葵、中に入ろうぜ。中はもっと、楽しいからさ」

　そわそわと体を揺ゆらす葵の手を引いて、鋭一はうながした。

「うん！」

　葵はぴょんと跳はね、鋭一の腕うでを摑つかんで後に続く。

「はあー。ラブラブなこって」

　さらにその後ろから、珠姫がついていった。
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　夕食のビュッフェは、噂うわさに違たがわぬ豪華さだった。

　広大なホールのあちこちに設置された料理置き場には色とりどりの皿が並べられ、各所から湯気が立ったり、良い匂においがしたり。

　もはやちょっとした遊園地とでも呼ぶことができそうだった。

「う、うおおお……！」

　これには流石に、鋭一もテンションが上がる。何しろ普ふ段だんは一人暮らしで、豪華な料理を食べる機会などないのだ！

　定番のローストビーフを中心に、目に入ったところから料理を確保していく。プロゲーマーとしての視野の広さと反射神経を最大限に利用し、無む駄だのない動きで立ち回る！

「やべ、食べきれるかな……でも、ここで躊躇ためらったら一生後こう悔かいする！」

　欲望のままに鋭一は動いた。納なつ得とくのいくまで食べて、明日の活力にしなくては！

「よし、このくらいか……？」

　カニを発見しては確保し、スシを発見しては摑み、座席に戻ろうと鋭一はあたりを見渡した。そして気が付いた。

「あれ？　葵どこいった？」

　珍めずらしくテンションに任せたせいで、すっかり見失ってしまった。もう食べ始めているだろうか……？

　そう思った矢先。

「「「お……おおおおお!?」」」

　突とつ如じよホール内にあがった歓かん声せいに、鋭一は嫌いやな予感がした。当然そちらに目を向ける。

　そこにいたのは──

　両手と頭の上に料理が満まん載さいした皿を載のせ、くるくると回転する一いつ色しき葵だった!!

「あちゃー……そりゃ、そうなるかー……！」

　鋭一は額に手を当てようとした。だが彼も両手で皿を抱かかえているので無理だった。

　以前の、ＶＲ個室のドリンクバーを思い出す。機き嫌げんが良い時の葵はよく動く。

　ホテルの従業員や周囲の大会関係者たちは、驚きよう愕がくのあまり目を見張っている。

「なるほど……元から動けるタイプか」

　戦せん闘とうアバターと全く同じ姿の格闘家、山やま本もと道みち則のりが腕組みして観察する。

「ほう、あの子は……黒字の匂いがするな」

　青年実業家としての顔も持つ金谷がメガネを光らせる。

　葵はくるくる回りながらホール内を進み、自分の座るテーブルを目指した。

　その途と中ちゆうで人とぶつかることはない。きちんと、かわせるのだ。

「……おわッ!?　こ、こえー！　こえーわ！」

　かわされた側は、驚おどろくしかないのだが。

　大おお仰ぎように後ずさるのはデュエル・ルールの現チャンピオン！　プラネット最強の戦士！　……こと、安やす田だである。

　一いつ瞬しゆん、二人の目が合う。葵は興味深そうに安田の顔を見た。観戦した試合の記き憶おくが、まだ鮮せん明めいに残っているのだ。

「なんだ!?　戦やるか!?　……やらねーぞ！　俺はゲームん中以外じゃ一いつ切さいやらねー！」

「……むー？」

　大慌てする安田。何か断られたようだが、意味がわからないので葵は首を傾かたむけた。

「……何騒さわいでんのよ、あんたら」

　そこへ、割って入る者があった。

「あ……あかりちゃんだ」

　片手で皿を持った天あま野のアカリだった。

「葵ちゃん。それ、初見だとマジびっくりするからさあ……。やめなって」

「う、うん」

　彼女は葵を制止した。どうにか騒ぎがおさまり、鋭一もホッとする。アカリがいてくれて良かった。

　その後、鋭一、葵、珠姫、アカリの四人でテーブルを囲んで座る。なぜかアカリは渋しぶったようだが、葵がそのまま連れてきたらしい。

「あかりちゃん、少ない……？」

　ようやく落ち着いて食べ始めた頃ころ。四人分の皿を見比べて、葵が聞いた。

　アカリの皿はサラダと魚料理中心で、明らかに量も少なかった。何というか……もう少しビュッフェを楽しんでもいいんじゃないかなあ、と鋭一などは思ってしまうが。

「私の理想のアイドルは細身だからね。体型はキープしなきゃ」

　彼女は自信ありげに言った。試合直後の様子からすると、幾いく分ぶんか元気そうではある。

「……ごちそうさま」

　少ないだけに当然、食べ終わるのも早い。彼女は早々に席を立った。

「じゃ。私はこれで」

「え、何だ。もう行くの？」

　鋭一が思わず聞く。

　アカリは、少し振ふり返った。返事までに少し間があった。

　だが結局彼女は、

「うん。食べ終わったらもう……用は、ないし」

　それだけ言い残し去っていく。

「…………？」

　後ろ姿を見送りつつ、葵は不思議そうに首を傾けていた。
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　──さて。大きなホテルのお楽しみといえば、もう一つある。

　広大な空間を湯気が満たす。

　ところどころで水音が響ひびき、誰だれかが話せば、その声は長く長く反はん響きようする。

　そして、何よりも。

　湯気の隙すき間まから見え隠かくれするのは……水すい滴てきを纏まとった、瑞みず々みずしい柔やわ肌はだ！

「～～～♪」

　上機嫌に鼻歌を歌いつつ、最も上がみ珠姫はカラリと戸を開けて大浴場に降り立った。

　サラリと流れる長い髪かみ。いつも周囲を魅み惑わくするスラリと長い脚あしが一歩を踏ふむたびに、主張の強い乳ち房ぶさが揺れる。

　男子ならずともゴクリと唾つばを吞のむような、恐おそるべきプロポーションである。

　が、彼女にとって興味深いのは、自身の肉体などではない。

　珠姫は湯けむりの中で目を細め、左右に目を配った。

「ほうほう、こいつは絶景ですな～～……ってか」

　彼女は抜ぬけ目ない商売人である。周囲の女によ体たいを観察するその目は狩人かりゆうどのそれだ。今日は随ずい分ぶんと……使えそうな素材が多い！

　珠姫は目を光らせると、最初の獲え物ものにするすると近寄った。

　細身ながらも健康的な肢し体たいが魅力的な女性だ。

「やあやあお姉さん、いい身体からだしてますね？」

「……おっと!?」

　するりと手を伸のばし、背筋から腰こしのラインを触さわろうとした珠姫の手を女性は素す早ばやく払はらった。

　その女性は、昼はお団子にしていた黒くろ髪かみをほどき、長く垂らしている。

　アバター「ソウジャン」を操あやつる覚醒者アウエイク、二につ田た美み羽うだった。敗退者は実費になるが、翌日も観戦するために宿しゆく泊はくしていたらしい。

「……ちっ。そう簡単にはチェックさせてもらえませんか」

「なになに『モスト』の社長さん。社長なんてやってると、女子高生でもエロ親おや父じみたいになっちゃうモンなのかな？」

「あははは。そうかもしんないですねー。いやー美人美人。今度ウチの広告でモデルやってみません？」

「……お断りしとくわ」

「ちぇー」

　珠姫の会社「モストカンパニー」はプラネット上で独自スキルの販はん売ばいなども行っている。彼女はその広告に使えそうな選手を探しているのだ。そこらのタレント等などを使うよりは、実際に戦える覚醒者アウエイクのほうが宣伝になる。美人だとなおよい。

　美羽に軽くあしらわれた珠姫は、次のターゲットを探し始める。するとすぐに……今日の、本命を見つけた。

「もっと……もっと強く、可愛かわいく……」

　目の前の鏡に集中し、丹たん念ねんに髪を洗うアカリは、背後の影かげにも全く気付いていない。

　よって不幸にも、女社長の毒どく牙がの餌え食じきとなった。

「アイドルさん、衣い装しよう採寸しま～す」

「わひゃあ!?」

　おお、ＶＲ技術が発展するほどの時代になってなお、ここまで古典的なスキンシップをする女子がここにいた！

　珠姫によって背後から胸をわし摑づかみにされたアカリは、お手本のような悲鳴とともに顔を真っ赤にして、キッと後ろを睨にらみ返した。

「ななな何すんのよ!?」

「ほうほう。葵ちゃんよりはあるかな～？」

「えっ。ほ、ホント……？　じゃない。余計なお世話よ！」

「おお。ご飯の時は心配だったけど、ちゃんと元気じゃん」

　アカリは緩ゆるみかけた頰ほおを押さえつつ抗こう議ぎする。が、珠姫は意に介かいさずうむうむと頷うなずき、

「うーん睨んでても画えになるなあ。流石さすがアイドル」

　じろじろとアカリの全身を舐なめるように見る。

「邪じや魔ましないでよ、明日に向けて集中してるんだから」

「いや～でも可愛いのはホントよ？　うちで広告モデルやってよ～。アイドルだったらグラビアのひとつくらい、いいじゃない、ねえ？」

「グラビアだったら自分でやりなさいよ、よっぽど向いてるわよ!?　何その胸！　私は……う、嬉うれしいけど、今は戦いのことを……」

　そうだ。今はとにかく戦いのこと、明日のことを考えなくてはいけないのだ。アカリは珠姫から目をそらす。

　そして、そこで見た。

　大きな湯ゆ舟ぶねから、ぷかりと誰かの頭だけが浮ういているのを。

　あの、小さな頭は……？

「──葵ちゃん!?」

　アカリはすぐに動いた。湯舟に近づく。やはり葵だ。完全に沈しずんでいる。のぼせでもしたか？　珠姫も後を追う。

　アカリは葵の細い腕うでを摑むと、強ごう引いんに引き上げた。意識はあるか？

「ぷは」

　様子を確かく認にんするように抱だき寄せられながら、葵は息を吐はいた。アカリは大おお慌あわてで確かめる。

「葵ちゃん？　大だい丈じよう夫ぶ──」

「うん」

　が。葵は、あっさりと返事した。

　目も開いている。どうやら意識もはっきりしている。苦しそうですらない。

「大きいお風ふ呂ろ、たのしくて……初めてだったから、つい潜もぐっちゃった」

「……でも！　あんな遊び方、危険でしょ!?」

「むう。わたし、あと五分くらいなら、大丈夫なのに……」

「ご、五分!?　い……いやとにかく、一回休も？」

　葵はまったく平気そうだったが、アカリに引きずられて風呂を上がることになった。

「……やっぱり、なんだかんだ、いい子なんだよなぁ」

　その要素を見送りつつ、珠姫はこぼした。

　アカリは脱だつ衣い所で、平気だという葵を無理やり横にさせていた。
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「遅おそいなあ、葵……」

　鋭一は男女の風呂の入り口で待ちぼうけをくらっていた。風呂から出たら寝ねる前にもう一回会えるかな？　と待ってみたが、なかなか葵は戻もどってこない。

　まあ、女の子のお風呂は長いというし。そのあたりはカノジョができたばかりの鋭一に推おし量はかれるものでもないのだろう。とりあえずはもう少し待ってみよう。

　そうして鋭一がスポーツドリンクを飲みながら立っていると……

「おや、これは鋭一くんではないかね」

　彼に話しかける影があった。鋭一は声のしたほうを向く。

　そして開いた口が塞ふさがらなくなり、口からスポーツドリンクが少し垂れた。

　その人物は、ゴーグルとシュノーケルで顔を隠していたのだ！

　今日戦った相手のアバターが、ちょうどそんな感じだった。

　ただし首から下は異なる。ホテルの浴衣ゆかたを着ている！　そして頭部の銀ぎん髪ぱつは、しっとりと濡ぬれそぼっていた。明らかに風呂上がり！

「も、百もも道ち……？」

「ピンポーン」

　不ふ審しん人物は両手でマルを作った。なぜだか、こいつがホカホカしているだけで腹立たしい。さらに、気になることもある。

「だ、男女どっちの風呂に入ったんだ……？」

「さあねー。あ、ハダカとか想像しちゃイヤよ？」

　百道は両手で自らの体を抱きかかえるような仕草をする。この人物は顔を晒さらしてなお、性別不明を保っていた。何しろ声も、体型も、さらには顔立ちまでも中性的なのだ。

「しねーよ！」

「ハッハッハ。ま、君は勝ち残ったんだ。楽しみたまえよ」

　不審者は鋭一を翻ほん弄ろうするだけ翻弄して、去っていった。なるほど「楽しむ」ことにかけては、コイツの右に出る者はそうそういないだろう。

「はー。俺は俺で楽しむって……。もちろん、勝ちにいった上でな」

　鋭一は、かつて百道に語ったことを思い出す。

　──『勝負だけど、遊びだ。楽しい楽しい、遊びだよ』

　この気持ちは忘れないようにしたい。それを思い出させてくれる意味で、百道はありがたい存在といえるだろう。

「うーん。葵もこないし、やっぱ寝るかな……？」

　物思いにふけりつつ、鋭一は待ち時間に区切りをつけようとした。その時だった。

「──あ。Ａ１、さん」

　自分の名前を呼ぶ声がした。しっとりと濡れた長い髪はいつものツインテールではなくポニーテールに結ゆわえてあるが、誰かはすぐにわかる。

「……アカリ」

　いつも強気な少女は湯上がりだからか、どこかやわらかい表情で薄うすく微笑ほほえんでいた。

　パジャマ代わりと思われるピンクの部屋着。下半身はショートパンツの形で、ギリギリまで生足が見えている。小こ脇わきには美容グッズの詰つまったミニバッグ。ふんわりと温かい空気を纏まとう彼女の髪かみからは、洗い立てのとても良い香かおりがした。

「そっか、ここにいたんだ。ちょうど良かったわ。あの……さあ」

「へ？　な……何？」

　少し考えるような素そ振ぶりを見せた後、彼女は話を切り出した。同年代の少女のはずなのに、今のアカリは妙みように色っぽくて鋭一は思わず目をそらしてしまう。

「ちょっと話したいこと、あるんだけど。……いい？」

　が、アカリの目線は鋭一を逃のがさない。目力はアイドルの強力な武器のひとつだ。あれほど楽しく一いつ緒しよに遊んだ仲だというのに、今夜のアカリはどこか特別なように見えてなぜかこちらが緊きん張ちようする。鋭一はさらに目をそらす。

「は……話？　えっと、俺は葵を待ってて……」

「葵ちゃんは、ちょっとお風呂で休んでるから。今のうちに……ね？」

　アカリは一歩近づき、鋭一の腕をぐいと摑んだ。風呂上がりのアカリの体温が感じられる。距きよ離りが縮まり、良い匂においが強まる。

　いったいどういうことだ？　この誘さそい方は、まるで……いや、そんなまさか。

　どこか混乱した頭で、鋭一は手を引かれるままにアカリに連れ去られるしかなかった。




「……涼すずしくて、気持ちいいね」

　アカリが鋭一を連れ出したのは、ホテルのバルコニーだった。入り口から階段を少し上ると、建物から張り出した見晴らしのいいスペースに出られる。

　都会からそう離はなれているわけでもないが、空は晴れていて星空が良く見えた。

　夜の風が顔の横を通り過ぎ、鋭一は目を細める。風は同時にアカリの髪をなびかせ、少女の髪の美しさを際きわ立だたせた。

「ねえ、Ａ１さん……いや、歳としも一緒みたいだし、もういいか」

　彼女はスッ、と鋭一に正面から近づいた。ぱっちりとした瞳ひとみで正面から見つめられ、鋭一は息を吞のむ。だが今度は目を、そらせない。

「──鋭・一」

　ついに呼び捨てが出た。ドキリ、と心臓が跳はね上がる。

「あ、アカリ……？　いや、あの」

「ごめん、まず私の話を聞いてほしいな」

　彼女の唇くちびるが動くたびに、鼓こ動どうが速くなる。
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「な、何だ……？　なあ。今日、ちょっといつもと違ちがうぞ……？」

「そりゃ、そうよ。大事な話だもん。一回しか言わないから……ちゃんと聞いてね。女の子に、恥はじかかせないでよ？」

「……え、ええええ!?」

　いきなりの発言に鋭一は狼ろう狽ばいする。何しろ、このシチュエーション。ムード。どう考えても……！　いや、でもそれは考えすぎなのか!?

　だがどれほど鋭一が混乱しても、アカリは待ってはくれない。

「……私ね、ずっと──！」

　アカリが言葉を続ける。脳のう裏りに、葵の笑え顔がおがよぎる。自分には彼女がいるのだ。もし、もし仮に「そういう話」だったとして、自分はそれを受けられない。

「あなたの」

「あ……アカリ！　その、俺は！」

　思わず声が出た。だがアカリの口は、止まらなかった。




「──強さの理由が、知りたかったの！」




　ビュウ、と再び夜風が吹ふいた。

　鋭一は完全に固まった。顔は真っ赤だ。こんな恥はずかしいことはない。

「……ふふ。違うこと、言われると思った？」

　アカリはようやく目線をはずし、横を向いてぺろりと舌を出した。流石さすがはアイドル、それすら可愛かわいらしいのが腹立たしい。

「な、な…………ッ!?」

「アイドルたるもの、惚ほれさせてナンボですから。どう？　ドキドキした？　これからは推してよね」

「こ、この野や郎ろう～～……」

　アカリは横を向いたまま、目だけで鋭一を見て語る。

「どうして私が毎日、あなたたちのところへ行ってたかわかる？」

　鋭一は思い出す。以前その質問をした時、彼女は「ナイショ」とごまかした。

「葵ちゃんの強さが気になった、ってのもあるけどね。本命は、アナタ」

「俺……？」

「ずっと見てたんだもん。『Ａ１』の戦いを。努力して努力して、ジャンルの頂点に立った覚醒者アウエイクをね」

　彼女はくるりと後ろを向いた。一歩、二歩、バルコニー入り口の階段に向けて遠ざかり、鋭一と背中越ごしに会話する。

「何で今、急にそんなことを……？」

「さあね。なんか言いたく、なっちゃったの。本人を前にいつまでも隠かくしときたくないしね……」

　彼女は足を止める。夜風がふたたび彼女の髪をなびかせる。

「ごめんね、急に。やっぱ忘れて。明日戦うかもしれない相手に教えることじゃない……でしょ」

　アカリの口調は、試合後の弱気なものに近くなっている。気がした。

「──なあ」

　だからだろうか。今度は鋭一から、口を開いた。なぜかはわからない。これも、アカリ風に言うなら「なんか言いたく、なっちゃった」といったところだろうか？

　鋭一の言葉は、こう続いたのだ。

「教えようか？」

「え？」

「俺の鍛きたえ方……だけじゃない。戦い方。普ふ段だん、何を考えて戦ってるか。全部さ」

「そんな。明日が終わるまでは、『敵』なのに──」

「……。気にすんなよ。聞きたいん、だろ？」

　鋭一に促うながされ、アカリはぴたりと足を止めた。そして口から本音を、紡つむぎだす。

「私、今日の試合、危なかった。ぶっちゃけ紙かみ一ひと重えで負けるとこだった」

「まあ。……見てたよ」

　アカリは上半身だけで振り返って鋭一のほうを見た。その瞳は、先ほどとは明らかに違う真しん剣けんさをたたえていた。

「私、どうすれば……もっと、強くなれるんだろ」

「…………なるほど、な」

　アカリの悩なやみは理解できた。と、思う。そこで、彼女に伝えるべきことが浮うかんだ。

「──俺さ」

　鋭一は話せるところから、話すことにした。

「サドンデスの練習は、個人でかなりイケたんだ。一人の『レベル上げ』で、ひたすら鍛えれば強くなれた」

「うん。インタビューで……読んだよ」

「でもデュエルじゃ、なかなか上う手まくいかなくてさ。それが、葵と特訓するようになって……変わったんだ」

　鋭一は語り始めた。何が己おのれを変えたのか。なぜデュエルで通用するほどに、強くなれたのか。

「俺は、『レベル上げ』は一人でするもんだと思ってた。そりゃ、技術や技わざはそういう部分もあると思う。でも……『ゲーム』が強くなるためには、一人じゃ限界があったんだ」

「ど、どういうことよ」

「やっぱり、ゲームだからさ。真に楽しんでる人間のほうが、のめりこめてるし……きっと、強い。葵って、いつもマジで楽しそうに戦うだろ？　そういうプレイヤーと二人で鍛えるのには意味がある。葵と一緒にやるようになって、そういうことが……わかったんだ」

　そこにいるのは、アカリの知るかつての孤こ独どくな王者、「Ａ１」ではなかった。

　だが。彼は今でも……アカリの前に立ち、道を示してくれている。

「だから、アカリもさ。『一緒に』強くならないか？　俺、勝つための研究とか大好きなんだよね」

　鋭一は笑った。毎日夜よる遅おそくまで、生放送や動画視し聴ちよう、攻こう略りやくサイト巡めぐりをして自分の「レベル上げ」をする。プロゲーマー・平ひら田た鋭一はそういう高校生だ。

　そして今、彼は、そういう仲間を求めている。

「…………うん」

　アカリは頷うなずいた。二人はそれから少し、プラネットでの戦い方について話し合った。




「あっ……そうか。私たち、〈ショートワープ〉の使い方が真逆だから……」

「そう、互たがいの使い方も参考にできるな。で、あと、〈ショートワープ〉には裏技があって……」

「はー！　さっすが鋭一」

　夜風に当たっていることも忘れ、盛り上がる二人。

　実に楽しそうな二人を……バルコニーの入り口から、こそこそと見守る影かげあり。

　それも三つ。

「おやおや……これ、イケナイ雰ふん囲い気きじゃないの～？」

　二田美羽。

「いや～、鋭ちゃんのあの顔はゲームしか頭にない時だね。でも、相手がアイドルかあ」

　最上珠姫。

「……………………むー」

　そして、一色葵。

　葵は落ち着きなく、ぴょこぴょこと背せ伸のびして鋭一を見ている。これがアバターだったら猫ねこ耳みみがピコピコ動いていたことだろう。

「おっと、どうやらカノジョも限界のようだよ？」

　美羽が葵の頭をポンポンと叩たたく。葵は意に介かいさず、鋭一たちのほうから目を離さない。

「よーし。ならば、本命が誰だれか、そろそろ教えてやらないとね」

　珠姫は葵の背中に手を置いた。

「むー。鋭一、たのしそう……」

「葵ちゃん。あそこに行きたいのかい？」

「うん」

　葵は即そく答とうした。だが彼女もまた、思うところがあるらしく。

「でも、邪じや魔まにならないかな……」

「あはははは。なるワケないじゃーん」

　声を落とした葵の心配を、珠姫は笑い飛ばした。彼女は葵の頭をわしわしと撫なで、

「葵ちゃん、あなたは鋭ちゃんの、何だっけ？」

「…………こいびと」

「だったら、葵ちゃんの行っちゃいけないタイミングなんて、ありませーん。……と、いうわけで」

「？」

「──行けっ」

　どん、と珠姫は葵の背中を押した。バルコニーの入り口に小さな体が飛び出す。それがきっかけとなって、葵も覚かく悟ごを決めた。

「じゃあ……行く！」

　葵の目が、鋭するどく光った。入り口から鋭一たちのいるスペースへ、するりと階段を上がる。その身のこなしは素す早ばやく、足音はない。まさしく暗殺者！

「だから、このタイミングでのスキル使用なら──」

　解説を続けていた鋭一は、その気配に気づくのがコンマ一秒遅おくれた。

「…………っ、葵!?」

　鋭一は頭を後ろに倒たおし、緊きん急きゆう回かい避ひ。ついさっきまで彼の両目があった箇か所しよを、二本の指が通過していった。

　久しぶりに出た。目め潰つぶし！

「ちょっ……今のはマジあぶなかったぞ!?」

「鋭一、やっぱり避さけてくれる」

　葵は少し嬉うれしそうにはにかみ、避けられたついでに鋭一の右みぎ腕うでに抱だき着いた。試合だったらこれで折られているところだが、これは彼女的にはじゃれついているだけだ。

「は、はは……。やっぱアンタら、すごいわ」

　その攻こう防ぼうを目の前で見たアカリは、少し引きつつ笑う。そのアカリに、葵は「む」と顔を向けた。

「…………ずるい」

　すこし不満そうに、頰ほおを膨ふくらませて。

「あかりちゃん、ずるい」

「へ？」

　アカリは何が何やらわからずたじろぐ。葵はぷくーっと膨れたまま、抗こう議ぎした。

「鋭一と仲良くして、ずるい！」

「あ、葵？　落ち着けって。別にこれは、そういうわけじゃ──」

　鋭一は慌あわてて葵を止めに入る。もしや誤解されたか？　浮うわ気きの疑ぎ惑わくでもあったら大変だ。弁解しようとする鋭一だが、葵はそちらにも膨れた顔を向けた。

「鋭一も！」

「……なに？」

「あかりちゃんと仲良くして、ずるい！」

「ええっ、そっちも!?」

　葵はびしり、と人差し指を向けた。

　葵は無む垢くな瞳ひとみを揺ゆらし、素直に気持ちを伝える。仲良く遊んだ、思い出の三人。そのうちの二人だけが、楽しそうに話している。それは彼女にとって……「ずるい」のだ。

「は……ははははは」

　その様子に。アカリは、思わず笑いがこぼれた。

　葵はもう完全に、アカリを身内に数えていてくれる。これは、そういうことじゃないか。

「ごめんね、葵ちゃん。大だい丈じよう夫ぶだよ。私は鋭一を取ったりしないし、別に葵ちゃんと仲良くなくなったワケじゃない」

　彼女は二人から離はなれるように歩き、

「ありがと、鋭一。おかげで勉強になったよ。明日はまた『敵』だけど、それが終わったら、また──」

　別れを告げるように言いかける。が──

「……なあ」

　鋭一は、そこに口を挟はさんだ。どうにも気になっていることがあった。

　だから、せっかくなので今、言ってみることにした。

「その『敵』っていうのさあ……やめない？」

　それが今の鋭一には不思議だった。今日、この場だけでもアカリは何度かその言葉を使っていたが、鋭一にはずっと違い和わ感かんがあった。

「え。だって、明日は──」

「わかるけどさ。どっちか勝ったら、どっちか負けるし。でも……敵なのかな？　なんていうか、そこまで刺とげ々とげしい言い方しなくていいじゃん。一いつ緒しよに遊んだんだぜ？　俺たち。そんな関係じゃないだろう」

「う……」

「別に俺たち、憎にくんでなんかないだろ？　だからもっと違ちがう言い方っていうか──あ」

　そこまで言って。鋭一はあることに気が付いて言葉を止めた。

　風ふ呂ろ上あがりの時からアカリが持っていた、美容グッズ入れのミニバッグ。

　その端はしで、キラリと光を反射したのは──

「なんだ。それ貼はってるってことは、やっぱ敵じゃないよな？　俺たち」

　鋭一が笑って指さしたのは、あの日、三人で撮さつ影えいしたプリントシールだった。

「あッ!?　こ、こここれは……!!」
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　その瞬しゆん間かん！　アカリは目をぐるぐるさせ、一瞬で顔を赤くした。よほど恥はずかしかったのだろう。混乱のあまり眉まゆを吊つり上げ、怒いかり気味に叫さけぶ。

「違うのよ！　これはね、アンタらの顔で戦意を高めるためっていうか！　そ、そう！　私は理想のアイドルになるには勝たなきゃいけないんだから！　敵だから貼ってるの、だから──！」

「あ……アカリ!?　そっちは」

　それが不幸だった。夜。薄うす暗ぐらいバルコニー。突とつ然ぜんの混乱。入り口には、階段が……

「──あっ!?」

　アカリが段差に足を取られる。葵も反応するが位置が遠い。これは……間に合わない？　コンクリートの衝しよう撃げきを覚悟する。目を閉じる。

　だが──

　何秒待っても、その衝撃はやってこなかった。彼女を受け止めたのは、サドンデス王者の、二本の腕だった。

「つッ…………！」

　鋭一はアカリをかばうように受け止めた。アカリは、無事だ。

　痛みに顔をしかめているのは、鋭一のほう。

「いてぇー……足か？　ちょっとひねったかも」

「あ……ご、ごめんなさい……」

　混乱の冷めたアカリがしゅんとして謝る。

「いやいや、いいって。これで分かっただろ？　敵にこんなこと、してやるもんか」

　鋭一は笑った。アカリもその言葉に、強しいて笑う。

「そう……だよね」

「明日どうなるか、わかんないけどさ。やっぱゲームだし、楽しくやろうぜ。俺は、プラネットは、真しん剣けん勝負で……同時に、超ちよう楽しい遊びだと思うから」

「……うん……」

　アカリは鼓こ動どうが高鳴るのを感じつつ、頷いた。

　彼女の胸には、新たな感情が去来していた。

　明日戦うかもしれない鋭一、葵。もう「敵」ではない彼ら。

　その彼らと。私はプラネットの戦場で、どう向き合えばいいんだろうか──？
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　大会、最終日。

　ついにここまできた。山やま本もと道みち則のり。Ａ１。アオイ。ＡＫＡＲＩ。残された四人がステージ上に並び立つ。

「「「ウ……ウオオオオオ!?」」」

　客席からは驚おどろきまじりの歓かん声せいが飛び交かっている。

　今日の開会は、前日と明らかに違う点があった。ステージ上に立っているのが生身の人間ではなく……プラネット上で戦うアバターなのだ。まるでアバターが現実に降り立ったかのように、彼らは立っている。

　これは金かね谷やが構築した、粋いきなシステムである。ステージ後方にはゴーグルを被かぶった状態の選手たちがおり、ステージ上には登録されたアバターの立体映像が投とう影えいされているのだ。

「やっぱ山本だよ。奴やつは格かく闘とう技ぎで、スキルを超こえるんだ」

「きゃーＡＫＡＲＩちゃーん！　私も折って──！」

「俺、最近『ゴースト・キャット』好きなんだよね。あの戦せん闘とう者って感じの鋭い目がさ」

「Ａ１、勝ってくれないかなあ。私サドンデスもよくやるから、応おう援えんしたいんだ……！」

　既すでにそれぞれの覚醒者アウエイクには、数多くのファンもいるようである。

　そしていよいよ……彼らが一様に緊きん張ちようする時間がやってくる。

　準決勝の、組み合わせ抽選である。

　四選手はそれぞれ前に出る。彼らの目の前には昨日と同じようなボタンがある。今回はそれを全員が同時に押し、ランダムに対戦相手を決定することになるのだ。

　抽ちゆう選せんに臨のぞむ四人の雰ふん囲い気きは、さまざまである。

　Ａ１は真剣な表情でまっすぐ前を見み据すえている。

「ム…………？」

　山本道則は、その様子を不思議そうに横目で見た。

　Ａ１が前に一歩出る時の動きに、わずかな違和感があった。無論、だから彼がどうするものでもないが。

　一方でＡＫＡＲＩも、そのＡ１を心配そうに一いち瞥べつする。しかし彼女もすぐに視線を前に戻もどす。

　アオイは左右にいるＡ１とＡＫＡＲＩを交こう互ごにちらちら見て、その後で目の前のボタンに視線を移した。今日はボタンを押してもいいらしい。

　抽選の前に行われた、参加選手インタビューでは慣れない注目におろおろしていた彼女。

　うまく受け答えできず、隣にいたＡ１の後ろに隠れるなどして会場を騒がせたが……どうやら、もう落ち着いたようだ。

「さあ、それではいよいよ、セミファイナルの組み合わせを決定しましょう。安心して欲しい、このクジはハズレなしだ！　何しろここには強きよう者しやしかいない！」

　例によって司会をつとめる金谷……否いな、Ａランク７位のアバター「ゴールドラッシュ」がマイクを手に観客席を煽あおる。彼もまた今日はアバター姿だ。

「残った四人、いずれも力があります。どうですか安やす田だ君」

「アバターの時くらい安田呼びやめろや！」

　マイクを振ふられたＡランク１位「Ｚ」が不ふ機き嫌げんそうに返し、客席が笑いに包まれる。

「あー、でも、ゴールドラッシュの言う通りだ。弱い奴はそもそもここに残れない。つまり全員に優勝の可能性はあるってことだ。勝負ってやつは実力のほかに当日の体調、一瞬の判断、運……いろんなモンが絡からむからな」

「もっともらしいコメントありがとう。ちなみに運といえば、安田君の乙おと女め座ざは本日、運勢最低のようです！　それでは組み合わせを決定しよう」

「その情報いらねえよな!?」

　安田（Ｚ）の抗議を無視しつつ、ゴールドラッシュは右手を掲かかげる。それが合図だ。

　ドラムロールが流れ出す。行き交うスポットライト。舞ぶ台たい上部のディスプレイでは「第一試合」「第二試合」の文字がスロットのように回る。

「準備はいいか？　それでは運命のボタンを……押してください！」

　ゴールドラッシュの宣言。それと同時に、舞台上の四人は一いつ斉せいにボタンを、押した。

　準決勝の組み合わせが……決まる！

　抽選結果は、ディスプレイに大きく表示された。

　Ａ１が苦く笑しようする。山本が興味深げに目を光らせる。

　──準決勝組み合わせ。




　［第一試合　アオイ　ＶＳ　山本道則］

　［第二試合　Ａ１　ＶＳ　ＡＫＡＲＩ］




　Ａ１はＡＫＡＲＩのほうへ目を向けてみる。一瞬目が合ったが、彼女は苦にがい笑みを浮かべた後、すぐに目をそらした。

　一方、アオイは自分に向けられた、ただならぬ視線を感じピクリと頭の猫ねこ耳みみを反応させる。

　刺さすような鋭するどい視線。暗殺拳けんの使い手にすら似た、本気の戦闘者の目だ。

　アオイは首をそちらに向ける。相手は好戦的な目とともに口はわずかに笑い、アオイへの強い興味を隠かくしもせず放っていた。

　彼にはわかるのだ。目の前の少女の一歩一歩、体の細やかな動き、そのすべてが……ただ日常を暮らしてきた女子高生のものでは、ないということが。

　現げん役えき総合格かく闘とう家か、山本道則。彼もまた、闘たたかいの中で暮らしている人間なのだから。




　　　　　　　＊＊＊




　──本職の格闘家でありながら、なぜあえてＶＲでの格かく闘とうに挑いどむのか？

　その質問に対し、山本道則はかつてインタビューでこう答えている。

「どっかのライターが書きやがったんだ。山本が勝ってるのは恵めぐまれた体格によるところが八割だ、ってな」

「技術が無いみたいに書かれちゃ黙だまってられねえよな。だから、やってやろうと思ったわけだ。体格が関係ないトコで戦ってやるよ、ってな」

　最初は、衝しよう動どう的な殴なぐり込みだった。アバターの体格が腕わん力りよくに直接関係しない世界「プラネット」へ、彼は実名そのままで乗り込んだ。

　そして彼は、短期間でＢランク上位まで駆かけ上がる。

　一定の成果を示したため、ゲームからは撤てつ退たいするとの噂うわさも流れたが、山本は今もこうして覚醒者アウエイクであり続けている。

「やってみると中々に面おも白しろかった……本当にそれだけだな。ここにしか居ない強者もいるし……俺の動きや技わざが、漫まん画がチックな連中にも通用するってのは楽しいもんだ。サクラダの奴をブッ飛ばした時は爽そう快かいだったぞ」

「俺自身がスキルを使わない理由？　まあ、スタンスだな。俺は『俺』が、奴らを攻こう略りやくするのを楽しんでるんで」

「Ａランクを狙ねらうのか？　愚ぐ問もんだろう。俺がここに居て、戦っている。勝利を、頂点を目指さずに何を戦う」

「つまり、そういう事だ」

　過去のある大会の会場にて。彼はインタビューを遠巻きに見ていた『Ｚ』＝安田に拳を向けて見せた。安田はあからさまに恐きよう怖ふして飛び退のいた。無理もない。




　ステージ中央にて、対戦者二人は向かい合う。

　まだゴーグルは被っていない。生身の人間二名の対たい峙じ。

　一いつ色しき葵あおいと、山本道則。

　見た目の上では一いつ介かいの女子高生に過ぎぬ葵に対し、山本の体たい軀くは見事なまでに巨きよ体たい。高さ、重さ、厚み、全すべてが違ちがう。

　まだＲＥＡＤＹの表示どころか、アバターとして闘技場に降り立ってもいないのに、すでに張り詰つめた緊張感が漂ただよっている。

「済まないな。どうしてもリングというか、戦場に立つとな……実際この雰囲気は『あっち』にもかなり近いぞ？」

「…………」

　葵は特に返事をしなかった。彼女は相手の「気」とでも言うべきものを鋭えい敏びんに感じ取る。目の前の山本からは、既に相当な殺気がにじみ出ていた。

　葵の最大値に比べれば幾いく分ぶんか少ない殺気。しかしそれは山本の肉体に完全に馴な染じんでおり、彼が殺気を自在に飼いならしている事がわかる。

　闘いを職業とする、プロフェッショナル。殺そ気れは彼の商売道具だ。

「……若いわりに動じないな。このゲームは、慣れるとそういう奴が育つ。まったく恐こわいもんだ」

「うん。わたしは、大だい丈じよう夫ぶ」

「そうだな。恐がるような相手じゃ面白くない。是ぜ非ひそれで頼たのむ」

　そこで会話は終わり、二人はゴーグルを被った。

　ほどなくして闘技場に、二人の戦士が降り立つ。

　赤茶けた大地に向かい合う、黒猫と格闘家。

　山本のアバターは、当然本職での試合時の「山本道則」そのもの。上下とも道着を身につけ、黒帯を締めたスキンヘッドの大おお柄がらな男。

　［ＲＥＡＤＹ］

　両者が構える。アオイは両手を下げたまま視線を相手に。山本は両の拳こぶしを顔の前に出すディフェンス気味の構えをとった。

　それまでも二人の間に流れていた殺さつ伐ばつとした空気が、より濃こいものとなった。

　風が吹ふき、向き合う二人の間を通り過ぎるが、この濃のう密みつな雰囲気を洗い流す事はできない。

　そのまま、いくらかの時が流れた。観客の中には、数分が過ぎたのではないかと時計を確かく認にんする者までいた。しかし彼の時計の文字盤ばんの上では、秒針が三十度ほど進んだに過ぎなかった。

　何人かが唾つばを吞のむ音が、客席のそこかしこから聞こえる。

　一人。二人。三人。その時。

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　沈ちん黙もくを破り、開戦の合図が告げられた。

　瞬しゆん間かん、戦場に流れる空気がさらに変化する。

　山本の周囲をただよい、彼に寄より添うだけだった戦意がベクトルを与あたえられ、全てアオイに向けられた。

　しかし、どちらもまだ動かない。アオイは完全な不動。山本は小刻みに左右に動き、様子をうかがっている。

　実じつ況きよう席はこの状況について、次のように語った。

「いきなり膠こう着ちやくしましたか……この試合はどことなく、これまでと雰囲気が違うね。いかがですか『Ｚ』選手」

「山本か……あのおっさんはマジで恐いので勘かん弁べんしてほしい」

「頼むから解説をしてくれ」

「つまりだな。恐さも武器、って事だよ。経験値も違うし、どうしたって相手は萎い縮しゆくする。俺でもだ」

「それは安田君だからじゃないの……？」

「相手のコンディションを崩くずすのも強さのうちって話だ。ｎｏｚｏｍｉさんあたりも使う手だな。俺も、ちょっと恐い顔の練習とかした事あるし」

「それ、成果はどうだったのさ」

「……爆ばく笑しようされた。もう二度とやんねえ」

　安田の経験はともかくとして、彼の言う事は実際、山本もある程度意識してやっている。ナメられたら終わり、というやつである。

　しかし、この相手はどうだろう。目の前のアオイという少女はまるで心乱れる様子もなく、自然な構えのまま動かない。

「こいつは……油断ならんな」

　ならば、山本としても不用意には動けない。彼の経験してきた格かく闘とう技ぎの試合において、初手は非常に重要な意味を持つ。

　一度主導権を渡わたせば、連れん鎖さ的に敗北までのレールが敷しかれてしまう。そういう世界だ。だから可能な限り、自分から仕し掛かけたくはなかった。それは相手にとってもそうだろう。我が慢まん比べだ。

　だが。選手控ひかえ室しつのディスプレイで観戦していた鋭えい一いちはこの時、気が付いた。

　アオイの口元が、少し、ほんの少しだけ、笑えむように緩ゆるんでいることに。

「……そうか。あんな恐ぇー奴やつを前にしても、楽しいんだな」

　自分の試合を前に緊きん張ちようしつつあった鋭一はそれを見て、どこか安心した。

「いいよ、やっちまえ。──突つっ込みたいんだろ？　あの殺気の中にさ」

　瞬間。アオイが加速した。




　──墨ぼく式しき『一おもて』!!




　静から動へ。自らの殺気を解放して彼女は真正面から山本を急きゆう襲しゆうした。鋭く、ただ鋭く。アオイの指は二本の剣けんとなって山本のガードの中へ潜もぐり込んだ。

「な…………ッ」

　山本に隙すきというものは存在しない。常に連続する意識が相手を捉とらえている。

　が……しかし。瞬またたきをしない人間というものがいないように、どれほど集中し張り詰めた意識でも、数秒に一度「継つぎ目」とでも言うべきものが存在する。

　そこを、アオイは狙って突く事ができる。

　山本は即そく座ざに頭を下げ、屈かがみ込むという選せん択たくをとった。

　しかし……そこにはアオイの膝ひざが迫せまっていた。二段構え！　これは避さけられない。

　なので山本は、身を引きながらアオイの膝を額で受け止めた。可能な限り衝しよう撃げきを殺す。

　そして──捕つかまえた。両りよう腕うででアオイの肩かたを摑つかむ。

　そのまま力を籠こめ、相手を仰あお向むけに倒たおすような投げを打つ。

　しかしアオイは背中から倒れ込みながら……膝ひざ蹴げりのために曲げていた右みぎ脚あしを、思い切り伸のばして山本の肩かた口ぐちを蹴り飛ばす。アオイの肩を摑んでいた左手が、離はなれる！

　片手落ちとなった山本の投げから、アオイは身をひねって逃のがれた。横向きに落ちながら受け身を取り、即座に離れる。

　両者、再びスタンディングポジション。

　山本は驚きよう愕がくに息を吐はいた。

　彼が最も驚おどろいたのは、最初の『一おもて』。ガードすら無視する、真正面からの奇き襲しゆう。あんな技は、現実でもゲームでも、見た事がない。

「……おい、何だ今のは。お前は……お前みたいなのは、こっちにも居なかったぞ……！」

「あなたは」

　アオイは応こたえるように、静かに呟つぶやいた。

「とっても強い」

「ああ、お前もな」

　山本は歯を剝むき出して笑った。現実の試合中ならば、ありえない事だ。

　いつぶりだろうか？　戦いの最中に笑うなど。

「まったく……なあ、本当に。居るもんだな」

　戦闘中に語り合う余よ裕ゆうがあるのも、ゲームの良いところだ。無む駄だに息が上がったり、舌を嚙かむ心配もない。思いの丈たけを、存分に言葉にしながら戦う事ができる。

「まだ、見た事もない技を使う奴が！」

　山本が、動いた。

　自ら前に出ながら、右のジャブ。アオイは最小限の動きで体をずらし回かい避ひする。

　山本の右拳は、彼女の脇わき腹ばらの真横を通り過ぎた。その手首をアオイが摑み取る。間合いが近きん距きよ離りに固定される。

　アオイは摑んだ手を引いて相手の頭を下げ、そこへ逆の手で、目め潰つぶし。山本は首を倒して回避。さらに頭の位置が下がる。

「うん。これで……届く」

　アオイは目を突きにいった手で、山本の頭部を摑んだ。必殺の形だ。

「……やってみろ」

　山本が獰どう猛もうな笑えみを向けた。

　アオイは動じず、言葉を返す事もなかった。返事は、技で返した。

　神速の膝蹴りが山本の鳩尾みぞおちに突き込まれる。大きなダメージ。

　そのままアオイは残った足で地を蹴り、山本を仰向けに倒そうとする。首と腕を捻ねじりながら。

　首、肩、膝、投げの四つの技わざが同時に襲おそい来る。受ける者からすれば、まるで理解不能な代しろ物もの。だが、山本はその技の一つ一つを知覚できる。

　凄すさまじい力で仰向けに倒されそうになっているが、山本の足はまだ地に着いている。これを踏ふん張り、空中にヘッドバットを出すような動きで、摑まれた頭部を解放する！

「ぬ…………おおッ!!」

　首にダメージはある。だが折られては、いない！

　右肩は、もう助かるまい。関節を壊こわされるに任せる。

　そして膝と、投げ。これは難しい動きではない。山本は背中から落ちないよう体を横向きに傾かたむけた。その流れで、鳩尾に当てられた膝をずらす。

　二人の体が、地に落ちる。

　アオイは地面に膝を突き立てる形。山本は余った左手で受け身。

　山本のＨＰは八割近くが削けずれ、右手も失ったに等しい。

　だが、生き残った。




　必殺が、必殺でなくなった。墨ぼく式しきが……『正とどめ』が、破られたのだ。




　──墨ぼく式しきが暗殺拳けんとして大いに振ふるわれていた時代と現代には、ひとつ決定的に大きな差がある。殺人拳を受けておきながら、生き残ってしまう人間の存在だ。

　暗殺稼か業ぎよう時代の墨ぼく式しき。その技の内容を知る者は、一色家にしか存在しなかった。技を受けて、生きて帰る者がいなかったからだ。

　情報がないために、墨ぼく式しきの奥おう義ぎは受ける者にとって常に未知であり、使い手は存分に初見殺しを決める事ができた。

　だが、今は違ちがう。プラネットの配信動画で、誰だれでもその技を見ることができる。

　結果として技が破られた。当然のごとく、アオイにとって──いや、一色家にとって初めての経験だ。ゆえに、仕方ないのだろう。

　ここで彼女の殺気が途と切ぎれ、わずかな隙を見せてしまったのも。

　山本は、そこを突く。着地から間かん髪ぱつ入れず左腕でスプリングし起き上がる。うつぶせに近い体勢となった、アオイの背後を取る！

　圧あつ倒とう的に有利な位置取り。それは対戦相手にとって、敗北へと続く固定されたレール。

「ハァーッ……。ここからは、俺の時間でいいか？」

　山本の左腕が、動いた。

　アオイはすぐに振り返ろうと、反射的に身を起こしつつ腕を持ち上げる。

　だが──それが仇あだとなった。

　左腕で首を抱かかえ込みにかかっていた山本は、アオイの腕が上がっているのを抜ぬけ目なく捉えた。彼はアオイの左腕を自らの腕で搦からめとる。

　──そこからは、様々な事が起こった。

　山本はアオイの片腕と首をまとめて捕とらえた。

　そのまま絞しめにかかる。右腕が使えないため、肩と頭とで自らの左手首を挟はさんで固定。ネックスリーパーが決まった。

　うつぶせとなるアオイに覆おおいかぶさるように、山本は彼女を押さえ込んだ。

　全ての動きが並行し、相手の全身を機械的に制する。

　時間にして一秒以下。こうして、山本の寝ね技わざが完成した。

　今やアオイは片腕を万ばん歳ざいした状態で腕と首を絞められ、下半身も封ふうじられている。

　まさに完封。右腕を欠いてなお、この完成度で技を極められるのが山本道則だ。

「おっと……これは見事！　もはや詰つんだか？」

「そうかもしんねえな。ここまで極きまっちゃうと俺でも……あ、まてよ。右腕が動くなら……いや、やっぱダメだ。詰んでるわコレ」

　実じつ況きよう席にて。ランキング１位「Ｚ」は、検討の末に逆転の可能性を却きやつ下かした。

　やはり熟達者の寝技は恐おそろしい。一度技を完成されてしまうと、状況を覆くつがえすのは相当に難しくなる。

「むー……ううっ！」

「ギブアップしたければするがいい。恥はじではないぞ」

　ここにきてアオイは初めて、一人で苦戦と呼べる状況に遭そう遇ぐうした。思うがままに暗殺拳を振るってきた彼女が、今は何もできない。

　左腕は？　動かせない。頭は？　ヘッドバットも出せない。

　肘ひじは？　膝は？　首は？　指は？　肩は？　胴どうは？　あらゆる可能性が却下される。

　さらに、残された時間も少ない。

　例えば頸けい動どう脈みやくを絞めた場合、現実において人間の意識が「落ちる」のにかかる時間は数秒から十数秒。

　プラネットにおける絞め技も、概おおむねそのくらいでＨＰが尽つきるように出来ている。じりじりとＨＰゲージが減少していく。ゼロまでに脱だつ出しゆつしなくては。アオイは可能性を探さぐる。

　──右腕。唯ゆい一いつ動かせる、右腕は？

　動くが、狙ねらえる場所がないように思える。敵は背後に密着している。

　……いや。ひとつ、狙えるところがある。

「わた、しは……まもる……」

　苦しげに空を搔かいていたアオイの右手が、後ろに向いた事に山本は気が付いた。その時点で彼は、相手の狙いに思い当たる。

「一番になる……鋭一との、約束を……まもる！」

「しま……ッ」

　山本はこの時点で寝技を解くべきだった。だがそれは間に合わなかった。アオイの全身から、殺気が解放される。この山本ですら戦せん慄りつするほどの殺気が！

　アオイの指が背後に伸びた。その先には、山本の顔……その右目があった。

　──目潰し！

「何だと……ッ」

　山本のＶＲゴーグルの中で、右の視界が赤く明めい滅めつする。そして視力が消失。

　その一いつ瞬しゆんの隙をついて、アオイは山本の寝技を脱出した。彼女はなんとか立ち上がってその場を離れようとする。

　だが、山本としては逃にがすわけにはいかない。右目と右腕の死んでいる山本は、このまま立ち技での応おう酬しゆうなどに持ち込まれれば勝ちの目が消える。

「ウ……ウオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　山本が、吼ほえた。

　実況席が、観客席が驚き、身を竦すくませた。これまでの山本の戦いぶりは常にクレバー。乱れる事などまず無かった。その山本が、猛たけっている。

　叫さけぶ彼の肩かたが、背中が、僅わずかに震ふるえている事に気づいた者はいただろうか。咆ほう哮こうし、突とつ撃げきする彼の首からは汗あせが滴したたる。

　山本がなぜ叫んだのか。激戦による興奮。勝利への必死さ。それもあるだろう。だが、もう一つ。

　それは、恐きよう怖ふ。

　彼は恐れていた。どこまでも冷れい徹てつな目の前の少女が、怖こわかったのだ。

　飛び離れたばかりで体勢が十分でないアオイの横から、山本は低い姿勢のタックルを仕し掛かける。組み合いにもつれ込めば勝機はある。

　アオイは山本へ向き直る事はせず、横向きのまま腰こしを浮うかせて移動の姿勢を取る。足は、爪つま先さき立だちの形。

　山本が迫せまる。彼は目前の相手の腰を捕つかまえるべく両りよう腕うでを前に構え、




　キュッ。




　直後、その相手を見失った。

　──墨ぼく式しき『川ながれ』！

　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ

　アオイはこの奥義を連続使用し、横移動を繰くり返す。

「な……んだと……！」

　視力の残った山本の左目には、今……七人ものアオイの姿が映っていた。

　残像による錯さつ覚かくすら引き起こすほどの、一瞬の短たん距きよ離り移動！

「鋭一……わたし、勝つよ」

　少女は恋こい人びとの名を呟つぶやいた。この技は、彼が使えるようにしてくれたものだ。

　一瞬だが、強力な接着効果のあるスキル〈ストロングガム〉。鋭一に教わったこのスキルで足の裏を接着し、アオイはこの奥義を使用可能としていた。

　一色葵は『川ながれ』を使えない。だが「アオイ」になら使う事ができるのだ。

　残像による分身で攪かく乱らんしつつ接近し、アオイは山本の首筋に手刀を振り下ろした。

　一度『正とどめ』によって首にはダメージがあった。だから彼の首は、この加撃に耐たえることができなかった。

「…………見事、だ」

　それだけ言うのがやっとだった。彼が口を閉じるよりも早く、その身体は爆ばく発はつした。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］




　　　　　　　＊＊＊




「ゆ……優勝候補筆頭、山本選手敗やぶれる──！」

　実況席が、観客席が、動どう揺ようにざわめいた。

　当の山本は苦く笑しようしつつゴーグルを取る。彼は理解していた。まぐれではない。偶ぐう然ぜんでもない。目の前の少女は、自分を倒たおすに足る実力者なのだ。

「一色……葵、か」

「うん」

「一色。どこかで聞いた名のような気もするがな……いや……ここで話すことではない、か」

「……？」

　山本は一人ごちる。葵はただ、首を傾かしげた。

「まったく、今までどこに隠かくれていた？　お前なら『こっち』でもきっと──」

「……わたしは」

　自分もゴーグルを取りつつ、葵は思わず口を挟んだ。

　現実で技を振るった時のことが頭をよぎった。昔の……友達を傷つけたことが。

「わたしは、ここでしか戦えないから」

「……そうか」

「うん」

　山本は少し残念そうに葵を見た。いや、理解はしている。戦う場所は本人が決める事だ。

　彼にしても、ゲームに現うつつを抜かすな、と言われる事はある。それでも山本道則は、あえて「両方」を選び続けている。

「わかった。なら、またプラネットここで、相手して貰もらうとしよう。次は俺が挑ちよう戦せん者だな。いいか？」

「うん」

　山本は握あく手しゆを求めた。その大きな手を、少女の小さな手が握にぎり返した。

　こんな小さな手が、本気を出せば山本の眼球を貫つらぬく事ができる。

　まったく、恐ろしい話だ。




「葵……勝ったか」

　控ひかえ室しつを出て、ステージ脇わきで待機しながら鋭一はその様子を見ていた。

　葵は強い。元々の運動能力に加え、破は壊かい力抜ばつ群ぐんの暗殺拳けん。さらにゲームにも慣れてスキルを覚え、成長し続けている。しかしそれでも……山本に勝てるかは分からないと思っていた。

　だが、葵は勝った。あの強敵に。先に決勝に駒こまを進めて待っている。

　ならば──自分が不ふ甲が斐いないところを見せるワケにも、いかないだろう。

　司会の進行が進み、準決勝第二試合がコールされる。ステージに上がる時がきた。

　自分の名前が、頭上の巨きよ大だいディスプレイに表示されるのと同時に鋭一は段差を越こえ、スポットライトの当たるステージへ。

「──ッと？」

　その時、ほんの少しではあるが、鋭一はふらついた。彼の右の足首には、テーピングが巻かれていた。軽い捻ねん挫ざだそうだ。

　現実の格かく闘とう技ぎだったらこれで戦えなくなるところだったが、アバターを動かすのに支障はない。まったくこれがゲームで良かったと思う。

　ステージを上がると、向かいの真正面では見知った顔が待っていた。

　ばっちり手入れされた栗くり色いろのツインテールをなびかせ、アイドルは彼を見み据すえていた。

「──よう。元気？」

「うん。わりと」

　二人はまるで、平日に学校で会ったクラスメイトのように簡単に挨あい拶さつした。

　なぜなら二人は、敵では……ないからだ。

「なら、遠えん慮りよなくやらせてもらうからな」

「あ、当たり前……でしょ」

　天あま野のアカリは腕組みし、口を尖とがらせる。

「じゃあ」

「ええ」

　両者にゴーグルが手て渡わたされる。ゴーグルで視界を覆おおう前に、最後に一度、二人は目を合わせる。互たがいの意思を確かく認にんする。

　頂点を目指す覚醒者アウエイクとして。

　そして、同じゲームを趣しゆ味みに持つ仲間として。




　──楽しく、殺し合おう。




　視界が黒に覆われる。すぐに戦場がロードされ、いつもの赤茶けた大地に。

　二人の戦士は、勝敗を決めるべく、試合場へと……降り立った。




　　　　　　　＊＊＊




　白いバトルスーツを身に着けた少年アバター、Ａ１。

　フリルつきのミニスカートが印象的なアイドル少女、ＡＫＡＲＩ。

　二人は戦場に向かい合う。Ａ１は呼吸を整える。

　一方のＡＫＡＲＩは、まだＲＥＡＤＹの合図すらない今のうちに、大きく息を吸い──

「みんな──────っっ！！！」

　客席に手を振ふってアピールする！

「今日もトバしていくから！　応おう援えん、よろしくね────っ！」

「「「うおおおおお！　ＡＫＡＲＩ────ッ」」」

　彼女のマイクパフォーマンスに、客席のファンも全力で応こたえる。

　普ふ通つうは、戦闘前の精神統一をする時間だ。こんなことをする覚醒者アウエイクは他ほかにいない。

　だが、この「アイドル」としてのひとときが。この時間こそがＡＫＡＲＩにとって必要なものであり……彼女自身を「戦うヒロイン」に変身させる儀ぎ式しきなのだ。

　［ＲＥＡＤＹ］

　ここで、試合開始への合図が始まる。Ａ１は自分のペースを乱されないよう集中し、両腕を引いて前ぜん傾けいしたサドンデスの構えをとる。

　一方のアカリは客席に手を振るのを終え、右手を前に。親指と中指を合わせる。

　そして──

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　戦いが、始まった。……と、同時！

　──パチン！

　ＡＫＡＲＩは右手の指をスナップした。スキル〈サウンド〉。流れ出す「虹にじ色いろSub-Mission」！

「さあ、鋭一も私のライブ、楽しんでいってね……？」

　ばちん、とウインクを決め、投げキッスを飛ばす。

「ははっ。まったく……やりにくい相手だよ！」

　Ａ１は前に出て、構えを維い持じしたままフットワークを開始する。

　ＡＫＡＲＩもアピールポーズを解き、小刻みに間合いを計る。

　両者は互いの隙すきを探し、あるいは隙を作るべく無言のやりとりをする。会話しつつも、真しん剣けん勝負は既すでに始まっている。

（さて、鋭一……いや、『Ａ１さん』相手は、最初が肝かん心じん。できることは、やっていかないとね）

　ＡＫＡＲＩは思考を開始する。相手に揺ゆさぶりをかけ、本来の力を発揮させない。それが彼女の戦法のベースだ。そのためには、こんな言葉だって使う。

「じゃあ、ここで宣言しまーす！」

　アイドルは右手を高く掲かかげ、会場に叫さけんだ。隙を見せるような行こう為いだが、相手に攻せめさせてからのカウンターを軸じくに戦うＡ１が、この間に攻め込んでくることはない。

　ＡＫＡＲＩは高く上げた右手をびしっ、とＡ１に突つきつける。

「キミの初撃はじめて……頂いちゃうから！」

「「「ウ…………ウオオオオオ!?」」」

　会場がどよめく。当然である。

　サドンデス王者、Ａ１。彼はデュエル・ルールに参戦してからも、ただの一度も初撃を譲ゆずったことはない。アオイも、百もも道ちも、さらにあの「７位」ゴールドラッシュですら、彼から先制を取ったことはないのだ。

「ま、マジか……」

「マジ……だもん」

「面おも白しれえ……やってみろよ！」

　さすがのＡ１も少し驚おどろき、そして……戦意を昂たかぶらせた。初撃に関してだけは絶対の自信がある。これだけは譲れない。彼女にはそれを、破る手段があるというのか？

（ふふ……かかった、かかった。あとは──）




　結論から言えば、そんなものはない。




（今から何か、考えるだけね！）

　ＡＫＡＲＩは笑った。こうして言葉で揺さぶることで少しでも相手が乱れてくれるなら、そうするだけだ。

　そこから先は、自らの思考力に任せる。上う手まくいくこともあるし、いかないこともあるが、相手をきちんと観察すれば……彼女の頭脳は、最低でも一つくらいはアイデアを拾ってきてくれる。

（……よし。これで、いく！）

　少女はぺろりと舌をなめずった。Ａ１はこれ以上は前に出てこない。

「じゃ、いっくよー。キミはオクテみたいだから……」

「…………何だよ」

「私から、アプローチしないとね☆」

　そして流れる曲に合わせて、ＡＫＡＲＩは加速した。

　そもそもＢＧＭというものが人間に与あたえる影えい響きようは大きい。飲食店がムード作りに用いるのはもちろん、家電量りよう販はん店てんなどでは購こう買ばい意欲を煽あおるように、あからさまに明るい曲調のテーマソングが流れている。

　では戦いの場で、対戦相手の持ち歌が流れているこの状じよう況きようはＡ１にとってどうだ？　おそらく、調子が狂くるう。

　同時に、自分自身は気分が高こう揚ようする。このスキルにはそのような戦略的意図がある。

「いっくよー！　いち！　にー！」

　そして、何よりも……

「さ」

　戦いのリズムを、コントロールできるようになる。これは大きな利点だ。

　曲のテンポとズレたタイミングで、ＡＫＡＲＩは大きく前へ踏ふみ込んだ。

　その姿勢は……前傾。

　両りよう腕うでは後ろにピンと伸のばし、顔面だけを相手の前に晒さらしている。Ａ１と同じように。

　これが短時間で彼女の出した「答え」だ。

「…………!?」

　Ａ１がほんの一いつ瞬しゆんだけピクリと止まる。流石さすがに驚いたようだ。ＡＫＡＲＩはサブミッションを武器としている。タックルならば両手は前に出るはずだ。

　だが、Ａ１が止まったのは一瞬。

　彼のする事は変わらない。突とつ撃げきするＡＫＡＲＩの視界は、すぐに閃せん光こうの白に塗ぬりつぶされた。〈フラッシュ〉！

　──だが。




「そう、ここで光る。──読み通り、よ」




　ＡＫＡＲＩは宣言した。

　Ａ１のヒットアンドアウェイ戦法は完成されているが、極きよく端たんにパターン化されている。つまり、次に何をするかが予想しやすいのだ。

　閃光による目め潰つぶしが決まれば、その後は？　考えるまでもない。

　ＡＫＡＲＩは顔面に風圧を感じた。Ａ１の掌が迫せまっている。〈フラッシュ〉の後は掌しよう底ていだ。これは決まっている。

　そして今の体勢のＡＫＡＲＩを狙ねらおうと思うなら、顔面しかない。これも決まっている。

　では、ＡＫＡＲＩはどうすれば良いか？　決まっている！

「ここで……こう！」

　彼女は前進をやめず、首から上を横に倒たおした。迫る掌が顔面にぶつかる事はなく、風圧が頰ほおの真横を通り過ぎる。

　〈フラッシュ〉を受けてはいたが、この攻こう撃げきをかわすのに視力は必要なかった。

「やっと、近づけた♥」

　ＡＫＡＲＩはついに、Ａ１の懐ふところに入った。視力が回復するにはもう少しかかるが、この至近距きよ離りならば問題はない。

　ここで彼女は腕を前に出す。胴どう体たいに抱だき着いてタックルを決め──

　しかし、その両腕は空を薙ないだ。

「──あれ？」

「危なかったよ」

　少年は思ったよりも離はなれた位置にいた。

　答えを知ってみれば、何も難しい事はなかった。Ａ１は〈フラッシュ〉でＡＫＡＲＩの視界を奪うばいながら、見えないうちに一歩退ひいていたのだ。彼のアバターはスピードに３振っている。緊きん急きゆう回かい避ひも機き敏びんにこなす事が可能だ。

　ＡＫＡＲＩがかわした掌底はフェイントにすぎなかった。Ａ１は突き出した左腕を戻もどしながら身を捻ひねり、今度は右手で、相手を横から打つような掌底を繰くり出した。するとどうなるか。これもまた……決まっていた。

　ゾワッ──と、膨ふくれ上がる殺気をＡＫＡＲＩは肌はだで感じた。

　ＡＫＡＲＩの左ひだり肩かたに衝しよう撃げきが走る。三分の一ほども削けずられたＨＰに驚きながら、彼女はそれでもさらに踏み込もうとする。腕でも脚あしでもいい。捕つかまえさえすれば……！

　だが、遅おそい。

　Ａ１の〈ショートワープ〉が発動した。今度こそ少年は、手の届かない位置へと離れてしまった。彼は構えを取り直しながら、不敵に笑う。

「悪いな。初こ撃れだけは、簡単にやれないよ」

「……ちぇっ。やっぱり、流石ね」

　やはり先制は、Ａ１！　会場が沸わいた。

　ＡＫＡＲＩは左肩を押さえる。思った以上に削られたＨＰ。葵から暗殺拳けんの手ほどきを受けたＡ１の攻撃力は、今や大きな武器だ。そう何度も受けるわけにはいかない。

　彼女は深く呼吸し、息を整える。Ａ１が構えを取ったまま、徐じよ々じよに近づいて来る。

　第二の交こう錯さくが、始まろうとしている。




「うおーっ！　マジで？　今のは行けると思ったけどな。タイミングも、悪くなかったのに！　やっぱうぜーなー、Ａ１」

　実じつ況きよう席の安田は、試合の様子を映すディスプレイに向けて興奮気味に身を乗り出した。予選あたりでは乗り気でなかった彼も、目の前の熱戦につい当てられてしまっている。

「……Ｚ選手、君にはリアクション要員ではなく解説者としてギャラを払はらってるんだが」

「ん、ああ」

　すっかりギャラリー目線になっていたのを金谷に咎とがめられ、安田は浮うかせた腰こしを落とす。ちょっとくらいいいじゃねえか、と悪態をつきながらだが。

「つまりだな……フラッシュだのショートワープだのはあるけど、そもそもＡ１の強みは見切りが上手いのと、見てからの反応の速さだ」

「君なら何とかできるのか？」

「まー、初撃取るのは難しいな」

　安田……ランク１位プレイヤー「Ｚ」はそう即そく断だんした。Ａ１の立ち回りはそれ程ほどのレベルに達しているという事だ。

「でも、アレだなあ。今のは上手くいったけども。Ａ１って、いつももっと速くないか？」

「……ん？　動きの話かね」

「そうそう。調子でも落としてるんなら、付け入るスキはありそうなモンだけどな。行けっかな、アカリちゃんは」

「そういうことなら、心配はいらないだろう」

「──ってーと？」

「彼女は、私が『黒字』と判断して連れてきた覚醒者アウエイクだぞ？」

「なるほど。ただのアイドルってワケじゃねーか」

　安田は目の前の攻こう防ぼうに視線を戻した。彼女の逆転はあるだろうか──？




「さて。そろそろ次、いこうか……？」

　両りよう肘ひじを引き、前ぜん傾けいした構え。姿勢を維い持じしたままＡ１がじりじりと迫る。

　サドンデス界かい隈わいにおけるＡ１は、間合い取りの名手とされている。絶ぜつ妙みような距離を保ち、焦じらし、ここぞという時に接近して相手に攻撃を「打たせる」。

　わかっていても、無防備な顔面を目の前にチラつかされると攻撃してしまう覚醒者アウエイクは多い。彼らはそれゆえに、Ａ１のカウンターの餌え食じきとなる。

　ＡＫＡＲＩは対たい抗こうするように構えをとった。身をかがめ、両手を膝ひざに置く。前かがみに胸を強調するようなポーズだが、身を低くしているのは、タックルが出しやすいからでもある。

「まったく……宣言通りにいかなくて、恥はじかいちゃったじゃん？」

　会話を仕し掛かけてみる。Ａ１の返事はない。もう簡単には動どう揺ようしてくれないだろう。

　やはりＡ１は強い。まともにやっては崩くずせない。だが、もう彼女にできることはないのか？　……そんなことはないだろう。

「責任──取ってよね！」

　ＡＫＡＲＩは再度、指をスナップする。〈サウンド〉が、消えた！

　Ａ１はつい一瞬、身をこわばらせた。大音量で流れていたＢＧＭが突とつ然ぜん途と切ぎれれば、コンマ１秒くらいは反応せざるを得ない。

　そのタイミングで、ＡＫＡＲＩは動き出していた。斜ななめ前へ踏み込んでいる。

「…………来るか！」

　アカリは右へ左へ軌き道どうを変えながら、稲いな妻ずまのように迫る。まだ多少の距離はある！　慌あわててＡ１はアカリへ向き直った。

「…………ッ！」

　だがその動きが、わずかに、遅い。

「──鋭一？」

　ＡＫＡＲＩは違い和わ感かんを覚えた。Ａ１の表情はやや険しくなり、何かをこらえるようなものに変わりつつあった。

　実際、Ａ１のコンディションは悪かった。

　ズキズキと、足元が痛みを訴うつたえている。時間が経たつごとに、それは大きくなる。

　ゲーム上でアバターを動かすのに支障はないが……確実に、痛みは集中力を鈍にぶらせる。だから今、彼の動きは遅おくれたのだ。

（おかしい。明らかに、調子が悪い……？　やっぱり昨日の怪け我がが……！）

　ＡＫＡＲＩはＡ１の懐にまで接近する。関節技サブミツシヨンの間合いに！　だが即そく座ざに攻撃に移れない。

（この人は、敵じゃない。敵じゃなくて、怪我のハンデがあって、でも……）

「くそっ……！」

　Ａ１は苦し紛まぎれに、掌底で迎げい撃げきを試みる。ＡＫＡＲＩはそれを回かい避ひし、ローキック。Ａ１の足にダメージが入る。そして二、三発の打撃を胴体に打ち込むと、ＡＫＡＲＩはバックステップしてその場を離れた。

「……ど、どうよ！」

　ダメージを与あたえ、彼女はかろうじて誇ほこってみせた。

「い、今のは……？」

　だが。それに対し、Ａ１は。

「え？」

　ハテナを返すＡＫＡＲＩに、Ａ１は言った。

「……おい、何だ、今の……？」

「な、何よ」

「そりゃないだろ。マジで勘かん弁べんしろよ。なあ、噓うそだろ」

　珍めずらしく、熱くなっている口調だった。彼は自らの右みぎ腕うでを掲かかげ、相手に見せる。今の攻防でダメージを受けなかった右腕を。




「今──俺の腕、折れただろうが!!」




　怒ど気きすらも含ふくんだ叫さけびが、戦場にこだました。

「私が手加減したって、言いたいの？　そんなつもり──」

　そんなつもりは……ない。ＡＫＡＲＩは言いたかった。だが動きの鈍ったＡ１を見たとき、胸に何か、モヤのようなものが生じたのは事実だ。

　それで気が付けば、適当な打撃技わざを出してしまっていた。本来は関節技使いの、ＡＫＡＲＩがだ。無意識に後ろめたさがあったのかもしれない。何しろ彼の怪我の原因を作ったのは、自分なのだ。

　そんな彼女の気持ちを、Ａ１は見み抜ぬいていた。

「本気で、やろうぜ。今の俺の全力と、そっちの全力。どっちが強いか。そういう勝負だろ？」

　だが、ＡＫＡＲＩもすぐには納なつ得とくがいかない。気持ちの整理がつかない。

「でも……そっちの本気が『そう』なのは、私のせいだし！　それに、私のこと『敵じゃない』って……そんなすぐ割り切れないよ！」

「そりゃそうだ。敵じゃないよ。でも……だから、全力できてくれ。言っただろ。プラネットは真しん剣けん勝負で……楽しい遊びなんだ。遊びを全力でやらないなんて、ゲーマーとして我が慢まんならねえんだよ」

　Ａ１は再び構えを取る。サドンデスの構えを。

「俺はこんな状態でも、どんな手ェ使ってでも勝ってやる。もしそれでも負けたりしたら……笑って言うさ。『次はお前に勝つぜ』ってな。だって、俺たちは『敵』じゃなくて、『友達』なんだから。一回決着がついたって、何度でも遊べるさ」

「……鋭、一……」

「それが……『友達』だろ！　ゲーム仲間だろ！」

　鋭一は、思いのたけをぶつけた。

　その言葉に、ＡＫＡＲＩは。

「──わかった」

　強く頷うなずき、彼女本来の、意志の強い瞳ひとみを向けた。

　それは、彼女が認めたということだった。

　Ａ１のことを……『友達』。すなわち、全力で叩たたきのめすべき相手だと！

「私の本気、『全部』見せてあげる」

　ＡＫＡＲＩが駆かけ出す。Ａ１が応じる。最後の交錯が、始まる。

　指をスナップ。再び鳴りだす〈サウンド〉。左右への稲妻のごときフットワーク。ＡＫＡＲＩが接近する。

　Ａ１は懐ふところに飛び込ませないよう、熟練の動きで巧たくみに立ち回る。




「……鋭一。あかりちゃん」

　その様子を、控ひかえ室しつのモニタで葵は見ていた。

　彼女は胸の前で両手を組み、真剣そのものの表情で見守っている。

「二人とも……凄すごい。とっても、つよい……！」

　葵が、戦いに噓をつくことはない。

　この二人はもう、彼女が手放しで認めるほどに、レベルが高いのだ。




　両手を強く引いて構える。ここから先は、〇・一秒ごとに変化する戦せん況きようを摑つかまなければ生き残れない世界。

　前傾姿勢でＡＫＡＲＩが迫せまる。またしても顔面のみ突とつ出しゆつした構え。

　Ａ１は動かない。

　突つき進すすむＡＫＡＲＩが一いつ瞬しゆん、ピクリと止まる。フェイントか？

　このコンマ一秒の停止すら、Ａ１にとっては二択たくを見み極きわめねばならない地じ獄ごくの分ぶん水すい嶺れい。

　Ａ１は──動かない。

　ＡＫＡＲＩは少し強めに地を踏ふんで真横に跳とんだ。

　ショートワープでは、ない。違ちがう角度からさらにアカリが接近する。

　Ａ１は────動かない！

　そしてついにＡＫＡＲＩは接近し。Ａ１の間合いまで残り三歩。二歩。一歩──

　その最後の一歩が踏まれる前に、Ａ１の肩かたがわずかに脈動した。

「いく……ぞ！」

　Ａ１の上半身が躍やく動どうする。肩から二の腕へ、肘ひじへ、腕の先へ、手首へ、指の先にまで力が伝導し。最高速で、右手が突き出される！

　さらに。その手の形は、掌しよう底ていではない。二本指の──目め潰つぶし！

　掌てのひらで叩くよりも僅わずか数センチ長い射程。この差が相手の見切りを狂くるわせる。

「────ッ！」

　だが、無慈じ悲ひ。痛みがＡ１からほんの一瞬だけ、意識を奪うばう。狙ねらいがブレる。

　突とつ撃げきするＡＫＡＲＩの顔面に目潰しが届く、その刹せつ那な──

「……危なかった、よ」

　ＡＫＡＲＩの突進が止まっていた。Ａ１の指はあと一ミリ、届かなかった。

　直後に彼女の姿が、消えた。







　──〈ショートワープ〉。







　次の瞬間、睫まつ毛げの触ふれそうな距きよ離りにアカリの瞳があった。

　ああ、そうか。一瞬の硬こう直ちよくというショートワープの「制約」を、強ごう引いんなブレーキ代わりに。それでＡ１の目潰しが当たる前に、彼女は止まった。

　Ａ１は思い出していた。昨晩。夜空の見えるバルコニー。少女と二人の語らい。




『で、あと、〈ショートワープ〉には裏技があって……』

『はー！　さっすが鋭一』




「その使い方、ここでするなんて……なあ」

「えへへ。やるでしょ？　これが私の……本気」

　ＡＫＡＲＩはたどり着いた至近距離で、Ａ１の首を抱かかえ込む。防ぼう御ぎよは間に合わない。

「くっそー。最後に動きが鈍らなきゃ、俺が速かったか？」

「うん。たぶん……そうだと思う。私の追ってきた『Ａ１』は……やっぱり強かった」

「ああ」

「でも、今日の私の全力と、あなたの全力。今回は」

　ＡＫＡＲＩは両腕に力を籠こめた。頸けい椎ついに致ち命めい的てきなダメージが入る。

「私の──勝ちってことで！」

　そして白い少年のアバター……Ａ１は、爆ばく発はつした。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＫＡＲＩ］




　　　　　　　＊＊＊




　敗退者が去り、すっかり人のいなくなった選手控室。

　椅い子すに一人で座り、鋭一は天てん井じようを仰あおいでいた。

「はー！　まさか、ホントに負けるとはなあ！」

　喉のどの渇かわきを感じ、手元のペットボトルを摑む。妙みように軽い。そういえば試合前に飲み切ってしまっていたのだった。仕方なく床ゆかに戻もどすと、薄うすっぺらなプラスチックは自らの重心を支えられずに間ま抜ぬけな音を立てて倒たおれた。

　それと、ほぼ同時だった。鋭一の頰ほおによく冷えたスポーツドリンクの缶かんが押し当てられたのは。何事かと思い振ふり向く。明るい髪かみ色いろが目に入った。

「……社長」

「よっ。元気？」

「元気なもんかよ。足もいてェし」

「なるほど、口は元気だな？　こいつは奢おごりだ。飲みたまえよ」

　珠たま姫きは特に許可も取らず、鋭一の隣となりに腰こしを下ろした。スラリとした脚あしを組む。

「なんだよ、笑いにきたのか？」

「そんなコトないって」

「まあ……いいや。ちょうどいい」

「ん？」

「〈伸しん縮しゆく腕〉とかさあ、どう思う？」

「……へ？」

　突然の具体的なスキル名に、珠姫は面めん食くらう。

「いや、闇やみ雲くもに射程伸のばせばいいってもんでもないか？　さっきは〈フラッシュ〉も読まれたしなあ。動きに意外性つけていくか？　〈空くう歩ほ〉とかか？」

「色々試ためしてみるのはイイと思う……よ？」

「まー、それしかないかあ」

　鋭一の検討はとめどなく続く。その様子に珠姫は改めてニヤリと笑った。

「……いやー。鋭ちゃん、やっぱプロだわ」

「えっ。何が？」

「葵ちゃんから技を教わったのも、アカリちゃんに技を教えたのも。どっちも、上う手まくいってたでしょ？　『高める』ってことに貪どん欲よくなんだよね」

「そりゃ、強くはなりたいからな……」

「で、今も負けてすぐ、自分をどう修正するか検討してるワケだ。それって能力だと思うんだよね。向上する能力」

　言われて、鋭一は自分がアカリに言ったセリフを思い出した。

　──『俺、勝つための研究とか大好きなんだよね』

「なるほど……なあ」

「だからあたしは、君に出資する気になるわけだよ。別にゲームってさ、一敗したら二度とできないワケじゃないし。これからもよろしく頼たのむよ？　平ひら田たプロ」

「…………おうよ」

　ニッと笑って拳こぶしを差し出した珠姫に、鋭一は拳を合わせた。

「俺は葵と、頂点で戦うんだ。一回負けたくらいで、止まってられないさ」

「へえ、それで葵ちゃんも張り切って──」

　ちょうど、その名が出たのと同時だった。

　ガチャリ、と、ドアの開く音がした。

　特定の人物を探して恐おそる恐る入ってきた少女は、鋭一の姿を見つけると、ぴく！　と反応した。

「──鋭一！」

「おお、葵……」

　鋭一が手を上げて応こたえるのと同時、珠姫は椅子を立った。

「オッケーオッケー。あたしの用は終わりだ。邪じや魔ま者ものは去るとするよ」

　彼女は鋭一の隣の椅子をポンポン、と叩いて葵に示した。

　定位置は開けてやったぞ、というサインだ。

　珠姫は葵とすれ違うように、部屋を出て行った。

「じゃーね、平田プロ」

「ああ。……感謝してるよ、社長」

　本当に、良いスポンサーについてもらえたものだと思う。鋭一は手を振って見送った。

　そして、代わって目の前には、葵。

「葵、わざわざ来てくれたのか？　次、決勝だろ？　頑がん張ばって──」

　鋭一が声をかける。しかし葵はそれに言葉では応えず、
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　──ぎゅっ。

　鋭一の頭を、自らの胸むな元もとに抱だきしめた。

「あ、あああああ葵…………!?」

　あまりの唐とう突とつさに鋭一は困こん惑わくする。唐突ではあるものの、もちろん嬉うれしいのだが、彼女はあたたかく、やわらかく、しかしやっぱり唐突で！

「鋭一……だいじょうぶ？　落ち込んでない？」

「ああ、えっと、そりゃ確かに悔くやしいけど……」

「やっぱり……！」

　葵はさらに力を籠め、鋭一の頭を自分の体に押し付ける！

「だいじょうぶ。わたし、慰なぐさめる……」

「そうか……心配、してくれてるんだな」

　確かに──負けたくはなかった。悔しくないといえば噓うそになる。

　鋭一は葵の優やさしさに、甘えることにした。

（はは。負けるのも悪いことばっかじゃない……か？）

　少女のあたたかさに、やわらかさに、そして何より、心から心配してくれる優しさに癒いやされながら、鋭一はこっそりとそう思った。
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　天あま野のアカリは他ひ人とに憧あこがれない。

　彼女が憧れるのは『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』ＡＫＡＲＩに対してだけだ。

　理想のＡＫＡＲＩは可愛かわいくてカッコよく、歌って踊おどれ、人々から愛され人々を愛し。

　そして──最強。

　そんな存在にアカリはなりたい。

　確かに、可愛くてカッコよく、かつ「最強」というのは現実の肉体では厳しいものがある。そのくらいは夢見がちなアカリにも分かる。




　だが、ＶＲでなら、なれる！




　最高で最強の美少女。そんな規格外の存在も、ここでは許される。

　この完璧な偶像アイドルこそが、アカリの目指すべきものであり、そのビジョンは明確に見えている。彼女が他のものに憧れる必要はない。

　だから、彼女も認める、学ぶべき他人が現れた場合は……あくまで「尊敬」することになる。

　例えば、サドンデス王者「Ａ１」を、尊敬したように。

　実際に会った「Ａ１」こと平ひら田た鋭えい一いちは、すぐに慌あわてたり、勉強が苦手だったりするところはあったが、やはりゲームに対して真しん剣けんで、真しん摯しなゲーマーだった。

　直接本人には言えないが……今でもやっぱり、尊敬している。




　そして、特別といえば……もう一人。




　──アオイ。一いつ色しき葵あおい。

　彼女は可愛く……かつ、とんでもなく強い。

　自分の目指す理想のヒロインに、最も近い存在。

　可愛くてカッコよくて強い。そういう女の子が、アカリは好きだ。好きだからこそ目指している。なのに、その目指すような存在が、実際に現れてしまったら。

　思わず、好きになってしまいそうになるじゃないか。

　近くに、いたくなってしまうじゃないか──！




　　　　　　　＊＊＊




　決勝戦を前に、盛り上がりのピークを迎むかえる試合会場。

　その舞ぶ台たいへ入場する直前の通路にて。

　一色葵は一度立ち止まり、後ろを振り返った。

　そこには彼女の最も近しい友人と、そして……大切な「こいびと」がいる。

　最も上がみ珠たま姫き。そして平田鋭一。

「どした？　葵ちゃん。やっぱ緊きん張ちようでもした？　でも、あたし達が一いつ緒しよに来れるのはここまでだよ」

　珠姫が声をかける。

　葵は表情を変えずに、ふるふると首を横に振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶ。緊張じゃ、ない……えっと」

　彼女は何やら言いよどんだ。

　両手を胸に当て、何かを探すようにもじもじと動かしている。

「？　いいぜ、何でも言ってみろよ」

　鋭一も気になって一歩、葵に近づいた。

　すると応えるように葵も鋭一に近づき、彼の服の裾すそを摑つかんだ。

「鋭一」

「ん？」

　彼女は顔を上げ、じっと鋭一の目を見る。

　思わずたじろぎたくなる鋭一だったが、ここは耐たえた。

「わたし、あかりちゃんと戦えて、うれしい」

「うん。楽しんでこいよ」

「でも、鋭一と戦えなくて、かなしい……」

「それは……どっちかだからなあ」

「やっぱり鋭一は……特別だから。だから、あかりちゃんは可愛いけど、でも、その」

　何だろう、と鋭一は思った。彼女は先ほどから変わらず、片手で鋭一の服の裾を摑んだまま、もう片手を胸に当てている。何か、言いたいことがあるんだろう。だがそれが何なのかは、鋭一にも想像がつかない。

　葵は頑張って、言葉を探す。最近の彼女は度たび々たび、こうして自身の胸の内に問いかけるようになった。

　──『この気持ちは、何だろうか』。

　今までに味わった事のない感情を覚えることが増えた。プラネットに、鋭一に関かかわるようになってから、彼女には明らかに感情の種類が増えていた。

　今のこの感情の名前は、葵にはわからなかった。だが、少し整理して……鋭一に伝えたい言葉は、決まった。

　彼女は口調を変えずに、

「かたきは、うつね」

　そう言って、ふふ、と笑った。

「おいおい……そうくるか」

「あはははは。葵ちゃん、強気～」

　思わずつられて、鋭一と珠姫も笑う。

　それは真剣な「敵かたき討うち」の感情ではない。相手は敵ではないのだ。

　あくまで友達とのゲームの中で、自分の仲間がやられた。だからちょっと、やり返してやりたい。そういう、誰だれもが抱いだくような、ゲームに熱くなる子供の気持ち。

　ただそれは──ずっと友達のいなかった葵にとって、初めての、とても新しん鮮せんな感情だったのだ。

「いいぜ、期待してる。頼たのむぜ」

　鋭一は笑って、親指を立てた。葵も応えるように親指を立てる。

「鋭一。……わたしのこと、見ててね」

「ああ」

　そう言って彼女は、光あふれる決戦のステージへ踏ふみ出していった。

　──決勝戦が、始まる。




　　　　　　　＊＊＊




「さあ──いよいよ始まります、決・勝・戦!!」

「「「ウオオオオオオオ！！！」」」

　マイク片手に、金かね谷やが過か剰じように盛り上げる。

　四方八方からライトに照らされた試合場は、眩まぶしいくらいに輝かがやいている。

　ステージ上の巨きよ大だいディスプレイには、『ＦＩＮＡＬ』という金色の文字が大きく表示されていた。

「しかし──果たして誰が想像したでしょうか。正直、我々も予想していなかった！　決勝戦の、この組み合わせは！」

　金谷は大おお仰ぎように手を広げた。これは本当の事だ。

「彼女らは、優勝候補ではありませんでした。ランキングも決して高くはない。片方は、まだＢランクに上がったばかりだ！」

「だがこの二人は……勝ち残ったのです。あの山やま本もとを、あのＡ１を倒たおし、ここに残った!!」

「紛まぎれもない強きよう者しやを倒せるのは誰だ？　──紛れもない強者だけだ！　すなわち。この決勝は、強者と強者の激げき突とつだ！」

「「「ウオオオオオオオ！！！」」」

「では、その強者に……入場して頂こう。決勝で戦うのは、この二人だ！」

　片手を振り上げて合図する金谷。それと同時に、左右両側の入り口からスモークが噴ふん出しゆつした。その白はく煙えんをくぐって、少女が一人ずつ、現れる。

　それと同時に、とてつもない歓かん声せいが会場を包んだ。

「ウオオオオオーーーーー!!　ＡＫＡＲＩーーーーー!!」

「あかりちゃーーーーん！　カワイイーーーー!!」

「勝てよー！」「ファンになりました!!」

　舞台右手より現れたのは、天野アカリ。にこやかに手を振って歓声に応こたえる。

　元から人気覚醒者アウエイクであった彼女。今日の大会には、日ひ頃ごろからのファンも数多く駆かけつけている。

　しかしこの歓声は、それ以上。

　Ａ１との見事な戦いを見て、覚醒者アウエイクとしての彼女に惚ほれたという観客は、男女を問わずこの大会中に急増していた。

　ファンクラブが、持参していた予備のうちわや布教用のＣＤなどを配布してみたところ、瞬またたく間まに無くなったという話である。

　左右の客席に手を振り、最後にウインクをひとつ。

　そして視線を正面へ。思わず目線が鋭するどくなる。

　視線の先には、舞台を挟はさんで逆側からやってくる少女──葵。

　舞台左手から入場した葵は、せわしなくキョロキョロしながら歩みを進める。

　すると。

「「「アオイちゃーーーーーん!!」」」

「カワイイーーー！」「カッコいいーーーーーーー!!」

「勝てよー！」「俺の首も折ってくれー！」「ファンになりました!!」

　アカリへの歓声を割って、彼女への歓声が！

　可愛らしい黒くろ猫ねこのアバター。それが楽しそうに無む邪じや気きに跳はね回り、そして、強い！　さらには、操縦者の少女も可愛らしい。

　これらの要素は確実に観衆たちの心を摑んでいた。ほんの少し前まで小さな噂うわさにすぎなかった「ゴースト・キャット」は、今や人気覚醒者アウエイクと呼んで差し支つかえない存在となっていた。

「や、葵ちゃん」

「……あかりちゃん！」

　二人はステージ中央で向かい合い、軽く挨あい拶さつした。少女同士の挨拶ではあるが、独特の緊張感がある。決勝戦の空気が、そうさせるのか。

「──なんか、懐なつかしいな。初めて会ったの、そんな前じゃないハズなのに。サインとかあげたよね」

「うん」

「ねえ……葵ちゃん。私、葵ちゃんにとって、何かな？」

「……む？」

　突とつ然ぜんの質問に、葵は首を傾かたむけた。アカリは続ける。

「一緒に遊んだり……色々したけどさ。私たち、どんな関係なんだろうって」

　アカリの問いに、葵は首を斜めにしたまま少し、考えた。

「えっと。あかりちゃんは──」

　そして……たどたどしく、答え始めた。自分の中の感情を、少しずつ掘り出すように。

「可愛くて、一緒にいるととっても嬉うれしくて、お料理も、戦いも教えてくれて、優やさしくて……！　その、特別、なの。鋭一も特別だけど、それとも違ちがって、あの」

「ふふ」

　しどろもどろ喋しやべる葵に、アカリは笑った。心からの、笑えみだった。

「だから……あの。わたし、今まで、あんまりいなかったんだけど」

　葵は胸に両手を当て、恐おそる恐る、アカリにたずねた。

「あかりちゃんは、もしかして、わたしの『友達』……？」

　幼少の思い出が、暗殺者の脳のう裏りをよぎる。彼女は「幽ゆう霊れい」で「野の良ら猫ねこ」だった。人と深く関わってはいけなかった。

　その葵の、絞しぼり出すようなせいいっぱいの言葉。

　それを、アカリは。

　一度、否定した。

「……え？　友達……？　ちょっと違うんじゃない？」

「…………えっ」

　葵がびくりと震ふるえる。

「私たち、友達なんてモノじゃないっしょ」

　──アカリは、考える。

　こんなにも、自分を思ってくれる葵。一方で、強くて可愛い葵が気にかかって仕方ないアカリ。二人は互たがいに強く引かれ合っており、しかも。

　……一緒に遊んで、超ちよう楽しかった！

　彼女は今日もカバンに貼はられたプリントシールを目の端はしで確かく認にんする。

　写っているのは、笑顔の三人。これを見ると、会いたくなる。話したくなる。

　ずっと見てきた少年、鋭一。そして、その隣にいる、子猫のように愛らしい少女にも──！

　もう、自分の気持ちに噓をつくのはやめよう。アカリは最高の笑顔とともに、目の前の少女に伝えた。

「私たち──もう、『親友』じゃないかな！」

　ざぁっ、と、風が吹ふいた。二人の少女の髪かみがなびく。

　その言葉は風を突き抜けて、まっすぐに葵へと届いた。

「──『親友』！」

　葵は衝しよう撃げき的な単語に目を見開き、ぱちくりと瞬いた。少し、目め頭がしらがあつくなる。

「どうしよう……あかりちゃん。わたし、とっても嬉しい……！」

「ありがとう、葵ちゃん。私も嬉しいよ。ちょっと、私もしばらく、友達いなかったからね……作らなかったんだけど。でも、せっかくこうやって、親友と巡めぐり会えたことだし？」

「うん」

「これも、鋭一が言ってたんだけどね！　友達は……ゲームでは、本気で、相手を叩たたきのめすんだって！」

　アカリは、しっかりと前に向きなおった。

　その瞳ひとみはアイドルでありながら、既すでに戦士。

「だから葵ちゃん。私たちは、『親友』として──殺し合おうか」

「──！　うん！」

　その目に葵もまた、応えた。彼女もまた少女でありながら……暗殺者だ。

　そして二人には、試合のためのゴーグルが手て渡わたされ。




　赤茶けたプラネットの大地に……黒猫とアイドルが、降り立った。




「──さて、『Ｚ』選手。この試合、どう見る？」

　実じつ況きよう席にて。席に戻もどった金谷が話を振ふる。

　試合の展望について意見を求められた安やす田だは一言、次のように答えた。

「わからねえ」

「……何？」

　金谷の眼鏡が鋭く光った。これは給料をカットしようという時の目だ！

「いやいやマジで！　真ま面じ目めに言ってるの！」

「詳くわしく聞こうか」

「……信用ねえなあ」

　安田は一息つき、

「アオイが強いのは、これまで見てきた通りだな？　とんでもない実力だよ。圧あつ倒とう的だ」

「うむ」

「でも……圧倒的なだけじゃ、あの山本おつさんと何も変わらないんだよ」

　安田は一つ一つ考えながら、言葉を選んで話す。

「山本とアオイで違うとすれば……山本の強さはあくまで、現代格かく闘とう技ぎの強さだ。アオイはそうじゃない」

「というと？」

「普ふ通つうの格闘技でもないし、スキルでもない。完全に未知の動きだ。だから、何してくるかサッパリわかんねえ。予測が立てづらい」

「成なる程ほど」

「アカリちゃんは、あの厄やつ介かいなＡ１と渡り合う方法は自力で思いついた。じゃあ、アオイに対して同じ事ができるのか？」

　安田は腕うでを組んで椅い子すに背を預けた。

「……そんなの、予想できるわけがない」

　もはや言うべきことは全すべて言った、とでもいうような様子だ。

「って事だ。全く恐こわいよな、どっちも。ホントに」

「恐いといっても、お前はゴーグルつけたらビビらないだろう」

「そこの二人だって、ビビってないじゃん」

　安田は、決勝に挑いどむ両者を示した。




　仮想空間に向かい合うアオイとＡＫＡＲＩは、それぞれの戦闘準備に入る。

　客席全体はそのただならぬ雰ふん囲い気きから、緊張感に支配されていた。

　アオイは両手を下げた自然体で立ち、目から光を消す。自らの存在感を「幽霊」レベルまで下げ、いつでも万ばん全ぜんの加速に入れる状態を作り出す。

　一方アイドル・ＡＫＡＲＩは、思い切り息を吸い込み──

「みんなーーーーーーーーーっ!!　ここまで……ここまで来たよ!!」

　逆に自らの存在を、高らかに宣言する！

「私、全力でいくから。全部ぶつけるから。だから……」

「アカリの全部……最後まで、み・て・ね♥」

　彼女は指を空に掲かかげ、最大限のウインクをした。すると、




「「「ウ……ウオオオオオオオオーーーーー！！！」」」




　客席が、息を吹き返したように沸わいた！

　［ＲＥＡＤＹ］

　試合開始を予告する文字が表示される。

　双そう方ほうのファンが歓かん声せいをぶつけあう中、ＡＫＡＲＩはこの期ごに及およんでまだ客席に手を振っている。自らを理想のヒロインに変える儀ぎ式しき。

　客席のファンがＡＫＡＲＩの応おう援えんを叫さけぶ。対たい抗こうするように、アオイのファンも声援を送る。会場が歓声に満たされた、その中で。

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　決勝の戦いが、始まった。

　二人の少女は、即そく座ざに動いた。

　アオイの全身から、一いつ瞬しゆんにして色いろ濃こい殺気が噴ふき出す！

　それは恐るべき宣戦布告にして決意表明。

　殺気というものは見えない。聞こえない。触ふれられもしない。

　五感のどれでも捉とらえる事はできない。

　なのに、その殺気は何よりも雄ゆう弁べんに語る。

　──わたしは、この身に棲すまわせる全てを解放してこの試合を戦い、

　──楽しみ、

　──そして、




　──目の前のお前を殺す。




　静から動へ。滑すべるようにアオイの足が前に出る。

　同時、彼女の腕はしなやかな軌き跡せきを描えがき、二本の指の先せん端たんはジャベリンの如ごとく目の前のアイドルの顔面を貫つらぬかんと突つき込まれ……




　しかし、相手の頰ほおを掠かすめて通り過ぎる！




（よし。考えろ、私……考えろ考えろ）

　これもまた、彼女の思考の結果だった。アオイにとって最善の初手は何か？

　それは今までも多くの試合で見せてきた、この瞬速奇き襲しゆうの目め潰つぶしだ。だから、［ＦＩＧＨＴ!!］の合図とともに、それが来ると決めつけた。

　よって試合開始と同時に、首を横に倒たおしたのだ。

　そもそも人間の眼球は、狙ねらうべき的まととしてはひどく小さい。ほんの少し位置をずらしてやるだけで、視力を奪うばうという目的は不発に終わる。

　アオイの腕が伸のびきる。絶好のタイミングだ。ＡＫＡＲＩは反撃に転じた。

　自らの顔の横で伸びているアオイの腕を抱かかえ込もうと両腕を出す。

　それに対してアオイは。

「や……ああっ！」

　前に出した腕をあえて引かず、そのまま前進する！

　勢いのついたこの状態からなら、腕を引っ込めるよりもさらに前に出るほうが速い。アオイは胴どう体たいをぶつけるタックルで、相手の体勢を崩くずした。ＡＫＡＲＩの関節技わざが失敗する。

「くっ……この……！」

　アオイは相手の「殺気」を読む。殺気に直接反応すれば、相手の動きを見てから反応するよりも、もちろん速い。

　そのままアオイはすれ違うように前進し、いったん、その場を離り脱だつした。ＡＫＡＲＩから距きよ離りをとる。

　サブミッション使いを相手に至近距離の戦闘を続けるのは愚ぐ策さくである。間合いを取り、基本的には立ち技で攻せめるべきだ、と鋭一からもアドバイスを受けていた。

　ＡＫＡＲＩが起き上がる。再び、互いに立って向かい合う。

「ふぅーーーーー。強つッよ」

「うん。わたしは強い」

　アオイは平へい淡たんな口調で応こたえる。それは彼女の、生まれてからの積み重ねの結果。技を受け継つぎ、父からの課題をこなす中で培つちかわれた、確固たる自信。

「でも」

　ＡＫＡＲＩは言葉を継いだ。呼吸を整える。片手を上げ、親指と中指を擦こすり合わせる。

　そして、

「私は。私が──『最強』に、なりたい！」

　指を、スナップした。

　スキル〈サウンド〉。音楽が流れ出す。ナンバーはもちろん『虹にじ色いろSub-Mission』！





『虹色Sub-Mission』

　♪放課後　高鳴るムネ　おさえて

　♪キミのもとへ　近づくの

　♪チャイムが鳴ったら　READY FIGHTの合図

　♪驚おどろくキミの　手を取るの






　ＡＫＡＲＩが前に出る。タックルの構え。

　アオイは迂う闊かつに迎げい撃げきできない。腕や足をとられかねない。





　♪どうしてもキミに触れたくて

　♪だから全身で味わうの　それがあたしの二番目の使命サブ・ミツシヨン






　ＡＫＡＲＩは高速思考しながら値ね踏ぶみする。どこを狙うか。

　アオイは両腕を下げ、いつでも攻こう撃げきに入れる姿勢を維い持じ。





　♪腕かな？　脚あしかな？

　♪肩かたかな？　首かな？

　♪キミも全身で味わって　どこがお好みかな






　ＡＫＡＲＩが右斜ななめ前に突っ込む。横から相手に組み付く動き。

　アオイはそれに対しピクリと反応し、そこで止まった。





　♪血の赤？　青ざめ？　もしかして真っ白？

　♪ぜんぶ味わってフルコース　終わったキミは何色かな






　そう。反応が速すぎるアオイは、人よりも少し。ほんの少しだけ……

　フェイントにかかり易やすい。





　♪ごちそうさま★






　それをＡＫＡＲＩは計算していた。彼女は舌をなめずった。

　そして即座に逆の左側へ、体を振ふった。進路が切り替かわる。

　アオイはギリギリで反応し、体の向きを変える。間に合った。直後。

　ＡＫＡＲＩの姿が消えた。





　♪それで一番の使命は何かって？

　♪言わせないでよ　伝えるのキミに

　♪「ダイスキ」






　ＡＫＡＲＩは再び、アオイの右に現れていた。

　──〈ショートワープ〉！





　♪もう聞こえないかな






　そして曲の終わりとともに、ＡＫＡＲＩはアオイの手を取った。

　これが思考によって辿たどり着いた、アオイ攻こう略りやくのひとつの答え。

　アオイの右みぎ腕うでをＡＫＡＲＩは両手で摑つかむ。そのまま無慈じ悲ひに肘ひじ関かん節せつを、破は壊かいした。

　葵のゴーグルの中の視界が明めい滅めつする。ゲーム上の「強い痛み」の表現。ＨＰが大きく減少する。

「…………っ！　つよい……！」

「でしょ？」

「でも、わたしは、負けない……！」

　キュッ。

　瞬間、今度はアオイの姿が消えうせた。

　──墨ぼく式しき「川ながれ」！

　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ

　分身にすら見えるほどの、残像を残した高速移動。

　しかしその対策も、ＡＫＡＲＩは考えることができる。

　Ａ１との激げき闘とうから、彼女の頭脳はヒートアップし、ますます頭の回転を増していた。

（どんなに動いたって、接近しなきゃ攻撃はできないハズ……。今、右腕は壊こわした。片腕での攻撃はリスクが大きい。つまり……！）

　キュッ　キュッ　キュッ　──キュキュキュ！

　移動間かん隔かくを狭せばめながら、アオイが急接近する。そして最後の着地から回転しつつ繰くり出だした強きよう烈れつなハイキックを……

　ＡＫＡＲＩはかわしている！

「……ほら！　やっぱり蹴けりがきた！」

「……むー、うう……！」

　今──ＡＫＡＲＩは輝かがやいていた。彼女の頭脳は冴さえわたり、体は考えた通りに躍やく動どうし、アオイの凄すさまじき暗殺拳けんに対し、華か麗れいに戦っていた。

　まさに、彼女の考える、理想のヒロインに近い存在！

「……鋭一」

　そんな中。アオイは。

「鋭一。見てて……！」

　彼女の「こいびと」の名を呟つぶやく。そして、再度、前へ！

　──墨ぼく式しき「一おもて」！

　だがこれは先ほどと同じ。かわされる。しかし相手のかわした方向へ、迎むかえ撃うつようなミドルキック。これはＡＫＡＲＩも避さけられない。腕を締しめてガードする。

「…………!?」

　ＡＫＡＲＩが目を見開いた。相手の足が、離はなれない！

　そこで思い出した。アオイはひとつだけ、スキルを使えるのだ。今までは「川ながれ」の着地にしか使っていないが、もちろん、普ふ通つうに使おうと思えば、使える。

　接着のスキル、〈ストロングガム〉！

　アオイは足を相手の腕に貼はり付けたまま、思い切り蹴り脚を引いてＡＫＡＲＩのバランスを崩した。そこで接せつ着ちやく剤ざいを解除。よろけた相手に今度こそ、連続蹴りを叩たたき込む！

「うっ！　あっ！　ああ……ッ」

　ＡＫＡＲＩに初めてまともなダメージが入る。彼女は大おお慌あわてで距離をとった。

「今の、スキルの使い方……！」

「うん、鋭一が、教えてくれた」

「ふふ、やっぱり。でも私だって、鋭一に教わったんだから！　そこは一いつ緒しよだもん」

　何に対たい抗こうしているのか、ＡＫＡＲＩは言い放った。アオイはその言葉に、笑った。

「うん。鋭一は、すごい」

「あーもう！　羨うらやましいなあ!!」

　思わず、ＡＫＡＲＩが生の感情を叫さけぶ。いや。そんなことに惑まどわされている場合ではない。

「そろそろ決着……つけようか」

「うん！」

　そして二人の少女は、再び、距離を詰つめる！

　ここでＡＫＡＲＩが選せん択たくしたのは、Ａ１相手に決め手となった、〈ショートワープ〉だった。

　アオイの姿が近づく。彼女が攻撃態勢に入ろうとした、その瞬間を狙って……ＡＫＡＲＩはスキル発動のタイミングを窺うかがう。

　コンマ一秒単位で進む時間。ＡＫＡＲＩが〈ショートワープ〉発動を念じようとした……

　のと、同時。

　──ある歌が、聞こえてきた。




　♪放課後　高鳴るムネ　おさえて──




「…………!?」

　これに動揺したのは、ＡＫＡＲＩ。なぜだ。自慢の思考が一瞬止まる。なぜなら彼女は今、〈サウンド〉を発動して……いない！

「ふふ」

　正面で、黒猫の少女が笑う。まさか。

　──間違いない。アオイ。彼女が〈サウンド〉を使ったのだ。しかも曲目は、『虹色Sub-Mission』！

　ＡＫＡＲＩの判断が一瞬、鈍る。そのわずかな時間で……

「いち、にー…………さん！」

　アオイは、凄まじい速度で迫ってくる。それも、流れている曲のリズムに乗ったまま！

　まったく、複雑な気持ちだった。アイドルの曲や振付を覚えてくるファンというのは、いるものだが……何と恐ろしいファンを持ってしまったのだろう。

[image: ]

「葵ちゃん。その、曲……！」

　ＡＫＡＲＩは苦み走った笑みを浮かべた。アオイは既に至近距離。自らの強みである「思考」を乱された時点で、もはやＡＫＡＲＩに対抗手段はなかった。

「えへへ」

　アオイは笑え顔がおになった。まるで相手に気づかれたのが、嬉うれしいとでもいうように。

「あかりちゃんの、真ま似ねしたの」

「…………なるほど、ね」

　ＡＫＡＲＩが諦あきらめたように目を伏ふせた。一人で『レベル上げ』するだけではない。仲間と、友達と、親友とともに強くなる。その点で……アオイは、一歩先をいっていた。

　アオイが相手の頭を摑む。

　そのまま膝ひざを、鳩尾みぞおちへ。そして相手の首をひねりながら軸じく足あしを蹴り、倒たおす！




　──墨ぼく式しき「正とどめ」!!




　アオイ最大の攻撃力をもつ、一撃必殺技が決まった。

　ＡＫＡＲＩのＨＰは、ゼロに。そしてアイドルのアバターは、爆ばく発はつした。




　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］
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　見慣れた校舎。

　聞き慣れたチャイムの音。

　まもなく授業が始まるというのに、鋭えい一いちは机にへばったまま起き上がる気もしなかった。

　案の定、珠たま姫きに注意される。

「おいおいだらしないぜ鋭ちゃん。素行には気をつけろって言ってるっしょ～？」

「なかなか疲つかれが取れないんだよ……」

「もう何日か経たったでしょーが。いやーそれにしても凄すごかったよね、閉会式！」

「ああ、あれなあ……」

　大会は、葵あおいの優勝で幕を閉じた。彼女には沖おき縄なわで行われる全国大会の出場権が与あたえられた。そして優勝者インタビューを含ふくめた盛せい大だいな閉会セレモニーが行われる、はずだった。

　だがここで運営最大の誤算が起きた。

「なのに、気が付いたらいないんだもんなあ……」

　よりにもよってそのタイミングで、葵は失しつ踪そうしてしまったのだ！

「この状じよう況きようで『野の良ら猫ねこ』やらかすとか、ホント自由よねー。うらやましいわ」

　後で聞くと、まず鋭一に優勝を伝えたくて、探していたのだという。彼女にとっては表彰よりもインタビューよりも……大事なことだったのだ。

「つーわけでそろそろ起きたまえよ平ひら田たプロ。キミだって沖縄行きの希望がなくなったワケじゃないんだよ？　活かつ躍やくした選手には招待状がくるチャンスもあるんだからさ」

「それはそれとして、今は疲れてるんだよ……」

　これだけ話しても結局、鋭一は起き上がらない。

　珠姫から言われつつも、どうもしゃんとする気がしないのである。

「まったく、ゲームの時とは随ずい分ぶん違ちがうのね」

「そうなのよ～、言ってやってよ。スポンサーとしてあたしも、困ってるんだから」

「ここまで来る必要、なかったかなあ……」

「まあ、鋭ちゃんの素行から学ぶことはないかもね～」

「一人暮らしって、ちゃんとできてるの……？」

「さあ、どうなんだろ。ロクなもん食ってないって噂うわさはあるけどね……」

　するとどうやら、話題が変わり始めた。

　延々と続く話題に、流石さすがに鋭一も聞き流せなくなってくる。しかも何か……別の声が混ざっていないだろうか？

　気になった鋭一はやむなく顔を上げる。

「おい、いつまでも好き勝手言ってんじゃ……？」

　そこで鋭一は固まった。

「おっ。起きた」

　珠姫が反応する。だがぶっちゃけ、今そちらはどうでも良い。

「な……なんで……？」

「ま、強くなるため……ってとこかな？」

　栗くり色いろのツインテールが印象的な少女は、強気な顔でうなずいた。




　天あま野のアカリが、そこに立っていた。




「え？　だってここ学校で、教室で、まだ朝だよな？」

「おや、記き憶おく力のなさに定評のある鋭ちゃんにしては正解だ」

「ど、どういうこと……？」

　すっかり目の覚めた鋭一はアカリに聞いた。彼女は腕うで組ぐみし、得意げに言った。

「今日から！　こちらのクラスでお世話になります。天野アカリです。職業は、アイドルやってます。よろしくねー♪」

「………………えええええ？」

　そんな話があるものか、と思った。

　だが、あるのだった。

　大会で葵が優勝し、アカリが準優勝した。

　そこでアカリは鋭一からさらなるゲームスキルを学ぶため、彼の学校への転校を決意したのだ。

　幸いにして彼女にも、鋭一のように一人暮らしをする程度の収入があったし……珠姫に相談したところ、あっという間に転校の手続きを整えてもらうことができた。

「──あかりちゃん！」

「お、葵ちゃん！」

　鋭一が驚おどろいていると、隣となりのクラスから葵がやってきた。心底嬉しそうだ。

「ほんとだった、あかりちゃん来た！」

「葵ちゃんには先にチャット入れといたもんねー。また遊ぼうね」

「うん！」

　決勝で死し闘とうを戦ったコンビは笑顔で頷うなずきあった。

　この「また遊ぼう」には、二つの意味がある。それを二人はわかっている。

　一つは──前のようにボーリングやプリクラで遊ぼう、ということ。

　そしてもう一つは──この間のように全力で、殺し合おう、ということだ。

「ねえ、鋭一」

　葵とひとしきり再会を喜んだアカリは、鋭一のほうへ向き直り、再び話しかけた。

「教えてあげようか。私がなんで、アンタ達のところへ通ってたか。で、この学校にまで……わざわざ来たか」

「え？　な、何でだよ」

「ふふ」

　アカリは、いつかのＶＲルームでの仕草と同じように人差し指を口元へ運び、声のトーンを落とした。

「尊敬するゲーマーを……もっと近くで見てたいからだよ、『Ａ１さん』」

「……えっ？」

「はい。この話はおしまーい！　一回しか言いませんからね」

　アカリはくるりと体を反転させ、鋭一に背を向けた。

　鋭一は思わず顔を上げるが、サラリと揺れる髪に隠れて、彼女の表情はわからない。

「むー。あかりちゃん、また鋭一とお話してる。ずるい」

　頰を膨らませた葵がこちらへ寄ってくる。

「あっ、ごめんごめん。取ったりしないってば」

　アカリは葵の肩に手を回し、鋭一のほうへぐい、と引き寄せる。そしてウインクした。

「これからも、仲良くしてよね？　もちろん、三人で」




　アカリは思う。

　──頂点とは、孤こ独どくなものだ。

　それはそうだろう。並び立つ者がいないからこそのトップである。

　自分が目指しているのは、そういうものだ。アイドルとしても、覚醒者アウエイクとしても。

　だからそうなるよう努力してきた。

　するとどうだろう。確かに彼女には実力が積みあがっていた。人気者にもなれた。

　同時に、ファンは増えたが……友達はいなくなっていた。

　当然のことではある。遊びを切り捨ててやってきたのだ。アカリ自身、遊ぶよりも自分を高めることに喜びを感じていた。

　だが今、改めて考える。




　──自分の理想とするヒロインには、友達がいないのか？




　そんなことはない筈はずだ。

　アカリの考える「最高のヒロイン」である『完全なる戦歌姫パーフエクト・デイーヴア』は完かん璧ぺきな美少女。一番強く、一番の人気者で……友達とは、笑って楽しく毎日を過ごしている。そういう女の子だ。

　自分と、鋭一と、葵。ライバル意識や対たい抗こう心があり、二人がカップルだったこともあり、三人の関係が何なのか、ずっと摑つかめなかった。

　だが……わかってみれば何のことはない。

　嫉しつ妬としたり迷めい惑わくかけたりすることはあるけれど、また明日も遊びたくなって、つい会いに来てしまう。そしていざゲームで向かい合えば……「本気」の「全力」で殴なぐり合う。それも、勝敗がついても、何度でもだ。

　仲間だ。これこそが──仲間じゃないか。

　アカリは二人に見えないようにこっそり笑い……感謝した。

　学校もプラネットも、これからまだまだ……楽しくなりそうだ。





　　　あとがき




　いいですか皆みなさん。大だい丈じよう夫ぶです。安心してください。

　私もゲームをたしなむ人間です。ネタバレというものがいかに恐おそろしいか、よく知っています。

　だから、あとがきでネタバレするような愚おろかな真ま似ねは絶対にいたしません。このあとがきは先に読んでも安心の親切設計なのです。

　何しろこの巻は、トーナメントがあります。対戦の組み合わせひとつ漏もらすだけでもネタバレになりかねません。重要機密です。情報漏ろう洩えいです。コンプライアンスです。

　厳重に注意し、気合を入れていきましょう。さあ、あとがきの始まりです。




　というわけで、初めましての方もそうでない方も（この言い回し使ってみたかった）、こんにちは。渡わた葉しばたびびとです。




　それにしてもトーナメントは良いものです。

　トーナメントという単語だけでもワクワクします。少年の心を持つ者なら、あの組み合わせ表が目に入るだけでも興奮するはずです。しませんかね？　私はします。フェチズムです。トーナメントフェチなのです。あっ、引かないで。

　高校野球の季節などになると、ニュースでもトーナメント表が映ったりするので勝手にワクワクしています。特に野球に詳くわしいわけでもないのに、決勝戦って聞くとなんか心が盛り上がるの、凄すごいですよね。

　もちろん、その手の少年漫まん画がも好きです。バトル漫画でもスポーツ漫画でも、トーナメント表の出てくる漫画は良い漫画です。ギャグ漫画ですら、たまにありますよねトーナメント。あれも好きです。いよいよトーナメントフェチの病状が深刻なようです。

　そういうワケで、今回トーナメントが書けたのは幸せであったと思います。組み合わせ決定のシーンとか、書いててすごい楽しかったです。自分は結果知ってるのにね。

　これから本編を読まれる方は、そういった溢あふれ出るトーナメント感を、お楽しみいただければと思います。




　あともう一つ、この二巻に欠かせない存在といえば、新キャラにして今巻のヒロインでもあるアカリです。

　アイドルにしてバトルヒロイン。可愛かわいい女の子が、可愛いコスチュームでバリバリ戦って、しかも強い！　夢があります。その「夢」を自らの意志で追い続けているところも含ふくめ、いろんな意味で「強さ」のある子だと思います。

　ちなみに私自身は特にアイドルに詳しくはないのですが、アイドルが歌って踊おどるタイプのスマホゲーは少々たしなみます。たまにお金を払はらうこともありますし、その結果、封ふう筒とうが白くてがっかりすることもあります。恐こわいですね、アイドル。




　最後に、お世話になった方々への感謝を述べさせていただきます。

　担当編集さま。怒ど濤とうの刊行スケジュールを実現すべく尽じん力りよくいただき、本当にありがとうございました。今巻までで担当を代わられるとのことですが、作品の立ち上げを担当いただけて本当に良かったと思います。教わった様々なことを、今後も活いかせるように頑がん張ばります。あと、某ぼうゲームの進しん捗ちよくもそのうち追いついてみせますからね！

　きただりょうま先生。今巻も素晴らしいイラストをありがとうございます。アカリも大変可愛らしく、例によってデスクトップに設定して毎日元気をもらっております。あと、今回は某男性キャラのあまりのそれっぽさにも感動しました。一目でヤツだとわかる！　今後ともよろしくお願いいたします。

　カクヨム読者の皆さん。いつも星やハート、そして新しん鮮せんな感想をありがとうございます。ネット上の応おう援えんはタイムリーで素早く作者に伝わるので、やはりＷＥＢにはＷＥＢの良さがあるなあと思います。書しよ籍せきともども、今後もよろしくね。




　そしてこの本を最後まで読んでいただいた読者の皆みな様さまに、最大限の感謝を。

　プラネットは色々なことができるゲームですし、この作品も、まだまだ出せるキャラやスキルがあると思います。皆様もよければ、想像してみてください。妄もう想そうでもいいです。結構、楽しいものですよ？　もちろん、本編の続きもお楽しみに。

　ではまた。是ぜ非ひ、次回もお会いできますように！
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